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　桜並木が目立つ地方都市郊外の町に、夕日が沈んでいく。

　十二歳の春、竹たけ本もと葉は月づきは高台からそれを見下ろして泣いていた。

　明日、別れなければならないからだ。

　大好きだったこの景色とも、初恋の彼──雨あめ宮みや朔さく也やとも。

　──お母さん、ひどいよ。朔也くんを忘れろなんて。

　握りしめたキーホルダーを見ると、新しい涙が頬を伝い落ちた。

　早く泣き止んで、朔也にこれを渡しにいって、引っ越しの準備に戻らなければ。

　そうしなければ、また母にきつく叱られてしまう。

　葉月は気分を切り替えようとスカートのポケットにキーホルダーをしまい、辺りを見回した。

　夕日の橙色に、木々や葉月のいる東屋が照らされている。

　広い森林公園のはずれにあるこの東屋は、急勾配の坂を上らないと来られないせいか人気がなく、いつも葉月と朔也だけの場所だった。

　目前には二人が住む街が広がり、地面にはクローバーやたんぽぽが咲いている。ベンチの下には、図書館から借りた本を一時的に入れておくバスケットが隠してあった。

　華やかではないが大切なこの場所を、少しでも鮮明に覚えておきたい。

　ここは無愛想だが誰よりも優しい彼と過ごした、思い出の秘密基地だから。

「……ずっと一緒にいたいだけなのに、なんであんなこと言われなきゃいけないの……？」

　抑え込まなければいけない本音が、思わず口からこぼれ出た。

　あんな家の子と遊ぶんじゃない。

　言うことが聞けないなら、お前はうちの子じゃない。

　お前は妹と比べてどうしてそんなに駄目なんだ。こんなお荷物、東京に置いてくるんだった。

　いくら美しい景色を眺めても、怒りに顔を歪ませた母が思い浮かんでしまう。

　葉月は家庭に関わりたがらない父と高圧的な母の間に生まれ、長女として育った。

　母は葉月の二つ年下の病弱な妹を溺愛している。

　一年前、父を東京に残して母方の実家があるこの地方に来たのは、綺麗な空気の中で妹を過ごさせるためだった。明日引っ越すのも、彼女を東京の病院に入院させるため。

　すべては母の望む通りに妹中心で進み、葉月は看病のストレスをぶつけるサンドバッグにされている。

　祖父と父に助けを求めても、彼らは母を煙たがり、関わればあいつがうるさいからと葉月を無視し続けていた。

　体に傷が残る虐待はされていないから教師も話を聞いてくれず、葉月がいつもおどおどしているせいかクラスに友人はいない。

　葉月の心の支えは、学校の外で出会った朔也だけだった。

　──朔也くんがいてくれたから、ひどいことを言われても我慢してこられた。でも、これからは……。

　──嫌だ。やっぱりお別れなんて嫌……！

　彼はいじめられていた葉月を助け、守ってくれた。どこにも居場所がなかった葉月に、二人だけの秘密基地を作ってくれた。

　葉月にとって、朔也は初恋の相手であり、憧れのヒーローであり、誰よりも必要としている人だ。

　──けど、諦めなきゃ。東京に戻ってもまだ繋がってることがバレたらお母さんがまた怒る。朔也くんにも迷惑かけちゃう。

　──「お姉ちゃんなんだから我慢しなさい」っていつも言われてるでしょ。私は何があっても我慢しなきゃいけないんだ……！

「葉月さん」

　不意に声変わり前の透き通った声がして、葉月は弾かれたように振り向いた。

「さ、朔也くん。どうして……」

「ここにいると思ったからです」

　向こうから歩いてきた朔也が葉月の隣に並び立つ。

　作り物のように見えるほど整った顔は、相変わらずの無表情だった。

　鋭い目つきと落ち着いた態度は葉月より一つ年下とは思えないが、身長は葉月よりもやや低く、黒いＴシャツと半ズボンからは子どもらしい華奢な手足が覗いている。

「さっき家に行ったら、葉月さんのお母さんが『葉月がいない』って怒鳴ってるのが聞こえたから」

「お母さんが……!?　み、見つからなかった？　大丈夫だった？」

「はい、オレは平気です。でも、葉月さんは……違いますよね。また言われたんですか、オレのこと」

　つい言葉に詰まった葉月に、朔也がうつむいて小さく溜め息をつく。

　少しだけその眉間に皺が寄った。

「……オレも言われました。ジイさんから『あの子のことは諦めろ、ヤクザはカタギとは相容れないものだ』って。オレは後なんて継がないし、父さんたちがいた頃みたいに普通に暮らしたいのに」

　朔也の祖父──雨宮静しず馬まは、この地域の顔役であるヤクザだ。

　葉月から見れば優しくダンディなおじいさんでしかないが、昔は芸能事務所のボディーガードとして名を馳せた武闘派だったらしい。

　彼は四年前に事故で両親を亡くした朔也とその姉を引き取り、一人で孫たちを育てている。

　母が葉月たちの仲を反対するのは、朔也が「ヤクザの家の子」だからだった。

　とは言ってもそれは建前で、本音は葉月が楽しそうにしているのが気に食わないだけのようだったが。

「ごめんなさい。オレのせいで葉月さんを泣かせてる」

　朔也がそっと葉月の頬に触れる。

　涙の跡を拭われたのだと気づき、葉月は心配をかけないよう笑ってみせた。

「だ、大丈夫だよ。謝らないで、朔也くんのせいじゃない」

「いえ、オレのせいです。葉月さんが怒られてるのをずっと知ってたのに、離れられなかった」

「けど……」

「生まれた家は変えられないし、まだ独り立ちもできないし、助けたくても助けられない。それなら、そばにいないほうがいい。わかってるんです、本当は」

　めったに動かない朔也の顔が苦しげに歪んだ。

「でも、一緒にいたかった。オレは葉月さんが好きだから」

　絞り出すように告げられた言葉に、心臓の鼓動が大きく跳ねる。

　朔也が「好きだ」とはっきり言ってくれたのは初めてだ。こんなに感情をあらわにしたのも。

　共鳴したかのように葉月の心も揺さぶられ、再び涙がこみ上げてくる。

「なら、私も共犯だよ。私も朔也くんが好き。離れたくない……」

　震える声で伝えきったのと同時に、手を引かれた。

　視界いっぱいに朔也の顔が広がったかと思うと、唇に温かくて柔らかいものが一瞬だけ重なる。

　至近距離で切ない瞳に見つめられ、葉月は頭が真っ白になった。

「葉月さん。大人になったら……家を出て、誰にも文句を言われないくらい立派になったら、あなたを迎えに行きます」

　朔也が顔を離し、何かを握らせてくる。

　手を開くと、掌の上に小さな銀色の輪っかがあった。

　指輪だ。

　透明なプラスチックの偽ダイヤが一粒ついただけの安物だが、確かに輝いている。

「──っ、これ……」

「約束の証しです。しばらく会えないから、オレの代わりだと思って持っててください。次はこんなおもちゃじゃなくて、もっとたくさん宝石がついててキラキラしたものを渡します。そしたら……」

　朔也はそこで一度言葉を切ると、少し頬を強張らせ、長い睫毛を伏せた。

　彼の緊張を悟り、葉月の鼓動もさらに速まる。

「そしたら、オレと結婚してください」

　その台詞を聞いた瞬間、心臓が止まりそうなほど胸の奥が震えた。

　そこから強い衝動がせり上がり、涙になって溢れていく。

　また目元を拭ってくれる指先が嬉しくて、ますます気持ちが高ぶってしまった。

「わ……私で、いいの？　ごめん、いつも泣いてばかりで、私」

「葉月さんがいい。葉月さん以外は嫌です。絶対に幸せにします。いつになるかわからないけど、待っててくれますか」

「待ってる。絶対待ってるよ……！　ありがとう、朔也くん。この指輪、大切にするよ。キラキラの指輪も楽しみにしてるね」

　葉月は何度も頷き、もらった指輪を左手の薬指にはめた。

　ややサイズは大きいが、朔也と再会する頃にはぴったりになっているはずだ。

「そうだ……！　私もこれ、約束の証し」

　スカートのポケットからキーホルダーを取り出すと、銀色のボールチェーンにぶら下がった小さな戦隊ヒーローが現れた。

　三等身にデフォルメされた可愛らしいフィギュアだが、その赤いヘルメットには勇ましい龍の翼が描かれている。

「ドラゴンレッド？」

　手渡されたそれに、朔也が目を丸くする。

　ドラゴンレッドは、四年前に放送されていた特撮番組のキャラクターだ。

　五人組のリーダーの警察官。泣き虫で失敗することもあるが、何度倒れても立ち上がる熱い男。

　そして朔也にとっては、両親を亡くした頃に勇気づけてくれたヒーローで、永遠の憧れらしい。

　いつか「子どもっぽいからあなた以外には言えませんが」と難しい顔で前置きをした上で、こっそり教えてくれた。

「どうやって？　今、売ってないでしょう」

「この間、内緒で隣駅に行ってリサイクルショップを巡ったの。本当はお別れのプレゼントに渡すつもりだったんだけど」

「オレのためにそんな危ないことしたんですか？」

「だ、大丈夫！　お母さんにはバレなかったから。朔也くんは私のヒーローだし……持っててほしかったんだ」

「……そう、ですか。ありがとう、葉月さん。すごく嬉しい」

　朔也が喜びを噛みしめるように柔らかく微笑む。

　珍しい彼の表情にまた胸がときめいて、葉月も笑い返した。

「大切にしますね。葉月さんと会えなくても、これを見て頑張ります」

「うん！　私も指輪を見て朔也くんを思い出すよ」

　いつかドラゴンレッドのように立派なヒーローになった朔也が迎えに来て、結婚してくれる。

　葉月はその日が来るのが待ち遠しくて仕方なかった。










第一章　「偽装婚約、ってやつです」









　二十六歳の立春の日、葉月は東京都の区立図書館で司書として働いていた。

「ふふっ、ドラゴンレッド懐かしい……」

　窓はなく、狭い壁一面に本が並んでいる、埃っぽい作業室。

　隅にある小さな机で戦隊ヒーロー名鑑をひとり補修しながら、初恋を思い返す。

　あれから十四年が経った。

　待ち人は来ていない。別れたきり、連絡ひとつなかった。

　──朔也くんも、今頃仕事してるのかな。

　二十五歳になった朔也は、都内で弁護士をしているらしい。

　離れている間、葉月は約束だからとただ朔也を待ち続けたが、一方でネットの世界に彼の痕跡を探していた。

　法律事務所の弁護士プロフィールが検索エンジンに引っかかったのは、今から二年ほど前のことだ。

　写真の中の朔也は眼鏡とスーツが似合う大人の男になっていたが、冷たさすら感じる美貌と鋭い眼差しは変わっていなかった。

　経歴によれば、朔也は一流大学に入り、在学中に司法試験に合格したそうだ。つまり超がつくほど優秀で、とても努力家。

　誰にも文句が言えないくらい立派だと思う。十四年前に彼が言った条件には叶っているはずだ。

　──それでも迎えに来ない、ってことは……ううん、子どもの約束だもん。彼氏も作らないでずっと待ってる私のほうが変なんだよ。

　つい感傷に浸って、補修テープを貼っていた手が止まってしまう。

　月日が経っても、葉月は朔也を忘れられなかった。

　いや、むしろ想いはより強固になりつつある。

　これまでの人生ではたくさんのつらいことがあったけれど、朔也との美しい思い出が葉月を支えてくれた。

　彼を思い出すたびに、それ以外の男性なんてどうでもよくなってしまうのだ。このままではいけない、と薄々感じてはいるのだが。

　──優しい朔也くんが約束を破ったりするはずない。

　──うん、そうだよ。もしかしたら今日、来てくれるかも。

　──あのドアを蹴破って出てきて「約束通り迎えに来ました！　さあ結婚しましょう！」なんて……。

　ついいつもの妄想が広がり、数秒後に溜め息をつく。

　──何考えてるんだか……むなしいや。

　──そもそも私じゃ朔也くんと釣り合わないよ。私は綺麗じゃないし、お金もないし……もし会えたって、きっとがっかりされる。

　──約束だからって待たないで、学生のうちに手紙でも書いてみればよかったな……。

　朔也に会いたければすぐにでもできるのにそうしないのは、怖かったからだ。

　もし再会したとき、朔也が嫌な顔をしたら。それどころか、約束を忘れていたら。

　いつか迎えに来てくれるという夢も美しい初恋の思い出も壊れてしまったら、この先何を支えに生きればいいのかわからない。

　また溜め息がこぼれたところで、エプロンのポケットの中でスマートフォンが震え出した。

　──あっ、まずい！　普通に残業引き受けちゃったけど、今日すみれと夕飯食べるんだった！

　焦る気持ちのまま、ろくに画面も見ずに通話ボタンをタップする。

「葉月！　あんたいいかげんにしなさいよ」

　途端にスピーカーから母の金切り声が流れ出し、葉月は慌てて耳からスマートフォンを離した。

「あ、ああ……お母さんか。ごめんなさい、プチギフトの件だよね。でもメッセージに書いた通り、しばらく仕事が忙しくて……」

「妹の結婚式の準備手伝えないなんて最っ低の姉ね」

　葉月の言葉を遮って、母が罵ってくる。

　先日、妹はいきなり「披露宴で使うプチギフトのラッピングを手伝え」と大量の資材が入った段ボールを送りつけてきた。

　残業や持ち帰りの仕事で忙しい葉月には、とてもさばけない量だ。なので数を減らしてもらうよう頼んだのだが、妹は葉月が拒否したのが気に入らず、母に愚痴を言ったらしい。

「あんたこういうこともできないから男できないし馬鹿で貧乏でブスなのよ」

　今日の母はずいぶん機嫌が悪そうだ。プチギフトの件は単なる口実で、何か別の嫌なことがあったから葉月をサンドバッグにしているように思える。

　ひどい扱いだが、今は実家に住んでいないからまだマシだ。

　学生時代は毎日母と妹にこき使われ、馬鹿にされ、地獄のようだった。慌てる姿が面白いからという理由で、センター試験当日に受験票を隠されたこともある。

「あんたにあの子の爪の垢煎じて飲ませてやりたいわ」

「は、はは……そうだね……」

「あの子、偉いのよ。ちゃんと現実を見て、自分の好みのタイプじゃなくても優良物件を捕まえてきた。何でも言うこと聞いてくれるお人好しで、操縦しやすそうなお金持ち。私が教えた通りだわ。ほんとにお金さえあれば楽しく暮らせるの！　私はそこで失敗しちゃったから」

　葉月の妹は今年、結婚する予定だ。

　病気が治ったあとも甘やかされ続けた妹は、お世辞にも性格がいいとは言えない。

　婚約者の容姿や口癖を裏で母とあざ笑っていたのを見かけたし、本当に愛情はなく金が目当てで結婚するようだ。母の言う通り、夫をうまく操縦して金を吸い上げ、遊んで暮らすつもりなのだろう。

　結納の場で見たときの妹は猫を被っていたから、婚約者の彼はおそらく妹の本性を知らない。

　──確かにお人好しそうだったし、心配かも。そう思ったところで、お母さんたちを敵に回したら大変なことになるから、何もしてあげられないんだけど……。

「そうそう、今月中にプチギフトの準備しなさいよ」

「え、こ、今月中は無理だよ。仕事とかいろいろ……」

「あんたのクソみたいな仕事よりこっちのが大事！」

　衝撃的な一言に、葉月は言葉を失った。

「家族の反対を押し切って司書になったんだから、ちょっとぐらい融通利かせなさいよ。あんたができる仕事なら誰だってできるでしょ」

「そ、そんなこと……」

「大学行くのも一人暮らしも許してやったわよね。なのに、残業代も出してもらえない非正規雇用のクズでしかも妹の世話すらできないなんて、ホントなんでこんなの産んじゃったんだろ。お母さんのこともう少し考えてよ。近所の人にあんたの話させられるたびに恥ずかしくなるんだから」

　葉月がショックを受けて何も言えないでいるのが嬉しいのか、母の声がどんどん上機嫌になる。

「今の仕事を続けるつもりなら、早く男見つけて安心させてよね。婚活しなさい、葉月は不細工なんだから若さでどうにかしないと無理よ。あ、もう無理だったか。あーあ、お母さんほんとあんたの存在が恥ずかしい。あんたはもっと現実を見て──」

「ご、ごめんなさい、友達と約束があるから切るねっ！」

　耐えられず、葉月は強引に電話を切った。

　すぐにまた着信があったが、震える手で机の上にスマートフォンを放る。

　小刻みに動き続けるそれを眺めていたら、自然と涙が溢れてきた。

　──ひどい。わかってたけど。

　──どうしていつもこうなっちゃうんだろう……。

　わかっている。自分のせいだ。

　反撃の一つもできないから、母は言葉で殴り続けてくる。

　怒鳴り返したっていい。着信拒否して内緒で引っ越したっていい。いくらだって手段はある。

　だが、母に逆らえばどんなひどい目に遭わされるのか恐ろしくて、葉月は何もできなかった。もう夜中に家から閉め出されることも食事を抜かれることもないのに。

　──私ってほんと、情けない……いつまでも昔のこと引きずって。

　目元を拭い、エプロンのポケットから黒いベロア生地の小さな巾着を取り出す。

　紐をほどいて中を覗くと、十四年前に朔也から渡されたおもちゃの指輪があった。

　その輪郭を視線でなぞるうちに、少しずつ気持ちが落ち着いていく。

　これが葉月の落ち込んだときの癖だった。

　つらいことがあるたびに、将来の約束をしたあの日の幸せな記憶に励ましてもらっている。ずっと、十四年間も。

　──いつもありがとう、朔也くん。朔也くんがいてくれたから頑張れるよ。

　──ああ、でも……これも情けないな。今の朔也くんに会うのは怖いくせに、昔の思い出にはすがってばっかりで……現実を見てないって言われても仕方ないよ。

　はあ、とひときわ大きな溜め息をついて、葉月は指輪を元に戻した。

　机を見やると、いつの間にかスマートフォンの着信が止んでいる。

　画面には19：30と表示されていた。

「……うん、もう行こう」

　小さく頷き、机の上を片付ける。

　友人のすみれとの約束には、時間通り着けそうだ。





　　◇






「はい、乾杯～！」

　繁華街の騒がしいバルの中でも、すみれの明るい声は目立つ。

　葉月も暗い気分を忘れて「乾杯」と笑い、スパークリングワインのグラスを合わせた。

　まだ木曜日なのに、店内は合コンの客や若いサラリーマンたちで溢れ、その間をウェイターたちが慌ただしく行き交っている。

　葉月たちの前のテーブルには、バーニャカウダやアヒージョ、ローストビーフなどが所狭しと並んでいた。

　立ち上るガーリックの香りに、ぐう、と葉月の腹が鳴る。ここはデザートも絶品らしいから、とても楽しみだ。

「葉月、残業お疲れ様っ」

「ありがとう、すみれもお疲れ様」

「いやいやほんと働いた……これから年度末に向けてもっと忙しくなるし、今日はストレス発散にさ、肉いっぱい食べよ！」

　すみれがワインを呷り、整った顔に満面の笑みを浮かべる。

　ストレートのロングヘアに流行のメイク、春を先取りした淡いミントグリーンのニットワンピース。

　アパレル業界でプレスとして働いているだけあって、すみれはいつもおしゃれだ。端から見れば、地味な格好の葉月とは共通点なんてないように見えるだろう。

　だが、実はすみれは葉月の幼なじみだった。

　当時──小学生の頃はさほど親しくなかったが、すみれが半年前に葉月の働く図書館を偶然訪れたのが縁で、今ではたびたび遊んでいる。

　外見は華やかでも内面は飾らず、いつも明るくて面倒見のいいすみれは、葉月の大切な友人だ。

「ストレスって言えばさー、朔也、昨日も既読無視してきたんだけど」

　そして、彼女は朔也の姉でもある。

　──朔也くんより先にすみれに会って友達になってるなんて、一年前の私に言ったらびっくりするだろうなぁ。

　──「いまだに朔也くんを待ってる」ってすみれに言えてないヘタレっぷりも、悪い意味でびっくりだよね。でもあれ以来会ってないのにずっと初恋を引きずってるなんて、さすがに引かれちゃうだろうし……。

「えっと……仕事が忙しい、とか？」

「いや、いつも既読自体はわりとすぐつくのよ。つくけど放置しやがるんだな。また鬼電するしかないか」

　ローストビーフにフォークを刺しながら、すみれが不機嫌そうに唇を尖らせる。

　彼女から聞いた話によれば、朔也は祖父──静馬との不仲が原因で高校進学をきっかけに家を飛び出し、それ以来家族と疎遠らしい。

　すみれの電話には渋々出るが、静馬には弁護士になった報告をしたきり一度も連絡を取っていないのだとか。

「あたしがすぐ『おじいちゃんと会え！』って言うのが嫌なんだろうね。わかってるけど、もうおじいちゃんの年齢も年齢だし、仲直りしてほしいんだけどなぁ」

「すみれは優しいね」

「いやいや、昔っから二人の調停役やってるだけ。あと二人が面倒くさすぎるの。おじいちゃんなんか朔也のこと心配してしょっちゅうあたしに聞いてくるのに、自分じゃメールの一つも送れないんだから。喧嘩別れしたからって頑固すぎだよねぇ」

　すみれは顔をしかめたまま首を横に振ったが、彼女はやっぱり優しいと思う。

　葉月はすみれのように祖父を思いやったことはない。三年ほど前に祖父が亡くなったときも悲しくはなかった。

　一時期は一緒に住んでいたことがあるものの、遠ざけられていたのであまり話した記憶もない。よく祖父が地元の競艇場に出かけていたことは覚えているのだが。

「きっといつか仲直りできるよ。すみれ、頑張ってるもん」

「あはは、葉月のほうが優しいね」

　すみれが笑ったあと、ふと真面目な顔になる。

「ねえ、葉月。やっぱり朔也に会ってみない？」

「……それは……」

　葉月は食べる手を止め、目を伏せた。

　再会した当時からすみれはそう勧めてくれているし、葉月も待つのではなく一歩踏み出さなくては何も変わらないと思う。

　だが、そのたびに悪い想像が頭をよぎってしまうのだ。

　心の支えである朔也から拒絶されてしまったらどうしよう、と。

「ごめんなさい、私……」

「あっ、いいのいいの！　こっちこそいつもごめん。しつこいよね」

　すみれが申し訳なさそうに眉を寄せる。

　──駄目だ。私が情けないせいで、友達にこんな顔させてる。

　──朔也くんとの思い出が壊れちゃうかもとか、ずっと引きずってて恥ずかしいとか、お母さんに言われてるみたいにブスで貧乏だしとか、私がみっともなく気にしてるせいで……こんなの、すみれに申し訳ないよ。

　抵抗はあるが、葉月は思い切って口を開いた。

「……ううん、しつこいのは私だよ。本当はね……私、朔也くんに会いたい。実は、『立派な人になったら迎えに行く』って朔也くんが約束してくれたことがあったの。だから私、ずっと待ってて」

「え……そうだったの？」

「うん……今まで言えなくてごめん。その、会う勇気がなかったんだ。朔也くんにがっかりされたらどうしようって、怖くて」

　話しているうちにまた自分が情けなくなってしまう。

　おそるおそるすみれの反応をうかがうと、彼女は目を丸くして葉月を見ていた。

「や、やっぱり、こんなのおかしいよね」

「違うよ。葉月の愛の深さにビビってた。それってずっと朔也を信じて一途に待ってたってことでしょ？」

「え？」

　どこか興奮した様子ですみれが身を乗り出し、嬉しそうに笑う。なぜかその表情は安心したようでもあった。

「何かあるなーとは思ってたけどまさかそこまでとはね！」

「き、気づいてたの……？」

「バレバレだって。葉月、朔也の話題になると目が泳ぐから」

「うそ、気づかなかった」

「あは、葉月可愛いー」

　すみれがまた笑ってグラスを傾ける。

　──も、もしかして何度も「朔也と会ってみたら」って言ってたのは背中を押してくれてたの……？

　──私は何も伝えられてなかったのに……すみれって優しいな。

「そっか、あいつそんな約束してたんだ。立派な人、ね」

「うん。家を出て、誰にも文句を言われないくらい立派になれたら、って言ってた」

「……そっかそっか。そうだよね。なるほど……」

　すみれは何か思うことありげにうつむいた。

「どうかした？」

「んー、朔也さ、まだ自分が立派じゃない……葉月の前には出ていけない、って思ってるから、迎えに来ないんじゃないかな。連絡しないのもたぶん同じ理由」

「……そう、なのかな。弁護士さんになれたなんて立派だと思うけど。もう十四年も前だし、忘れちゃっただけじゃない？」

「ううん。あいつなら約束覚えてるよ。真面目くんだからさ。そういう奴だって葉月も知ってるでしょ？」

「それは……うん」

「自信ないんだよ、自分に」

　何か確信しているような口ぶりだ。

　少し遠い目で宙を見つめているのは、その朔也の「理由」を考えているからなのだろうか。

「あ、葉月もそうだからね？」

「わ、私も？」

「うん、さっき言ってたけどさ、がっかりなんてされるわけないよ。少なくともあたしは葉月とまた会えて嬉しいから。いつも付き合ってくれてありがとね」

「そんな……！　私もすみれと遊べて楽しいよ、ありがとう」

「ふふっ、こんなに気が合うんなら、子どものときも一緒に遊んでもらえばよかったな」

　当時は小学校の学区が違うほか、放課後はだいたい朔也と一緒にいたこともあり、葉月はすみれとさほど親しくなかった。

　朔也と三人で遊ぼう、と声をかけてみたが、やんわりと断られたのを覚えている。

　あのときもすみれはよく笑う明るいタイプだったが、今と違ってどこか心の壁があった。

「あの頃、あたし友達作らないようにしてたからさ」

「え……どうして？」

「んー、おじいちゃんに引き取られて、転校して……それからしばらくはうまくやってたんだけど、友達だと思ってた子たちから急に遠巻きにされちゃってさ。『ヤクザの家の子とは遊べない』って」

　すみれは軽く苦笑しただけで何でもないことのように話したが、それがかえって彼女が受けた心の傷の深さを感じさせた。

「お父さんは普通にサラリーマンだったし、一緒に暮らすまでおじいちゃんの仕事も知らなかったくらいだから……なんか、思いもしない方向から殴られたって感じだった。で、それなら友達作らなくてもいいやって。子どもって極端だよね」

「そうだったんだ。ごめんね、気づかなかったよ。もっと声かけてみればよかった」

「……あはは、葉月ってほんと優しいな。あのとき朔也と一緒にいてくれたのが葉月でよかった。あたし、昔もそう思ってたんだよ。お礼すら言えてなかったけど」

　すみれが持っていたグラスを置き、改めて葉月を見る。

　弟の朔也を思い出す、鋭さを感じるほど真剣な眼差しだった。

「あたしさ、朔也が葉月の引っ越しで落ち込んでたとき何もしなかったの、ずっと後悔してた。お姉ちゃんなのに何やってんだろって。だから葉月がまだあいつのこと好きでいてくれてるなら……今度はちゃんと手伝いたいんだ」

「すみれ……」

　力強い言葉に、心に立ちこめていたもやが晴れていく。

　今の彼に釣り合わないとわかっているくせに、初恋の思い出に執着し続ける自分がずっと後ろめたかった。

　だが、この想いを応援してくれる人もいるのだ。

　──そうだよね、会う前から諦めてちゃ駄目だ。

　──怖いけど、今度こそ朔也くんと……！

「って言っても、その『立派になったら』って約束があるならちゃんと作戦立てなきゃね。あいつ意固地だからただ強引に会わせるだけじゃ難しいだろうし……はぁ、まったく……」

　すみれが眉間に皺を寄せ、顎に指をあてる。

　──あ、あれ、いきなり前途多難な感じ？

「っとダメダメ、またストレスが……今日は肉食べてパーッと発散するつもりだったのに。とりあえず今回はこの辺にしとこっか。改めて乾杯しよ、乾杯！」

「う、うん」

　すみれがグラスを掲げたので、葉月も慌てて真似る。

「……そういやさ、葉月、図書館の改装工事で長めのお休みがあるって言ってたよね」

「うん。四月の初めに一週間くらい休むよ」

「時間が合ったら日帰り旅行でもしない？　あたしわりと温泉詳しいんだ。おじいちゃんが家の行事をわざわざ温泉旅館行ってやるくらい温泉好きで、よく通ってたからさ」

「いいね、この辺だとどこがおすすめ？」

「うーん、やっぱり湯河原とか……」

　もう少し朔也について話したい気持ちもあったが、話題はすっかり切り替わってしまった。





　　◇






「竹本さん、ばいばーい！」

「はい、バイバイ。帰ったら手洗いうがいしてね」

　元気よく手を振る子どもたちに、葉月は本の返却カウンターから手を振り返した。

　時刻は午後五時十五分。あと十五分で上がりだ。

　とは言え、いつものように残業をするつもりではある。まだ急ぎではないものの、同僚の補修作業のフォローを頼まれたのだ。

　──今日は戸締まりまで作業かな。すみれとの約束もないし。

　──そういえば、もう前の飲み会から一ヶ月くらい経っちゃったなぁ……すみれ、年度末に向けてすごく忙しいみたいだけど、ちゃんとご飯食べてるかな。

　──朔也くんに会う作戦は……いや、それどころじゃないよね。またゆっくりできるときに話そう。

　考え事をしながら館内を見回していたら、本棚に貼られた手書きのポスターが視界に入った。

　葉月が担当している子ども向けイベントのお知らせだ。

　──再来月のイベントは何しようかな。低学年は読み聞かせ、高学年は絵本に出てくるお菓子作りとかどうだろう。私も食べたいし……ちょっと公私混同しすぎ？

　──そうだ、子どもたちが自分の好きな本を紹介する発表会がすごく評判よかったから、それを発展させて。

　子どもたちの笑顔を思い浮かべ、自然と葉月も頬が緩む。

　昔から本が好きで、母から反対されても諦められず司書になったが、この仕事は本当に天職だと思う。

　接客は楽しいし、コツコツと事務作業を進めていくのも好きだ。

　職場の人々ともうまくやれている。ときどき残業を引き受けすぎてしまうこともあるが、苦にならないから大丈夫だ。

　給料が安くたって我慢できる。慎ましく一人で暮らす分には問題ない。

　──問題ない……んだけど。

　非正規雇用の貧乏人。司書を続けるつもりなら、早く男を見つけて結婚しろ。

　この間も浴びせられた苦言を思い出し、葉月は目を伏せた。

　正規職員への登用を目指してはいるが、そもそも求人数は少なすぎ、応募者は多すぎる。

　ごく一部の選ばれし者になれる自信なんて、葉月は持ち合わせていなかった。

　厳しいが、母の言葉は正しいのかもしれない。

　──結婚、か。本当は朔也くんを待ちたい。でも、現実を見て婚活するならもう動かないといけない年齢だよね……私は欠点ばかりだし、人一倍努力しなきゃ。

　──ああ……なんか、嫌だな。

　──子どもの頃は結婚ってもっと素敵なものだと思ってた。大好きな人と結ばれて永遠の愛を、なんて……。

「葉月さん」

　突然名前を呼ばれ、はっと葉月は現実に戻った。

「すっ、すみません。お待たせしまし、た──」

　カウンターの正面に立った背の高い男を見上げた瞬間、声を失う。

「お久しぶりです」

　にこりともせず頭を下げたのは、妄想だけなら何度も会ったことのある彼だった。

　上品な細身のダークスーツの襟元には、金色の弁護士バッジ。

　艶やかな黒髪は流すように撫でつけられ、筋の通った高い鼻梁にハーフリムの眼鏡が載っている。

　眼鏡をかけても顔立ちの端正さは隠れていない。それどころか知性を強調し、彼をより一層魅力的に見せていた。

　レンズの向こうから、どこか影のある切れ長の瞳が葉月を見つめる。

　その鋭い眼差しを、葉月はずっと忘れられなかった。

「さ、朔也くん……!?」

「……よくわかりましたね」

　朔也が意外そうに少し目を丸くする。

　当たり前だ。彼は弁護士事務所のプロフィール写真とほぼ同じ姿だったし、葉月はその写真を毎日見ていたのだから。

「どうしてここに……えっ、夢？」

「理由は長くなるので、あとで落ち着いて話しましょう。今日の上がりはいつですか」

「上がり？　い、一応五時半だけど、どうしてっ……」

　慌てる葉月に対し、朔也は淡々と尋ねてくる。

　あまりにも冷静に対処されて葉月はさらに混乱し、つい素直な答えが口をついて出た。

「じゃあ表で待ってますから、仕事が終わったら来てください」

　朔也が返答も待たずに図書館から出ていく。

　葉月は瞬きすら忘れ、彼の背中を見つめることしかできなかった。





　　◇






　午後五時半。

　残業も忘れて職場を飛び出した葉月を待っていたのは、濡れたように光る黒のクーペと、そのそばに立った朔也だった。

　──夢じゃない……！　やっぱりいた！

「お疲れ様です」

「さ、朔也くん。私……！」

「乗ってください」

　即座に助手席側のドアを開けられ、「え」とも「あ」ともつかない声が口から漏れる。

　圧をかけるようにじっと見つめられ、葉月はおそるおそる車に乗り込んだ。

　中は思ったよりも広く、見回してもちりひとつ見つからないほど清潔だった。

　ほのかに新車の匂いもするし、革張りの大きなシートは高級そうだ。座り心地はいいが、庶民の葉月には若干居心地が悪かった。

　遅れて、朔也が運転席に腰を下ろす。

　ジャケットのボタンを外して慣れた仕草でシートベルトをつける姿は、いかにも大人の男という様子だった。

　背が高いせいか細身に見えたが、スーツを着ていてもわかるほど体つきがたくましい。

　──うわっ、かっこいい……写真で見たより数万倍も……！

「怖がってます？」

　つい見とれていたら急にこちらを向かれ、思わず肩がびくっと跳ねた。

「う、ううん、びっくりしてただけ。久しぶりに朔也くんと会えたから……！」

　ぎこちなくなりつつも笑いかけると、「ならいいですけど」と朔也が前を見る。

　──えっ、なんか冷たい？

　昔から朔也はあまり感情を表に出さないタイプだったが、より無愛想になっている気がする。

　──喜んじゃまずかったの？　な、なんで？　もしかしてすみれに言われて嫌々来たとか？

　──聞きたいけど、聞ける雰囲気じゃない……。

　葉月は困惑しつつ、シャープな線を描く朔也の横顔を見つめた。

　朔也が数秒黙ったあと、もう一度葉月を見る。

　視線がぶつかり合い、彼の黒い瞳が少しだけ揺らいだ。

　だが、乏しい表情からは何も読み取れない。

「俺がここに来たのは、葉月さんに頼みたいことがあるからです」

「頼みたいこと……？」

「はい」

　朔也は頷き、揃えた人差し指と中指で眼鏡のブリッジを上げた。

「俺の婚約者になってください」

　突然すぎる台詞に、頭が真っ白になる。

「……それって……」

「あとは向かいながら話します。シートベルト着けてもらえますか」

　どこに行くのかまだ説明もないのに、朔也が前を向いて車を発進させる。

　高級車らしい静かでなめらかな乗り心地だったが、葉月はそれを楽しむどころではなかった。

　鼓動が速くなり、汗が噴き出す。止まっていた思考が一気に動き始めた。

　──信じられない……さっき、婚約って言ったよね!?

　──約束通り迎えに来たってこと!?　まさか本当に来てくれるなんて！　もしかして、すみれが何かアシストしてくれたのかな。あとでお礼を言わなきゃ……！

「葉月さん、シートベルト」

「あっ、ご、ごめん！　今着けるね。着けました。えっと、その」

「そんなに怯えないでください。実際に結婚するわけじゃないんですから」

「えっ？」

「偽装婚約、ってやつです」

　またしても唐突に出てきた言葉に、葉月はつけたばかりのシートベルトを持ったまま朔也を見た。

　朔也は相変わらず無表情で、葉月に視線ひとつよこさない。

　──今の、何？　聞き間違いかな。

　──そう……だよね？　だって「偽装」なんて……。

　葉月が固まっていると、朔也は眉間に皺を作り、大きく溜め息をついた。

「その反応を見るに葉月さんも知らなかったみたいですね、俺とあなたが許嫁だって。あのジジイ……」

「許嫁!?」

　さらに思いがけない単語が飛び込んできて、葉月は思わず声を張り上げた。

　言葉を遮られた朔也がより眉を寄せる。

「ご、ごめん、ちょっと待って朔也くん、ついてけてないよ。許嫁って？　偽装って？　私は朔也くんが……」

「落ち着いてください。順番に説明します」



「う、うん」

「三週間前、俺は祖父に呼ばれて実家に行きました。遺産の相続について話すためです」

　朔也が淡々と、やや不機嫌そうに話し続ける。

「そこで『許嫁と結婚、少なくとも婚約しなければ、遺産は渡さない』と言われて、初めてあなたが俺の許嫁だと知りました。四年ほど前、うちの祖父とあなたのおじいさんは孫同士を結婚させようと約束したようです。念書も見せられました」

「えっ、そんな……」

「うちの祖父が脅したのかもしれません。カタギには手を出さないはずなんですがね」

　さらりと言われて朔也の祖父がヤクザだと思い出し、葉月は背筋が冷たくなった。

　記憶の中の朔也の祖父はいつも穏やかな表情だったから、恐喝だなんて犯罪には結びつかない。だが、葉月には怖い顔を見せなかっただけという可能性もある。

「ど、どうしてそんなこと」

「俺への嫌がらせでしょう。ほぼ縁を切ってる俺に遺産を残したくなくて、無茶を言い出したんじゃないですか。相手が葉月さんだったのは……皮肉だと思います」

「皮肉？」

「昔、葉月さんが引っ越したときに俺と祖父で一悶着あったんです。あなたとは関係のない話ですが」

「あなたとは関係のない」という言葉に突き放された気分になる。

　自分の知らないところで、関わることさえできなかったところで、そんな計画が進んでいたなんて。

　──うちのおじいちゃんは反対してくれなかったの？

　──いや……するわけないか……。

　祖父は葉月を可愛がっていなかった。母が葉月に辛くあたっていても、面倒くさがって放置するほどに。

　ヤクザに脅され、我が身可愛さに孫を差し出してもおかしくない。

　──でも、許嫁なんて一言も聞いてないよ。十年以上話してなかったけど、それくらい教えてくれてもいいのに。

　──お母さんが知ったら絶対騒ぐだろうし、おじいちゃんは誰にも話してないはず。面倒くさくて先送りにしてるうちに死んじゃった、とか？　それは……ありうるかも。

「安心してください。祖父同士が決めた許嫁なんて馬鹿げたものに法的な効力はありませんから、従う必要もありません」

「あ、そ、そうなんだ。よかった……のかな」

「ええ。ですが、俺はその馬鹿げた考えに乗ろうと思っています」

　朔也がバックミラー越しに一瞬だけ葉月に視線をやる。

　それが人ではなく道具を見るような冷たい眼差しに感じて、葉月は慌てて首を小さく横に振った。

　──そ、そんなわけない。朔也くんがそんな目で私を見るはずないよ。

　──少なくとも……昔の優しい朔也くんなら。

「葉月さんと婚約すれば、俺はすぐに遺産の一部を生前贈与される。祖父と話して、そういうことになりました。だから、あなたには俺の婚約者を演じてもらいたいんです」

「演じる……？」

「そうです。四月上旬に草津の旅館で、俺の家族を相手に。雨宮家は新しく家に入る者が現れると、お披露目を兼ねて家族旅行に参加させる慣習がありましてね」

　そういえばこの間すみれとバルで食事したときも、家の行事を温泉旅館で行うことがあると言っていた気がする。

「葉月さんは俺の婚約者として、旅行に参加してください。祖父は時代遅れのヤクザですから、しきたりだとか筋だとかそういうものが好きなんです。慣習に従ってあなたを会わせれば、俺たちが婚約したと認めて、遺産を渡す気になるでしょう」

　もう計画が出来上がっているのか、朔也の口調によどみはなかった。従うのは当然、彼についていけばうまく行くだろうと思わせる、敏腕弁護士らしい姿だ。

　葉月はつい押し切られそうになったが、はっと我に返った。

「さ、朔也くん」

「うちの姉と最近よく会っているそうですが、旅行先では姉も騙してもらう必要があります。ボロを出さないためにも、旅行に行くまで連絡を取らないでください。あの人は今ちょうど忙しいので、不自然ではないはず」

「あの……」

「安心してください。葉月さんに協力してもらうのは今回の旅行だけです。金が入ったらあなたを解放します。それからは誰にも嘘をつかなくていい。身の安全も保証します……どうですか？　これが俺の頼み事。俺があなたに会いに来た理由です」

　一方的に話し終えた朔也が、バックミラーに映った葉月をまた一瞬だけ見やる。

　葉月はおそるおそる口を開いた。

「それって……」

「はい」

「詐欺じゃないの……？」

「法律上は問題ありません。男女関係なんて曖昧なものを条件にしたジイさんが悪いんですよ。必要な額の生前贈与が終わったあと、性格の不一致で破局したことにすればいい」

　声が震え、なかなか思ったことも口に出せない葉月とは対照的に、朔也は落ち着き払って運転を続けている。

　無表情気味なのは昔から、だったけれど。

　──こんなこと平然と話すなんて……本当にこの人、朔也くんなの……!?

「協力してもらえますよね？」

「そ、そんなのできるわけないよ。朔也くん、冗談だよね。お金を騙し取るなんて……どうして私がそんなことしなきゃいけないの？」

　まだ信じられなくて、ずっと説明されていたにもかかわらず尋ねてしまう。

　朔也は葉月を見ないまま、道路の脇へ車を停めた。

「あなたが俺に協力せざるを得ない理由があるから、って言ったら、どうします？」

「え……？」

　朔也の手がスーツの胸元からスマートフォンを取り出して操作し、画面を葉月に見せる。

　そこに映っていたのは、夜、二人の男女が黒っぽい古びた建物から出てくる短い動画だった。

　スポットライトに照らされた看板の文字から察するに、ラブホテルの入り口だろうか。

　金髪の細身の男性はホスト風で、露出度の高い服装をした小柄な女性は夜なのにサングラスをかけている。

　──あれ？　この女の人……。

　その正体に気づいた途端、さっと血の気が引いた。

「妹さん、結婚間近で浮気なんて勇気ありますね」

「なんでこんな動画……！」

「今回、どうしても協力してほしかったので、葉月さんの弱みを握るために探偵を雇ったんです。あなたは清廉潔白でしたが、妹さんは叩けば埃が出るタイプでした。一夜限りの恋愛を楽しまれているようで、別の男性との動画もあります」

　絶句する葉月を気にするそぶりもなく、朔也は淡々と話し続ける。

「結納、とても豪華だったと聞いてます。式場やドレスの予約ももうされてるとか。もしこれがバレたら、損害賠償に慰謝料、結納の返金なんかで相当ふんだくられるでしょうね。俺が担当弁護士ならそうします。ですが、お母さんと妹さんの豪遊ぶりから見るに結納金はもう使い込んだんじゃないかと……聞いてます？　葉月さん」

「──っ、き、聞いてる……」

「よかったです。それで、あなたが俺に協力しなかったら、この動画はどうなると思いますか？」

　朔也の冷たい視線が、顔に突き刺さってくる。

　ドッドッと心臓が激しく脈打っているのがわかった。

　明言されなくてもわかる。

　その動画は妹の婚約者に渡され、婚約は破棄されるのだ。

　そして、妹は借金してでも悪行のツケを払わされる。母に泣きついてもどうにもならないだろう。

　──それが正しいよ。あの子が悪い。こんな動画、ばらまかれちゃえばいいんだ。

　──でも……でも、もしそうなったら、私は……。

　これまでの記憶がフラッシュバックし、朔也に答えようとした口が止まる。

　もし葉月の決断で結婚が破談になったと母と妹に知られれば、二人は一生かけて復讐してくるはずだ。たとえそれが逆恨みだとしても。

　──きっと仕事も、家も……何もかも奪われて、ボロボロにされる。私はあの人たちのサンドバッグでしかないんだから。

　体が強張って、呼吸の間隔が狭くなる。

　母と妹が嫌がらせをしてきたって、戦えばいい。

　そうわかってはいるが、さんざん痛めつけられてきた記憶が葉月から意志を奪っていた。

「葉月さん。俺に協力してもらえますね？」

　無茶なことを言われても、頷くことしかできない。

「……そう、ですか。まあ、そうすると思ってはいましたが。葉月さんは優しいですね、あんな家族でもかばおうとするなんて」

　──違う……私は、勇気がないだけ。ただ弱いだけだ……。

「ご協力ありがとうございます。演技がバレてもこの写真を使わせてもらいますから、頑張ってくださいね。それと、あなたが姉に相談したりして裏切ったときも」

　朔也がスマートフォンを胸元に戻し、眼鏡を直す。

　その横顔からは、やはり何の感情も読み取れなかった。

「朔也くん……どうしてこんなことするの？」

「言いませんでしたか？　金のためです」

「……そっか……」

　朔也に再会できて、プロポーズされて、嬉しかった。

　ずっと忘れられなかった夢がやっと叶ったんだと思った。

　なのに、実際は。

　──脅されて遺産を騙し取るための共犯者にされるなんて。

　──私……やっぱり、馬鹿だな。

　苦しいほど胸の奥が締め付けられる。

　朔也は子どもの頃、葉月のヒーローだった。心優しい正義漢で、いつだって葉月を助けてくれた。

　だが、もう違う。それだけの月日が経ってしまったのだ。葉月が変われなかっただけで。

　じわりと涙が滲み、視界がかすむ。

「……おかしいよね。私、朔也くんが約束通り迎えに来てくれたんだと思っちゃった」

　情けなさすぎて笑うと、朔也は小さく息を呑み、自身のシートベルトを外して葉月に体を寄せた。

　突然の事態にたじろいだ葉月の首の後ろに、大きな手が回る。

「──!?」

　唇に柔らかなものを押し当てられ、葉月は目を見開いた。

　レンズ越しの鋭い視線が、超至近距離で葉月を射貫く。

　──え……!?

　──こ、これってキス……!?

　朔也が顔の角度を変え、また唇を押しつけてくる。

　彼の温かな吐息や、厚みのある胸や肩、香水なのかシトラスの香りを一気に感じて、葉月は頭が真っ白になった。

　硬直し、ただ朔也を受け入れる。

「ぁ……」

　唇に柔らかく歯を立てられると、意思に反して体から力が抜けていく。

　朔也は葉月をもう一度抱き寄せ、半開きの唇の内側に熱く濡れたものを忍び込ませてきた。

　ゾクッ、と腰の奥が甘く痺れる。

　これは朔也の舌だと遅れて気づいたが、その事実はますます葉月を混乱させるだけだった。

　どうしてこんなことになっているのかわからない。

　これからどうすればいいのかも、なぜ自分が抵抗できないのかも。

　やがて、朔也がゆっくりと顔を離した。

「嫌でしたか」

　相変わらずの無表情で尋ねられる。

　葉月はあまりの衝撃に何も答えられなかった。いつの間にか息がひどく荒い。

　朔也は何事もなかったかのように前を向き、車を出発させた。

「いきなりキスされて嫌じゃなかったなら、何だってできますよ。割り切ってください」

　どうやら今のキスは葉月を従わせるための手段に過ぎなかったようだ。

　──え……そんなの、って……。

　強烈な悲しみと怒りがこみ上げ、葉月は逆に呆然としてしまった。

　幼い頃、別れの前日に交わしたキスの幸せな記憶さえも踏みにじられた気がする。

　ずっとあの日の約束に支えられて生きてきたというのに。

「……よく覚えてましたね、約束なんて」

　不意に、朔也が低くかすれた声で呟いた。

　──今の……。

　キス以上の衝撃が葉月の心を揺さぶる。

　朔也がなぜか今、ひどく傷ついたのだとわかった。

　──どうして？　こんなことしたって平気なくらい、ひどい人になっちゃったんじゃなかったの……？

　葉月も傷ついているが、それどころではなくなってしまう。

　だが、いくら横顔を見つめても、朔也はこちらを見ようとはしなかった。





　　◇






　車内は重い沈黙に満たされて、窓の外を流れていく東京の夜景は作り物のようだ。

　お守りの指輪が入ったトートバッグを、無意識に掌が撫でる。

　車のかすかな振動を感じながら、葉月は朔也との出会いを思い返していた。

　あれは東京から転校して、少し経った頃。

　場所は夕暮れの公園だった。遊具から離れた場所にある、生け垣に埋もれかけた赤いベンチだ。

　友達もおらず、家に居場所がなかった当時の葉月は、図書館の休館日はそこで人目を避けつつ本を読むのが習慣だった。

　だが、その日は運悪く同級生の女子たち三人に──いじめっ子たちに、見つかってしまったのだ。

「竹本さんってさー、東京から来たからってあたしたちを馬鹿にしてる？　いっつも一人で本読んで暗いよねー」

「……ほ、本、返して」

「えーなに？　全然聞こえない。っていうか一人でベンチずっと使ってちゃだめじゃん。家で読めばいいのに」

「お母さんに嫌われてるから帰れないんじゃない？　この間、家の外まで聞こえるぐらい怒られてたもん」

「か、返して……！」

「うわーきっもーい、泣いてるー」

　女子たちがけらけらと笑いながら本を次々に手渡す。

　その背後──公園の入り口から、帽子を被った知らない少年がずかずかと歩み寄ってきた。

「おい、返せよ」

　彼がいきなり女子たちから本をひったくる。

「え……？」

　何が起きたのかと驚く葉月をよそに、振り返った女子と少年が睨み合った。

「何だよチビ」

「その子泣いてんだろ。いじめるなんて最低だ」

「なにそれウザい、ヒーロー気取り？　あっち行って」

　リーダー格の女子が少年を突き飛ばそうとするが、体格が一回り小さいにもかかわらず、彼はどかなかった。

　それどころか、その女子の手首を掴む。彼女が振り払おうとしても、それを離さなかった。

「いった……やめてよ！」

「お前らがもうこの子をいじめないって約束したらな」

　少年に指差され、葉月の肩がびくっと跳ねた。

　──だ、誰？　なんで私を助けたりなんか……。

「……ねえ、こいつ三丁目のヤクザの孫じゃない？」

　ふと、取り巻きの女子がいぶかしげに少年を見る。

　──ヤクザの孫……？　この子が？

「えっ」とリーダー格の女子が少年から後ずさったところで、夕方五時のチャイムが鳴った。

「も、もう帰ろ！　変な奴来るから冷めたわ」

　リーダー格の女子が強引に話を切り上げ、取り巻きたちを引き連れて去っていく。

「はい、これ」

　葉月は呆然としていたが、少年に本を手渡され、慌てて彼へ向き直った。

　改めて見ると、帽子の下の顔はびっくりするほど端正だ。

「あ、ありがとう……！」

「お礼なんかいいよ。約束取り付けられなかったし、言われる資格なんかない」

　少年がにこりともせず言い、帰ろうとする。

「待って！」

　葉月は思わず少年を呼び止め、駆け寄った。

　普段こんなことできないのに、と自分に驚いてしまい、続きの台詞が出てこない。

「……なに？」

「あ、あの……名前、教えて」

　尋ねるなり少年が眉をひそめる。

　子どもらしくない迫力に心臓が縮み上がったが、葉月はどうにか彼を見つめ続けた。

「名字聞いて、オレのじいちゃんがヤクザかどうか調べたい？」

「え？　ち、ちが……」

「わざわざそんなことしなくていい、あいつらの言ってたこと本当だよ。でも、安心して。オレもう二度とあんたに関わらないから」

　少年が再び去ろうとしたので、慌てて彼のシャツの裾を掴む。

「何だよ」と不機嫌そうに少年が振り返った。

「ごめんなさい、違うの、そうじゃなくて……！」

「だから、なに？」

「ヤ、ヤクザかなんてどうでもいいよ。あなたともう一度会えたら嬉しいって思ったから、名前を知りたかったの」

　勇気を振り絞って本音を伝えると、少年は目を見開いた。

　そして、またすぐに眉を寄せ警戒した表情になる。

「……オレが怖くないの？」

　睨んでいる、と形容したほうがいいほど真剣な眼差しだ。

　その目と目が合った瞬間、葉月にはなぜか彼のほうが怖がっているように思えた。

　──すごく寂しい目だ。

　──なんだろう、この子、私と同じ感じがする……。

　放っておけなくて頷き、ぎこちなく笑いかける。

「怖くなんかないよ。私を助けてくれた人だもん」

「……ふうん。じゃあ……先にあんたの名前教えて」

「あ、そ、そうだよね。私は竹本葉月だよ」

「そう。オレは雨宮朔也」

「ありがとう、朔也くん。えっと……またね」

　朔也は頷いただけで帰ろうとしたが、途中で足を止めて振り返り、じっと葉月を見た。

　怒らせてしまったかと葉月が焦っていると、彼の目が泳ぎ、伏せられる。

「……うん。またね」

　恥ずかしそうな小さい声に、葉月の胸が生まれて初めてきゅんと疼いた。

　──あのときの朔也くん、可愛かったな。

　──でも私を守ってくれる頼りがいもあって……年下だってわかったときはびっくりした。朔也くんが急に敬語を使ってきて、ちょっと寂しかったっけ。

　車窓の外を眺めながら、葉月は微笑ましい記憶に頬を緩めた。

　だが、思考が徐々に現実逃避から戻ってきてしまう。

　──あの頃の朔也くんは優しい私のヒーローだった。でも、今は……。

　葉月はそっと運転席の朔也に視線をやった。

　先ほどのキスのあと見せた動揺らしきものは、もう影も形もない。

　いったい彼は何を考えているのだろう。

　──偽装婚約、か。昔は結婚を約束したのに皮肉だな。

　──あの約束のこと、やっぱり朔也くんはさっき私に言われるまで忘れてたのかな……。

　やるせなくなり、うつむく。

　朔也に怒りをぶつけたい気持ちもあったが、そんな元気は残っていなかった。

　それに、葉月は朔也の共犯者になるのだ。

　喧嘩なんてしていられない。協力しなければ計画はうまくいかないだろう。

　──でも、本当に婚約者のふりなんてできるのかな。

　──私は演技したことないし、恋愛だって初恋以外はしてこなかった。朔也くんと息を合わせなきゃいけないのに、考えてることもわからない。

　──いや……「できるのかな」じゃない。やらなきゃ。もし失敗すれば、あの妹の動画が……。

「葉月さん、大丈夫ですか」

「ひゃっ!?」

　突然声をかけられ、シートから尻が浮く。

　気がつけば、車は屋内駐車場に停まっていた。

　まばらな白色蛍光灯に照らされた薄暗く無機質な灰色の空間の中、多くの車がずらりと並んでいる。

　ダッシュボードのカーナビの画面によると、ここは銀座のショッピングエリアのようだ。

「顔色が悪いですね」

「だ、大丈夫だよ。ごめんなさい」

　反射的に謝った葉月に、朔也は眉をひそめた。

「あなたが謝ることじゃないでしょう。俺がいろいろ言ったせいですよね。それとも車酔いですか？」

「違うよ、酔ってない。それも大丈夫」

「……なら、いいですけど」

　朔也が葉月のシートベルトを外してくれる。

　優しい手つきに見えるが、ただ単に車の中で吐かれるのが嫌なのかもしれない。

「行きましょう」

　朔也は先に車を降り、葉月のいる助手席側のドアを開けた。

　なぜか片手をこちらに差し出してくる。

　理由がわからず葉月がきょとんとしていると、そっと手を取られた。エスコートだ。

「あ、ありがとう……」

　戸惑いながら、葉月も駐車場に降りる。

　地下の空気は淀んで冷たく、不安な気持ちを掻き立てた。

　リモコンで扉をロックしている朔也を見ていたら、不意に彼が振り返る。

　眼鏡のレンズが、一度だけ光った車の赤いライトを反射した。

「逃げないんですか、葉月さん」

「えっ？」

「……あんなことされて、俺が怖くありませんか」

　レンズの向こうから、どこか寂しげな瞳が葉月を見つめた。

　視線が合った瞬間、心臓の鼓動が高鳴る。

　──初めて会ったときと、同じ目だ。

「怖くないよ。朔也くんは朔也くんだから」

　本当は違うのに、気づけば葉月はそう口にしていた。

　あのときと同じく、彼を放っておけない感じがしたからだ。

「お人好しなんですね、相変わらず」

　朔也は目を伏せ、独り言のように言った。
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　十五分後、葉月と朔也は大通りから二本ほど裏に入った通りにある、レトロな甘味処にいた。

　駐車場から歩いていたところでショーケースに気を取られた葉月を見て、朔也が強引に入店を決めたのだ。

　──気まずい……さっきから朔也くん、何も喋らないよ……。

　無表情でお汁粉を食べている朔也を、葉月は熱い緑茶をすすりながらテーブルの向かいから盗み見た。

　夕飯どきだからか店にはあまり客がおらず、ＢＧＭのクラシックのピアノ曲がやたらと大きく聞こえる。

　内装には大正ロマンを感じさせるアンティーク家具があしらわれ、赤い絨毯の上を袴風の衣装を着たウエイトレスが歩いていた。

　そんな可愛らしい店内でスーツを着た朔也が黙々と甘味を食べているのは、なんだか妙な光景だ。

　──どうしよう、朔也くんがおいしいと思ってるのかそうじゃないのかもわからない。昔は甘いの好きだったはずだけど。

　──やっぱり夕飯に甘味処なんて嫌だったのかな？　でも、入ろうって言ったのは朔也くんだし、一応メニューに炊き込みご飯とかお雑煮とかもあったし……。

　考えていたら目が合ってしまったのでとっさに笑いかけてみるが、朔也は何の反応も見せない。

　──な、何なの……。

　先ほど駐車場で朔也と見つめ合ったとき、昔の彼を見つけたような気がした。

　また打ち解けられるかも、とつい思ってしまったが、期待しすぎたようだ。

　──そもそも仲良くなろうって考えちゃうのがおかしいんだよね。私、脅されてるのに。

　──でも、そんな簡単に割り切れないよ。朔也くんは、私がずっと好きだったあの朔也くんで……。

「お待たせしましたー」

　ぐるぐると自問自答していたら、テーブルにクリーム白玉あんみつが置かれる。

　店員に礼を言いつつ、葉月は目を輝かせた。

　──キラキラしてる。おいしそう……！

　白い陶器の中には、もっちりとした白玉や瑞々しい果物が下の寒天が見えないほど贅沢に盛られていた。

　餡子は見るからになめらかそうだし、バニラアイスは美しい球形だ。

　赤えんどう豆や薄いピンクと緑の求肥など、渋い脇役が忘れずに添えられているのも嬉しい。

「……嬉しそうですね」

　向かいから話しかけられて、葉月ははっと顔を上げた。

　口元が緩んでしまっていたことを悟り、熱くなった頬に慌てて手を当てる。

　朔也は相変わらず何を考えているのかわからない表情をしていたが、呆れたに違いなかった。

「う、うん。甘いもの好きで……」

「でしょうね。さっきまで暗い顔してたのにショーケース見た途端別人みたいになってましたから。昔と同じだ」

　冷静に突っ込まれて恥ずかしくなり、うつむく。

　だが、ふと気づいて顔を上げた。

「覚えてたの？　前もそうだったって」

「……まあ。印象的だったので」

　当時の葉月は母から甘いものを禁じられており、秘密基地で朔也とこっそりお菓子を食べるのが至福のひとときだった。

　そのせいか、それらを見ただけで幸せな気分になってしまうのだ。

　──そっか、私、忘れられてなかったんだ……よかった。

　そう思うと、朔也が葉月を利用するために近づいてきたとわかっていても、つい心が弾んでしまう。

「ありがとう、覚えててくれて。ちょっと恥ずかしいけど嬉しいな」

　葉月はもう一度朔也に笑いかけてみた。

　朔也が眉をひそめたあと目を閉じ、小さく溜め息をつく。

「すみません、口が滑りました。もう昔の話はしないようにしましょう」

「あ……うん」

　苦々しい口調に心の壁を感じ、ずきっと胸が痛む。

　はしゃいでしまったことがむなしい。

　先ほどの朔也の言葉は、ただ単に記憶のかけらが蘇っただけだったのだろう。

「今のあなたのことを教えてください。調べはしましたが、本人の口から情報が欲しい」

「わ、わかった。私は今、区立図書館で働いてて……」

　続けて話そうとして、葉月は口ごもった。

　非正規雇用のクズ。馬鹿で貧乏でブス。存在が恥ずかしい。

　母に投げつけられた言葉が頭に浮かんで、そんな自分を説明するのが怖くなる。

　──もし、朔也くんにも「駄目な奴だ」って言われたら、私は……。

「葉月さん？」

「え、あっ、ご、ごめんなさい。何から話せばいいのかわからなくて……いろいろやってるけど、一応担当は児童コーナーだよ。その、朔也くんは弁護士さんなんだよね」

「姉から聞きましたか」

「うん……すみれが朔也くんはすごく優秀なんだって褒めてたよ」

　未練がましく検索して知ったとは言えず、葉月は頷いた。

「私もそう思う。困ってる人を助けられるお仕事なんてすごいね」

「……そうかもしれませんね」

　朔也の相づちが一瞬遅れた気がして、冷や汗をかく。

　──またまずいこと言っちゃった？　露骨に話題を変えすぎたかな……。

「そ、それになるのも大変だったでしょ？　たくさん難しい試験があって。私は正規採用の試験、全然受からないの。恥ずかしいけど、朔也くんに比べたらほんとダメダメで……」

「そんなわけない」

　突然強い口調で話を遮られ、葉月は驚いて顔を上げた。

　朔也がいつの間にか、驚くほどまっすぐ葉月を見つめている。

「そんなわけないです。駄目じゃないですよ。自分を卑下するのはやめてください」

「え……？」

「仕事、頑張ってるじゃないですか。いつも笑顔で利用者に対応して、子どもたちにも好かれてる。俺も実際に何度か見に行ったので知ってます」

「さ、朔也くん？」

「他の人のフォローのために残業だってしてるんでしょう？　職務への熱意がないとそんなことできません。だから……あなたは俺より、よほど」

　それまでまったく感情が見えなかったのに、気迫すら感じるほど真剣な表情に変わっている。

　どうして朔也が熱弁し始めたのかはわからなかったが、彼が本気だということはわかった。

　──朔也くん……励ましてくれてるの……？

　そう思った瞬間、掴まれたかのように心臓が大きく震えた。

　不意打ちの嬉しさが押し寄せ、目頭が熱くなる。

　母から否定され続けて傷ついた心に、朔也の優しさが染み渡っていった。

「……ありがとう、朔也くん」

「ちょっ……泣かないでください。こんなことで」

　朔也は我に返ったのか、少し慌てたような仕草で卓上の紙ナプキンを手渡してきた。

「……もうこの話は終わりです。早く食べてください、アイスが溶ける」

「うん……いただきます」

　熱くなってしまったのを取り繕うかのように眼鏡を直す朔也の仕草が可愛くて、つい頬が緩む。

　また話を勝手に終えられてしまったが、今度は胸が痛くならなかった。

　──朔也くん、ずいぶん変わっちゃったみたいだけど……まだ優しい部分も残ってるのかも。

　あんみつを口に運ぶと、幸せな甘さが広がった。
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　甘味処を出た二人が向かったのは、百貨店や海外の高級ブランド店が並ぶ大通りだった。

　東京に住んで長い葉月だが、ここに来たのは初めてだ。

　行き交う人々が意外と普通の格好をしていて安心するものの、やたらと大きいキラキラした建物に尻込みしてしまう。

「葉月さん、これからあの店に入ります」

　葉月の隣を歩く朔也が、道の前方にあるジュエリーショップを指差す。

「えっ、本当に……？」

「ええ。今日の目的地ですから」

　横断歩道を渡っている最中なのに、葉月は危うく立ち止まりかけた。

　──わ、私ですら知ってるハイブランドなんだけど……。

　そのガラス張りの路面店は、白っぽい内装のせいもあり、少し離れた場所から見ても眩しいほど輝いていた。

　ビル一棟まるごとがブランドの持ち物らしく、金色のロゴが見上げないと読めないほど高い位置で光っている。

　入り口には、白い大理石と黒のロートアイアンでできた大きな門がそびえ立っていた。傍らに、ダークスーツを着たドアマンが控えている。

「どうしました？　行きましょう」

「い、いや、駄目だよ。こんな高級なところ私が入っちゃ……」

「駄目じゃありません。あなたがいないと始まらないので」

　うろたえる葉月を無視し、朔也が店に向かう。

　ドアマンが朔也を見て微笑み、隣の葉月に視線をやって固まった。

　それもそうだ。朔也は非の打ち所がない美形で、いいスーツを着ている。

　対して葉月は地味な容姿で、格好も勤務中の動きやすさを重視したブラウスとチノパンという姿だった。

　──ば、場違いすぎる。帰りたい……！

　──いや、きっと追い出されるよね。そのためにドアマンがいるんだから。

　期待するが、ドアマンはためらいつつも扉を開けた。

　──えっ……!?

　同時に朔也が葉月の手首を掴んで引き寄せる。

「ひっ」

「逃げないって約束したら離してあげます」

「わ、わかった。わかったよ」

「まだ駄目です。目に怯えが見える」

　葉月は朔也に引きずられるように店に入った。

　店内は広く洒落ていて、まるで美術館のようだ。

　金の縁取りがついたガラスのショーケースがいくつか置いてあり、中にはジュエリーが飾られている。

　壁にかかった広告写真を囲む額縁も、いい香りがするルームフレグランスも、すべてが高級そうで緊張がつのった。

「あの、朔也くん、店員さんがこっち見てる……」

「客だからですよ」

　朔也は冷静に返し、店の奥へ葉月を連れていった。

　──な、なんでこんなところに!?　私がいないと始まらないってどういう意味なんだろう……。

「いらっしゃいませ」

　カウンターに着くと、揃いの黒いスーツを着た二人の女性店員が微笑んでくれる。

　プロらしい完璧な笑顔だったが、だからこそ自分がどう思われているのか葉月はつい気になってしまった。

「遅くにすみません。今日は……」

「雨宮せんせぇ!?」

　朔也が店員に話している途中で、不意に甲高い声がする。

　チッ、と小さく舌打ちが聞こえたので隣を見ると、朔也が衝撃的なほど爽やかな微笑みを浮かべていた。

　──誰……!?

「やだぁ、こんなところで会うなんて！」

　動揺する葉月をよそに、声の主が駆け寄ってきた。

　胸元の開いた青いワンピースを着た女性だ。

　しっかり化粧しているせいもあり年齢が読めないが、葉月より少し年上くらいだろうか。

　下ろした長い髪は綺麗にウェーブがかかっているし、香水も振りかけて、容姿にとても気を配っている印象だ。このジュエリーショップの商品もきっと似合うだろう。

　思わず葉月は朔也の後ろに隠れたくなったが、彼女はそもそも葉月に興味がないようでこちらを見もしなかった。

「お久しぶりです、追おい川かわさん。お元気でしたか」

「おかげさまで！　先生に弁護についてもらえたおかげですねぇ、あいつと別れられてほんっと清々してますぅ」

「それは何よりです」

「あ、でもでも、やっぱりちょっと独り身は寂しいかなぁーなんてっ」

　どうやら彼女は朔也の過去のクライアントらしい。口ぶりからすると、離婚の弁護を担当したようだ。

「ねえあたし、先生に直接お礼が言いたくて何回か事務所まで行ったんですよぉ？　けど先生ったらいっつも外出中なんだもの」

「そうでしたか。すみません」

「だめぇー、許しませぇーん」

　追川が朔也を上目遣いで見つめながら、朔也のスーツの胸元をつついてみせる。

　あからさまなアプローチを、朔也は営業スマイルでかわしていた。

　──さ、朔也くん、扱いに慣れてるな。そうだよね、弁護士さんだしモテすぎて困るぐらいなのかも。

　──それにしても、笑ってると全然印象が違う。俳優さんみたいでかっこいいな……。

「先生、その女の人、アシスタントか何か？　お仕事でここへ来たなら、このあとの予定はぁ……」

「いえ、プライベートですよ。この人に贈る婚約指輪を選びに来たんです」

「えっ!?」

　ぼうっと眺めていたらいきなり手で示され、葉月は思わず間抜けな声を上げた。

　追川が目を見開いて葉月を見やる。

　葉月も慌てて朔也を見ると、彼は耳元に顔を寄せてきた。

「今日の目的はこれです。家族旅行の時期から逆算したら、もう注文しないと間に合わなくて……ちょっと話を合わせてもらえますか」

　貼り付いた爽やかな微笑みに似合わない淡々とした声で囁く。

　距離の近さにドキドキしてしまって内容どころではなかったが、葉月はこくこくと頷いた。

「では、失礼します。追川さん、お元気で」

　呆然としている追川に朔也は軽く頭を下げ、すぐにカウンターの店員へブライダルジュエリー売り場の場所を尋ねた。

　二階だと言われ、案内してくれる店員に二人でついていく。

「さ、朔也くん、あの人ともっと話さなくていいの？　びっくりしてたみたいだけど……」

「ああ、いいんですよ。彼女はトラブルメーカーなので、早く離れたかったんです。あなたをダシにしてしまってすみません」

　小声で尋ねると、朔也がまた耳打ちしてくる。

　時間が遅いからか、ブライダルジュエリー売り場に客は葉月たちしかいない。

　朔也は「二人だけで見たいので」と店員を奥のカウンターに下がらせ、葉月に向き直った。また無表情だ。

「葉月さん、どうぞ好きなものを選んでください。旅行が終わったら、指輪はそのままあなたに差し上げます」

「え!?　そんな高いものもらえないよ」

「……それぐらいさせてください」

　ぼそっと呟いた声が聞き取れず聞き返そうとするが、その前に朔也の手が葉月の背中を押して促す。

「さあ、探して。閉店まであまり時間はありませんよ」

「う、うん！」

　葉月はショーケースに小走りで駆け寄った。
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　二十分後、葉月はショーケースの前に立ち尽くしていた。

　──この中からなんて選べないよ……。

　悪い意味ではない。

　並んだ指輪はどれも美しく、ジュエリーに興味のない葉月でさえいいものだとわかった。

　値札はついていないが、とてもいいお値段がするに違いない。

　──ダイヤがキラキラって言うよりギラギラ光ってる……やっぱりこんな高そうなの、私の身の程には合ってない。

　──私には、昔もらったあの指輪さえあれば……。

「どうですか？」

「あっ、ごめん朔也くん。もうすぐ閉店になっちゃうよね」

「まあ、多少融通は利かせてもらえると思いますが……また後日来てもかまいませんよ」

「だ、大丈夫、すぐ決めるから！　えっと、これなんてどうかな」

　隣にやってきた朔也に慌て、目の前のショーケースの中を指差す。

　葉月が選んだのは、銀色のリングに小さなダイヤモンドが一粒埋め込まれたものだった。

　朔也が物言いたげな顔で葉月に視線を移す。

「葉月さん、これ結婚指輪です」

「えっ」

「婚約指輪はもっとダイヤが目立つような、派手なデザインのものが主流だそうですよ」

「こ、この指輪にもダイヤはついてるよ」

「そうですね。小さな遠慮の塊が一つ」

「うっ……」

「その指輪があなたの好みなら止めませんが」

「だって朔也くん、高すぎるのは……それに、私にキラキラしたものは似合わないよ。可愛いとは思うけど」

　葉月の言葉に朔也は眉をひそめ、溜め息をついた。

「いいですか、葉月さん。想像してみてください。俺は将来有望な若手弁護士。まあそれなりに野心もあって、祖父の決めた許嫁とは言え、あなたを愛しています」

「きゅ、急にどうしたの？」

「いいから想像してください。そんな俺が、あなたに……大切な婚約者に、ケチな指輪を贈るでしょうか？」

　朔也が葉月に向き直り、尋ねる。

　偽装のためとは言え、あなたを愛しているだとか大切な婚約者だとか告げられ、葉月はつい頬が熱くなった。

「……贈らない……かな」

「そうです。演じるにあたって嘘っぽい行動は避けたい。それに……」

　朔也が優しく葉月の左手を取る。

　温かくて大きな掌の感触に、胸がドキッとした。

「葉月さんの手、綺麗ですよ。だから何だって似合う」

「さ、朔也くん……」

　頬だけでなく顔全体まで熱くなり、声が震える。

　どうすればいいのかわからずもじもじしていると、朔也がぱっと葉月の手を離した。

「失礼しました。急に触ったりして」

「ううん。ありがとう、褒めてくれて。気を遣わせちゃったね」

「……いえ」

　──朔也くんの手、意外とすべすべしてたな。もっと触ってくれてもよかったけど……。

　──って、わ、私なに考えてるんだろう。

　朔也が葉月を別のショーケースの前へ連れていく。

「もし決められないなら、俺から一つ候補を出します。これはどうですか」

　指差されたそれを見た途端、葉月の胸がときめいた。

「わぁ……綺麗……」

　その指輪は、ケース内の照明に照らされてひときわまばゆく輝いていた。

　プラチナの地金にダイヤモンドがぐるりと円を描くように並べられた、エタニティリング。

　中央の立て爪にやや大きなダイヤが一粒ついていて豪華だか、華奢なデザインのせいか清楚で可憐な印象もある。

　──どの角度から見てもキラキラしてる。ダイヤがたくさんだ。

　──あれ？　それって……。

「似合うと思います。葉月さんも気に入ったなら試着してみましょうか」

「あ、う、うん」

　葉月は何かを思い出しかけたが、朔也の声がそれを遮った。
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　朔也が二階で婚約指輪の注文をしている間、葉月は先ほど通り過ぎただけだった店の一階を見て回っていた。

　朔也が葉月に指輪の値段を知られるのを嫌がったのもあるが、もうこのような高級店に来る機会はないだろうから見物しておこうと思ったのだ。

　ダイヤモンドとプラチナが輝くブライダルコレクションとは違い、一階のショーケースは色とりどりだった。

　指輪だけでなく、ネックレスやブレスレット、ピアス、腕時計など、さまざまなジュエリーが展示されている。

　──わぁ……このティアラ、すごい……。

　中でも葉月の目を引いたのは、エントランスを入ってすぐのケースに飾られていたティアラだった。

　数えきれないほどのダイヤモンドが輝いていて、デザインはシンプルなのに圧倒的な存在感がある。

　──一応売り物なんだよね？　これを買う人も世の中にはいるんだ……別世界だなぁ。

　──そもそも、このお店自体が私にとって別世界だ。こんなところの指輪を買ってもらえるなんて信じられない……ううん、今日朔也くんと会えたことからして、もう信じられないよ。

　葉月は目を閉じ、朔也と再会してからの出来事を思い浮かべた。

　車内で強引なキスをしたあとの、彼の傷ついた表情。

　駐車場で見つめてきた、寂しげな瞳。

　甘味処で葉月を励ましてくれたときの、熱のこもった声。

　──本当に朔也くんは悪い人に変わっちゃったのかな。指輪の値段を聞かせたがらないのも、私が気にしちゃうから気遣ってくれてるんだろうし。

　──偽装婚約なんて言い出したのは、何か深刻な事情があるの？　どうしようもなくてやったんだとしたら、私……。

　そこまで考えてから、眉をぎゅっと寄せて目を開ける。

　──いや……私が朔也くんがいい人だって思い込みたいだけかも。

　──そうだよ。彼が優しくしてくれるのだって、私を手なずけるためなのかもしれない。

「ねえ」

　溜め息が出たところでいきなり呼びかけられ、葉月は慌てて声の主に向き直った。

　青いワンピースの女性が怪訝な表情で葉月を見ている。追川だ。

「あなた、雨宮先生の婚約者って本当？」

「……は、はい、あの」

「ありえないんだけど」

　追川が葉月の言葉を遮り、顔を歪めて吐き捨てるように言う。

　剥き出しの悪意をぶつけられたショックに、葉月はつい固まってしまった。

「あの人はトラブルメーカー」という朔也の言葉が脳裏に蘇る。

　──ど、どうしよう……逃げたほうがいい？

　──でも相手は朔也くんのクライアントだし、変な対応したら朔也くんに迷惑かかっちゃうかも。

「はぁ……先生、ブス専だったんだ。なびかないわけだわ。こんな野暮ったい女相手に負けるとかほんと、ありえない。うざっ」

　追川が朔也に話すときとは違う口調でブツブツ呟く。

　悪意のこもった視線が、葉月を上から下まで遠慮なしに眺め回した。

　──この人の目、お母さんと同じだ……。

　そう思った途端、体が強張って動けなくなってしまう。

　葉月は助けを求めようと店員を探してみたが、彼女たちは閉店準備のためかスタッフルームに引っ込んでいるようだった。

　ドアマンは外におり、一階には葉月と追川以外に誰もいない。自分でなんとかするしかなさそうだ。

　──だ、大丈夫……怖くない。

　──職場でも言われたでしょ。クレーム客は辛抱強く話を聞いてればそのうち勝手に満足する。私が我慢すればいい。昔からずっとやってるんだから大丈夫……。

「あんたにここの指輪なんかもったいない。そんなペラペラの服着てさ、コスメもどうせ薬局のプチプラでしょ？　あんたみたいなのにつけられるジュエリーがかわいそう」

　ためらいなく人を罵倒する追川と記憶の中の母が鮮明に重なり、見ていられずうつむく。

「なに、無視？　あたしを馬鹿にしてんの？　弁護士落とせたのがそんなに偉いわけ？」

「そこまで。名誉毀損で訴えますよ」

　不意に凜とした声が響いて、葉月を守るように人影が立ちはだかった。

　──朔也くん……!?

「あ、あら、雨宮せんせぇ、あの、違います。あたし」

「言い訳は結構です。彼女に謝ってください」

「でも、だってこの子が」

「言い訳は結構です、と申し上げたはずですが」

　それまで淡々としていた朔也の声が怒気を含んで低くなり、追川がびくっと肩を震わせた。

「あの、どうかされましたか」

　遅れて駆けつけた店員が、おろおろして朔也と追川を交互に見る。

　葉月は朔也の迫力に圧されて突っ立っていたが、困っている店員の姿を見て我に返り、朔也の腕に手をかけた。

「朔也くん、私は大丈夫だから……」

「いいえ、いけません」

　だが、朔也は追川から目をそらさない。

「あなたは俺の大切な婚約者です。黙ってられない」

　その厳しい横顔に、思わず胸がドキリとした。

　──ち、違う。私は本当の婚約者じゃない。朔也くんは演技をしてるだけだ……！

　理解しているはずなのに嬉しさが抑えられなくて、頬が熱くなる。

「なにそれ……！　あたしを悪者みたいにしやがって、その女……」

「それ以上言ったら本当に訴えます」

　朔也に遮られ、追川が言葉に詰まる。

「彼女に謝罪してください」

「──っ！」

　追川はしばらく悔しそうに葉月を睨んでいたが、やがて唇を噛み、頭を下げた。

「……すみません、でした」

　朔也が小さく溜め息をつき、ようやく葉月を見る。

　彼の気迫がふっと緩んだ。

「許してあげられますか？」

「う、うん……」

「追川さん、今回は退きます。ですが次に何かあったら私が許しません」

　追川は何か言いたげにしたものの、「ご理解いただけましたか」と朔也に念を押されると、渋々といった様子で頷いた。

「帰りましょう。注文も済みましたし、もうここにいる必要はありません」

　朔也が追川の視線からかばうようにそっと葉月の肩を抱く。

　たくましい腕は、追川だけでなくこの世のすべてから葉月を守ってくれそうだった。

「……葉月さん、嫌な思いをさせてしまってすみませんでした」

　葉月にだけ聞こえる小さな声で朔也が囁く。

　相変わらず無表情だが、わずかに沈んだ声色から彼が本気で謝っているのがわかった。

　──謝る必要なんかないのに……。

　──朔也くんは、また私を助けてくれたんだから。

「ありがとう……朔也くん」

「礼はいりません。言われる資格なんてない」

　笑いかけてみるが、朔也はにこりともしない。

　その反応の懐かしさに、葉月の胸の奥が甘く疼いた。
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　自宅へ送ってもらう道中、無言で運転する朔也を葉月はちらちらと盗み見ていた。

　──守ってもらえちゃった。初めて会ったあのときみたいに。

　──婚約者のふりはしてたけど、追川さんに怒ってくれたのはきっと本心だったよね……根は相変わらず正義漢なのかな。

　──でも、それならお金のために私を脅すなんて変だよ。やっぱり何か深い理由が……。

　再び気になってしまい、朔也の横顔を見つめる。

　赤信号で車が停まったところで彼がこちらを向き、ばっちり視線が合ってしまった。

「あっ、ご、ごめん」

「……あなたが謝らないでください」

　朔也が眉をひそめ、ためらっているのか間を置いてからまた話し始める。

「本当にすみませんでした」

「えっ？　何が？」

「追川のことです。注文前にまだ店にいるか確認したとき見当たらなかったので、帰ったんだと思って油断してました。俺のミスです」

「そ、そんな。朔也くんのせいなんかじゃないよ」

「最初のほう聞きそびれたんですが、他にひどいこと言われませんでしたか。覚えてたらメモしてください。訴えるとき証言にできる」

「もう大丈夫。すぐに助けてもらえたし……私、気にしてないから」

「でも」

　納得できない、と言いたげに朔也は食い下がった。

　強張った顔と声に、葉月を守りきれなかった悔しさが滲んでいる。

　──朔也くん……本気で私のこと、心配してくれてるんだ……。

　驚きや戸惑いだけではない何かが、葉月の鼓動を速くした。

「ありがとう、嬉しいよ。朔也くんは優しいね」

「……いえ」

　葉月が微笑むと、朔也は逃げるように目を伏せた。

　熱くなったと思えば急に冷たくなって、どうにもちぐはぐな態度だ。

　──けど、少しは朔也くんのこと理解できたかも。

　──朔也くんの根っこの部分は変わってない。私のヒーローだったあの頃の彼が……まだ残ってる。

「葉月さん、昔と全然変わらないですね」

　不意に、心の内を覗かれたような一言が飛んできた。

「えっ……」

「優しいのはあなたのほうです。あなたが追川に何も言わなかったのは、あいつが俺のクライアントだったからでしょう？」

「そ、それも……ある、けど」

「あの状況でなんで俺に気を遣ってるんですか。そういうところですよ。本当に変わってない」

　朔也が溜め息をつき、眼鏡のブリッジを持ち上げる。

　踏み込むなら、今なのかもしれない。

　緊張に手が震えるが、葉月は口を開いた。

「……朔也くん、無理、してない？」

　尋ねるのと同時に、レンズの向こうにある朔也の目が見開かれる。

「どうしたんです、いきなり」

「と、突然ごめんね。でも今日、朔也くんと一緒にいて思ったんだ。偽装婚約の話を聞いたときは悪い人になっちゃったように見えたけど、本当は違うかも、何か理由があるのかもって」

　朔也が眉間に深く皺を寄せたのが見えて、このまま話し続けていいのか不安になる。

　だが、もう止められなかった。

「えっと、人に話したら楽になれることもあるよ。もし朔也くんがよければ、本当の話を──」

「やめてください」

　朔也が鋭い声で葉月を遮る。

　葉月に向けられていたその目がそらされ、まだ変わらない信号を睨んだ。

「あなたって人は、本当に……さっき優しすぎるって言ったのは、褒めたわけじゃありません。葉月さんがお人好しすぎてイライラしたからです。先に自分のことを心配したらどうですか」

「け、けど」

「けどじゃない。忘れたんですか、あなたは俺に脅されてるんです。いきなりキスもされたんだから、俺を強制わいせつ罪で警察に突き出したっていい。お節介は結構です」

　反論する間もなく言い負かされ、それ以上何も言えなくなる。

　──確かにお節介だってわかってる。でも、そんなふうに言われたら……。

　胸の内側がもやもやしてしょうがなかった。

　厳しく突き放されたからではない。

「自分を心配しろ」という台詞に、朔也の優しさが滲み出てしまっている気がしたからだ。

　──子どもの頃も、今日も、私は助けてもらってばかりだった。

　──もし朔也くんが本当に苦しんでるなら、今度は私が……。

　くすぶった恋心が背中を押してくる。

　共犯者になったのは脅されたからだ。人を騙すことなんてしたくない。

　だが、偽装婚約を通じて朔也のそばにいれば、彼がどんな問題を抱えているのかわかるはずだ。

　ずっと流されてばかりだったが、意志が固まっていく。

　──今度は私が、朔也くんを助ける番だ。

　目の前の青信号が灯り、車が再び走り出した。
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「送ってくれてありがとう。おやすみなさい」

「……はい。おやすみなさい」

　アパートの前でややぎこちなく微笑む葉月に頷くと、朔也は車を発進させた。

　少し進んでからの信号待ちで後方を確認し、葉月が中に入ったのを見て溜め息をつく。

「クソッ……」

　十四年ぶりに会った葉月は、朔也が初めて恋したあの頃のままだった。

　気が弱くてお人好し。

　そして、心から朔也を思いやってくれる人。

　──葉月さん、俺が何をしたかわかってるのか？

　──俺はあの人を脅して、詐欺まがいのことに巻き込んだ。それだけじゃなく、強引にキスまで……。

　自己嫌悪と後悔と苛立ちがないまぜになった強烈な感情が湧き上がり、きつく唇を噛んでごまかす。

「約束通り迎えに来てくれたんだと思っちゃった」と悲しそうに葉月が笑ったあのとき、朔也は暴走する自分を止められなかった。

　痛いところを突かれてかっとなったから。

　封印していたはずの切ない想いがこみ上げたから。

　理由はいくつもあるが、すべて身勝手なものばかりで正当化なんてできやしない。どんな凄腕の弁護士だって弁護を断るだろう。

　──なのに、あの人は……俺を見捨てなかった。

　後ろめたさから冷たく接しても心配そうにこちらを見つめる、葉月の瞳を思い出す。

　昔はあの信頼と愛情がこもった眼差しが好きだった。

　見つめられただけで嬉しくてドキドキしたし、憧れのヒーローになれたような気分すらした。

　でも、今は。

　むしゃくしゃした気持ちのまま、車のスピードを上げる。

「……いいんだ。これで」

　ハンドルを握りしめ、朔也は自分に言い聞かせた。

　目的のためなら大切なものだって捨てる、と決めたはずだ。

　葉月も、家族も、全部捨てられる。

　──そうだ。俺は……成功する。

　──ジイさんに迷惑をかけられっぱなしだった過去から脱却するんだ。

　言い訳するように、祖父に──彼の職業から来る悪評に振り回され続けた人生が蘇る。

　子どもの頃はヤクザの孫だと遠巻きにされ、葉月に出会うまでずっと孤独だった。

　葉月と仲良くなったあとも、朔也と遊ぶせいで母にひどく叱られる彼女を見て申し訳なくてたまらなかった。

　就職活動のときは、家柄を理由に面接を断られ続けた。

　黒い噂がある事務所は朔也の優秀さを聞きつけてこぞってスカウトしてきたが、嬉しくも何ともなかった。

　──その時点でわかっていればよかったんだ。いくら頑張ったって叶わない夢もあるって。

　──「弱い人を守るヒーローみたいな弁護士になって、初恋の子を迎えに行く」なんて子供じみたこと、考えるべきじゃなかった。あの家に生まれた時点で、俺にはそんな資格がなかったんだから。

　どうにかまともな事務所を探して入所したあとも、祖父の悪評はついて回った。

　それなら人の倍以上頑張らなくては、と朝から晩まで働きまくった。潔癖だとか熱血だとか揶揄されるほど、クリーンでフェアな弁護を心がけた。

　半年前、ようやく大きな案件を任せてもらえて、やっぱり努力は報われるんだ、と喜んだのを覚えている。この裁判に勝てたら葉月に会いに行こう、なんて浮かれてしまったのも。浅はかだった。

　結局は、朔也の素性を聞きつけたクライアントに担当を降ろされてしまったのに。

　朝起きたらすべてがどうでもよくなってしまっていたのは、その決定が下された次の日のことだった。

「着信が入りました」

　カーナビの合成音声が、接続していた私用のスマートフォンに電話がかかってきたことを告げる。

　画面に表示された相手──「一いちノの瀬せレイラ」の名を見て朔也は舌打ちし、無視を決め込んだ。

　しばらくしたあと、録音されたばかりの留守番電話が再生され始める。

「朔也さん、私よ！　今ね、パパに内緒で電話してるの。パパはああ言うけど私の気持ちはもう止められないわ……きっと朔也さんも同じよね？」

　大袈裟に悲劇のヒロインを気取った女の声に朔也は眉をひそめ、指先でハンドルを叩いた。

　声の主、一ノ瀬レイラは大手法律事務所所長の一人娘だ。

　二ヶ月ほど前、法曹界の新年パーティーで出会ったときに見初められたようで、このようにアプローチされ続けている。

　そうなるよう仕向けたのは、朔也だった。

「わかってる。私とあなたじゃ生まれも育ちも違いすぎるわ。だから遠慮してるんでしょう？　ああ、朔也さん、あなたはどうして朔也さんなの？　あなたのおじいさまが犯罪者なんかでなければ……あなたが卑しい血を引いてしまったから……」

　耐えられず、また舌打ちしてメッセージの再生を止める。

　祖父も嫌いだが、身分違いの悲恋に酔いたくて平然と他人を踏みにじるレイラはもっと嫌いだ。

　それでも彼女の好意をはっきり断らないでいるのは、目的があるからだった。

　レイラを通じて彼女の父──一ノ瀬に取り入り、ブルジョア弁護士が集まる彼の事務所に移籍するという目的が。

　業界の通例では、若手弁護士は評判と実力があってもコネがなければ移籍できない。キャリア形成を考えると路線変更は早ければ早いほうがいいから、手段を選んでいられなかった。

　色仕掛けなんて汚い方法だが、一ノ瀬の事務所だってきな臭い噂があるのだからおあいこだ。

　──早く金持ち事務所に入って、もっと金持ちになりたい。

　──金は目に見えるからわかりやすい。夢だとかやりがいだとか、あいまいなものに振り回されるのはもうごめんだ。

　一ヶ月ほど前、一ノ瀬から彼のオフィスに呼び出されたことを思い出す。

　夜、他に誰もいない所長室。一ノ瀬は革張りの社長椅子に座り、人なつっこそうな笑顔を浮かべつつも目は冷静に朔也を値踏みしていた。

「狸たぬき親おや父じ」という単語が頭に浮かんだのを覚えている。高級スーツがはち切れそうな太鼓腹も印象的だったからだ。

「君がうちの娘に近づいた理由はわかってるよ。また面倒なことを……昔スカウトしたときに応じてくれればよかったのにねぇ」

「そのときは今と違うビジョンがあったんです。少し前に、採用担当者の方にご連絡したのですが」

「知ってるよ。けどさ、一回誘いを蹴られたのに喜んで受け入れるわけないじゃない？　だからってレイラに色仕掛けとはねぇ。雨宮くんイケメンを有効活用してるね」

　一ノ瀬が椅子ごとくるりと回り、腹を揺さぶって笑う。

　呼び出された時点で予測はしていたが、企みはバレていたようだった。

「私は普通にレイラさんと知り合って、純粋に惹かれただけですよ。とても可憐なお嬢さんで……」

「いやいやそういうのいいって。大丈夫大丈夫、まだあいつと話しただけなんでしょ？　手ぇ出してないなら、雨宮くんにお仕置きする理由もないから。君のおじいちゃん怖いしね」

「祖父は私とは関係ありません」

「おっと、ワケありかな？　ごめんごめん。いやほんとね、僕は怒ってなんかない。むしろ嬉しいんだ。君ぐらいハングリーな子っていまどき珍しいからさ……すごく有能だって評判も聞いてるし、ぜひ僕の下で働いてほしいな」

「……それは」

「うん、もちろん交換条件はあるよ。五千万用意してね」

　一ノ瀬の顔から、すっと笑みが消える。

「うちの事務所に入りたいからってレイラの気持ちを弄んだ慰謝料だよ、慰謝料。レイラはほんと性格悪いけどさ、僕にとっては可愛い娘なんだ」

「……申し訳ありません」

「いいよぉ、そんなかしこまらないで。ホストやらチンピラくずれのバンドマンやらに入れあげるより管理が楽だから。むしろずっと気を持たせたまんまにしとく？　僕も反対して禁断の愛みたいなの演出しとくからさ。そういうの燃えるでしょ」

「わかりました」

「……ははっ、ほんとポーカーフェイスだねぇ雨宮くん！　ますます気に入ったよ。で、どうする？　五千万チャレンジしてみる？　そうだな、期間はわかりやすく五ヶ月以内で」

　──うちのジイさんが怖いから手を出さない、って言っても、慰謝料が払えなきゃ業界から干すくらいのことはするはずだ。

　──「はい」以外ないだろ、狸親父。

「はい」

「オッケー！　じゃ、期日までによろしくね」

　祖父から遺産の生前贈与の話をされたのは、その一週間後のことだった。

　五千万円のあてがなかったわけではないが、遺産はとても大きな助けになる。手持ちの金と合算すれば、問題なく一ノ瀬への献金が用意できそうだった。

　祖父と自分は関係ないと言ったくせに祖父の金を使うのは、情けない気もするが。

　──まあ、いい。どんな形であれ、チャンスはチャンスだ。

　──だから……偽装婚約するのも、間違ってない。

　朔也が道路の前方を睨んでいると、今度は仕事用のスマートフォンが鳴り始めた。

　知らない電話番号だ。クライアントからの連絡かもしれないので、車を路肩に寄せて応答する。

「こんばんは、雨宮先生」

「……またあなたですか。番号まで変えて」

「どうです？　この間の話、考えてもらえました？」

　気さくなふうを装いつつも鋭く切り込んでくる中年男性の声に、朔也は溜め息をついた。

　男──勅て使し河が原わらは、経済犯罪を扱う刑事だ。

「一ノ瀬さんについて話を聞きたい、でしたね。もう一度申し上げますが、私に尋ねられても何もお答えできません。お話しできるような関わりがそもそもありませんので」

「またまたぁ。ほら、事務所に呼ばれてたじゃないですか」

「一回だけ、レイラさんの件で釘を刺されただけです。これもお伝えしたはずでは？」

「そうでしたっけ？　色男はつらいですねえ」

　勅使河原が道化めいた笑い声を上げる。

　朔也を怒らせたいのが見え見えだった。それもわざと演出しているのかもしれないが。

「いや、聞いてくださいよ。風の噂なんですがね、一ノ瀬先生がテレビ局の内部告発をなんと……」

「知ってますよ。下請けを脅して口封じしたって話でしょう。でも、噂は噂です」

　かわしてみるが、おそらくそれは事実だろう。

　以前、レイラが朔也にだけ特別だと言って「パパの内緒の武勇伝」を話してくれたことがある。

　彼女によれば、一ノ瀬はテレビ局上層部の男の弁護士であり、男が制作費を横領したのを隠蔽したそうだ。男を告発した下請けの制作プロダクションに「訴える」と恐喝することによって。

　朔也の気を引きたかったレイラの嘘の可能性もあるが、噂と一部が一致していたし、彼女の思いつきにしては手が込みすぎていた。

「火のないところに煙は立たんでしょう。ねえ、雨宮先生。レイラさんから何か聞いてませんかね？」

　勅使河原のしつこさに朔也は再び溜め息をついた。

　娘の危うさをわかっている一ノ瀬は、警察から徹底的にレイラをガードしている。

　だから、勅使河原はレイラから漏れ出た情報を拾いたいのだ。

　彼女の周囲は父親の息がかかった人間ばかりだから、みな口が堅いはずだが。

「いいえ、ありません」

　朔也も同じく、話すつもりなどない。

　密告が一ノ瀬に知られれば、入所の話が消えるだけでなく、法曹界にいられなくなってしまう。

　そんなリスクを冒す馬鹿がどこにいるのだろう。

「一ノ瀬のせいでどれだけ被害が出てるかわかってるでしょう？　奴が一つ不正をしたら、百人の首が飛ぶ。先生の勇気でその人たちが救われるんですよ」

「情に訴えられても、知らないものは知りません」

「雨宮先生、あんた弁護士なんだから正義の心があるはずだ。弁護士ってのは本来、困ってる人を助けるのが仕事だろ？」

　不意に「困ってる人を助けられるお仕事なんてすごいね」と甘味処で無邪気に笑った葉月を思い出す。

　心の柔らかい場所を突かれたようで、朔也はつい言葉に詰まった。

「本当のとこ、どうなんです？」

「勅使河原さん、もう二度と電話してこないでください。今度電話してきたら、一ノ瀬先生と相談して対処させてもらいます」

　動揺を隠すこともできないまま通話を切り、勅使河原の番号を着信拒否する。

　だが、おそらく勅使河原はまた別の手段で接触してくるだろう。犯罪を許さない、彼の正義のために。

　──正義の心。困ってる人を助けるのが弁護士、か。

　──そんなの……綺麗事だ。

　毒づきながらも、朔也はハンドルの上できつく拳を握った。

　本当はわかっている。その「綺麗事」に自分は憧れたままなのだと。事務所を移籍しようとしているのは、ただの逃げでしかないのだと。

　金目当ての汚い弁護士になろうと決めたのは、そうすればヤクザの孫だなんてレッテルを貼られてももう傷つかずに済むと思ったからだ。

　新たな目標に向かって突き進んでいれば、挫折して夢を諦めてしまった自分を直視せずに済むというのもある。

「……っ」

　ふと「朔也くんは私のヒーローだから」と笑ってくれた幼い葉月の顔が浮かぶ。

　初恋の思い出を踏みにじったのは、彼女が偽装婚約に必要だったからもあるが、愚かな夢を見ていたあの頃の自分を否定したかったからだった。

　──あの人はまだ約束を覚えてくれてたのに、俺はそれを守らなかった。裏切ったんだ。

　──葉月さん……すごく悲しそうな顔、してたな。

　手がすがるようにジャケットの裏ポケットに伸び、中に入っているものを掴んだ。

「……なんで、俺のことなんか心配するんだよ……」

　我慢していたのに、とうとう苦しげな声が漏れる。

　悔やんでみても、すでに賽は投げられたあとだ。

　心の聖域だった初恋の人を脅して従わせた事実は覆せない。

　──駄目だ。俺に弱音を吐いていい資格なんてない。

　朔也はずり落ちてもいない眼鏡を直し、アクセルペダルを踏んだ。










第二章　「駄目だってわかってても」









　窓の外には青い空と緑の山、高速道路の脇に延々と立ち並ぶ照明灯。

　朔也との衝撃的な再会から一ヶ月が過ぎ、葉月は偽装婚約のお披露目の場──雨宮家の家族旅行に向かっていた。

　──ああ……気まずい……。

　ラジオの音声だけが薄く流れる、朔也の車に乗って。

　──何か話したほうがいいのかな。でも、何を？　事務的なやりとりはしたけど、あの日以来会おうとも言われなかった。そもそも朔也くんは私とあんまり話したくないのかも……。

　葉月は相変わらずちりひとつない助手席で縮こまりつつ、隣で運転している朔也に視線をやった。

　彼は白いシャツにベージュのチノパンツを合わせ、紺色のジャケットを羽織っている。眼鏡は前回と違うカジュアルなデザインのものだった。

　スーツも似合っていたが、私服の爽やかさも魅力的だ。

　ずっと険しい顔でフロントガラスの向こうを睨んでいる朔也にそんなことはとても言えないが。

「……葉月さん、サービスエリアに入ります。ちょっと休憩しましょう」

「う、うん。わかった」

　長い沈黙のあとの提案に、若干挙動不審になってしまう。

　大きな屋外駐車場に停まり、葉月は車から降りて伸びをした。

　春の午前中のまだ冷たく澄んだ空気に、普段の生活圏ではお目にかかれない広々とした空間。

　緊張の反動か、一気に体と心がほぐれていく。

　駐車場を横切って売店へ行こうとしたところで、後ろから朔也が葉月の手首を掴んだ。

「──っ、危ない」

　車が目の前を走っていく。

「あ……」

　危ういところを助けられたのだ、と遅れて察した。

「ごめん、朔也くん！」

　葉月は慌てて振り向き、朔也を見上げた。

　ほっとしたのか、朔也の強張っていた顔が少し緩む。

「いえ……無事で何よりです。一緒に行きましょう」

「あ、ありがとう」

　また勝手にどこかへ行くと思っているのか、朔也は葉月の手を握ったままだった。

　隣にぴったり寄り添って、車が来ないか注意深く見回しながら売店まで連れていってくれる。

　──うわ、ま、守られちゃってる……彼氏ってこんな感じなのかな……。

　並んで歩くと、改めて朔也の背の高さや体格の良さを感じてしまう。

　──なんかドキドキしちゃう。

　──い、いや、そんな場合じゃない。私が頼りないからわざわざついてきてくれてるわけだし、これって情けないことだよ。

「十五分後にここで集合です」

「うん、わかった」

　ひなびたコンビニエンスストアにたどり着き、手を離される。

　売店エリアは庶民的な雰囲気だった。

　コンビニの外壁に沿って軽食の出店がいくつかあり、そちらのほうが人気なのか行列ができている。

　焼き鳥、たこ焼き、五平餅、ソフトクリーム、菓子パン……どれもおいしそうだ。

「葉月さん、キョロキョロしてますけど大丈夫ですか」

「わっ！　う、うん、大丈夫。サービスエリアなんて久々だからつい」

「……またついてったほうがいいですか？」

「もう大丈夫だよ！」

「車にひかれないでくださいね。あと、迷子になってたらアナウンスで呼びます」

　無表情なので本気なのか冗談なのかわからないが、朔也は葉月が思った以上に心配しているようだ。

　──駄目だ、私のほうが年上なんだしもっと頑張らないと。そもそも朔也くんを助けたくて旅行に来たんだし。

　──会話が弾まないなら、自分から盛り上げるくらいの気概を持って……！

　葉月はひそかに決意しつつ、朔也と一旦別れた。





　　◇






「朔也くん、お待たせ！　買えたよ！」

　十五分後、葉月は意気揚々と集合場所に戻った。

　瞳を輝かせている葉月を、朔也がいぶかしげな顔で迎える。

「買えたって、何を……」

「焼きたてのメロンパン！　ここの名物なんだって。はい、朔也くんの分」

　葉月は掌よりもやや大きなサイズの紙袋を一つ、朔也に手渡した。

　甘く香ばしい匂いが袋越しでも感じ取れ、期待が高まる。行列に並んだ甲斐がありそうだ。

「俺の分まで？　いくらでしたか」

「気にしないで。私が勝手に買ったんだし、この間は甘味処で奢ってもらっちゃったから」

「あれは俺が強引に誘ったので当たり前です」

「と、とにかくどうぞ。メロンパン、嫌いじゃなかったよね。前もよく……ええと」

　昔の話をしないように、と以前言われたのを思い出して言葉を濁す。

　そんな葉月を見て、朔也はためらいがちに頷いた。

「……そんな顔しないでください。嫌いじゃないですよ、昔も今も甘党ですから。覚えててくれてありがとうございます」

　微笑みとまではいかないが少し和らいだ朔也の表情に、葉月の胸も温かくなる。

「そこで食べていきましょうか。向こうには午後一時までに着けばいいので」

　朔也は売店の隣にある公園を指差した。

　ゾウの形をした滑り台と二人がけのベンチがある程度の小さな公園だが、誰もいないし休憩するにはちょうどよさそうだ。

　葉月が頷くと、朔也はその入り口近くの自動販売機に向かった。

「葉月さん、どれがいいですか。メロンパンのお返しです」

「そんな、お返しなんて……」

「どれでもいいと言うなら自動的にコーラです。甘すぎて合わない気もしますが、それでもいいですね？」

「えっ!?　じゃ、じゃあジャスミン茶にする」

「わかりました」

　朔也が自動販売機のボタンを押し、葉月に冷たいジャスミン茶のペットボトルを渡す。

　──あ……私が飲み物を遠慮してたから、わざと「コーラでいいか」って聞いて本当に欲しいものを選ばせてくれたのかな。朔也くん、優しい……。

　葉月は朔也と公園に入り、ベンチに並んで腰掛けた。

　──こうしてると、秘密基地にいたあの頃に戻ったみたい。

　幸せだった頃を思い出していたら、隣からウェットティッシュを渡される。

「どうぞ」

「ありがとう。朔也くんって親切だね」

「恐喝犯に皮肉ですか」

「ち、違うよ！　このティッシュもそうだし、このお茶も、車にひかれそうになったとき守ってくれたのも……」

「最後のは当然でしょう。死なれたら困る」

　朔也が冷静に突っ込んでから手元の緑茶を飲み、何か考えているような間を置く。

「葉月さんのほうが親切だと思います。俺がほとんど喋らないから気にして買ってくれたんでしょう？　このメロンパン」

　真意を見抜かれ、葉月は一瞬言葉を失った。

「……うん。二人でおいしいものを食べたら、ちょっとは話が弾むかなって。普通に食べてみたかったのもあるけど」

　照れくさくなって、メロンパンの紙袋を開く。

　黄金色のそれにかじりつくとサクッと軽やかな音がして、メロンとバターのいい香りが鼻を抜けた。

「おいしい……！」

　一気に幸福な気分に包まれる。

　外側のビスケット生地はカリカリサクサクなのに、中はふわふわ。

　ちょうどいい甘みとメロンの風味が広がり、食感が軽いこともあっていくらでも食べられそうだ。

　ジャスミン茶を飲んだら冷たい爽快感が喉を通り過ぎて、果実と花のかぐわしい匂いがふわりと残る。

「……あっ」

　ふと気づけば、朔也がじっと葉月を見ていた。

「葉月さん、本当に幸せそうに食べますよね」

「ごめん、あの、自分だけのために買ったつもりじゃなかったんだけど……」

「大丈夫、わかってますよ」

「いただきます」と朔也がメロンパンを口に運ぶ。

　すると、彼の目がわずかに見開かれた。

　彫刻のような硬い表情が若干緩み、ぱっと背景に花が咲いた気がする。

「どう？」

「……おいしいです」

「だよね!?」

　葉月は思わず前のめりになって首を縦に振った。

　朔也がもぐもぐとメロンパンを食べているのを見て、また胸が温かくなる。

　再会してからの朔也はだいたい怖い顔をしているイメージだったが、今の彼はとても可愛い。

「ごちそうさまでした。おいしかったです」

「気に入ったならこっちのも食べる？　半分こしようか」

「駄目です、それは葉月さんの分でしょ」

　車中の沈黙が嘘のように会話が弾む。

　いまだに朔也は笑顔らしい笑顔を見せてくれないが、少しは打ち解けられた気がした。

　──このまま心の距離を縮めていければ、近いうちに悩みの原因を教えてくれるかも。なんて……ちょっと欲張りすぎかな？

「葉月さん、今日は来てくれてありがとうございました」

「えっ……ど、どうしたの？　いきなり」

　驚いて隣を向くと、また朔也が葉月を見ていた。

　相変わらず無表情だが、少し目が泳いでいる気がする。

「来ないかもって思ってたんです。ことがことですから」

「そんなことしないよ。協力する、ってあの日ちゃんと決めたんだから」

「俺と会ってるときは流されても、家に帰ったら冷静に考え直せるでしょう。姉さんに相談したって俺にバレなきゃいい」

「そ、それはそうだけど……」

　葉月は朔也に言われた通りすみれに連絡せず、婚約したことも朔也を通して報告していた。

　すみれも朔也と葉月が許嫁だと知らなかったらしく、かなり驚いた様子の電話がかかってきたが、「詳しくは旅行先で」となんとかごまかして現在に至る。

「……それに、俺が知らない相手に打ち明けるという手もあります。今、葉月さんが誰かと定期的に会っていないことは調べがついていました。ですが調査期間も短いし、顔を合わせなくても関係は築けるものですから……」

「え、な、何の話？」

「話すでしょう？　トラブルに巻き込まれたとき、親しい相手が……その、恋人とか、そういう存在がいたら」

「こいびと？」

　予想外の単語が出てきて、つい聞き返してしまう。

　──そうか、全然思いつかなかった。あまりにも縁がなくて……あっ、なんか切なくなってきたな。

「葉月さん？」

「えっと、だ、大丈夫！　相談してないよ。恋人なんてできたこと──いや、今はいないから」

　明かさなくてもいい事実まで言いかけ、慌てて訂正する。

　朔也は最後まで聞いたのか聞かなかったのかわからないが、何とも言えない顔をしていた。

　後者であることを祈っていると、彼が口を開く。

「誰とも付き合ったことないんですか？」

　直球で尋ねられ、背中にぶわっと汗が出た。

　──まずい、朔也くん絶対引いてる。

　──当たり前だよ、朔也くんみたいなキラキラした人にしてみたら、この年齢になって誰とも付き合ったことがないなんて常識的にありえない。気持ち悪がられちゃうかも……なんとかしなきゃ！

「そんなことないよ！　い、言い間違い。彼氏いた。結構前だけど、大学の先輩」

「……へえ。そうですか」

　朔也はわずかに眉をひそめ、眼鏡を直した。

　──え、こ、この反応は何……!?

　──どうしよう、朔也くんがなに考えてるのか全然わからない。やっぱりバレてる？　呆れられてる？

「何でしょうね。自分の身勝手さが嫌になります」

　動揺する葉月をよそに、朔也が小さく呟く。

　その言葉の意味も掴めず、葉月はメロンパンを片手に冷や汗をかき続けた。





　　◇






　宿に着くと、温泉は見えないのに、春風が硫黄の香りを運んでくる。

　朔也の車から降りた葉月は、青空の下で咲き誇る桜と立派すぎる旅館の門を前に立ちすくんでいた。

　白い漆喰の壁と灰色の瓦屋根でできた塀なんて、時代劇でしか見たことがない。まるでタイムスリップしたかのようだ。

「葉月さん、行きますよ」

　朔也が車から葉月の荷物を下ろし、番頭の中年男性に渡している。

　葉月は慌てて二人に礼を言い、歩き出した朔也についていった。

　──朔也くん、さっきから態度がちょっとぎこちないような……。

　──やっぱりバレてたかな。彼氏もできたことない奴が共犯者だなんて頼りなさすぎるし……がっかりしてるのかも。

「お客様、いい時期にいらっしゃいましたねぇ！　今はちょうど桜が見頃なんですよ」

　左隣を歩く朔也の横顔をちらちら見ていたら、右から番頭が話しかけてくる。

　接客業のプロだと感じさせる明るい笑顔に若干圧されつつ、葉月も微笑んでみた。

「そ、そうですね、とっても綺麗です」

「でしょう!?　旅館の裏にある丘の展望台からは、向こうの山とか街の桜が全部見下ろせるんです。温泉街もいいけど、そっちもおすすめですね」

「へえ……！　素敵ですね、行ってみたいな」

「ぜひぜひ！　あと、うちの庭ももちろんおすすめです。こちらですよ」

　番頭に乗せられてついうきうきしながら、門をくぐる。

「うわぁ……」

　すると、そこには美しい日本庭園が広がっていた。

　花びらが散る枝垂れ桜に、一面の緑の中を流れる小川。

　芝生の上にはさまざまな種類の下草や低木、庭石、灯籠などがゆったりと配置されていた。

　生け垣は乱れなく刈り込まれ、地面には落ち葉ひとつなく、丹精を込めて手入れされているのがよくわかる。

　小鳥の声や穏やかな水音も心地いい。

　他の客がいないため、まるですべてが葉月たちだけに用意されたもののようだった。

「すごい……こんなに綺麗なところに来たの、初めてです」

「はは、母屋の売店で絵はがきが売ってますんで、よければ旅の思い出にどうぞ」

　葉月のリアクションが嬉しかったのか、番頭が照れくさそうに笑う。

　葉月たちは小川に架かった小さな石橋を渡って庭を抜け、竹林の中の小径を歩いた。

　角を曲がった途端、目の前に大きな一軒家が現れる。

「ここもすごい……！」

　黒い瓦屋根と飴色の木の外壁が印象的な、古民家風の平屋。

　これが今回、葉月たちの泊まる離れ宿だ。

　庭はちょっとした公園くらい広く、立派な桜の木が一本生えている。

　さらに近づくと、庭の端に東屋があるのが見えた。その下には、石造りの露天風呂がある。

　あまりの豪華さに、葉月はつい怖じ気づいてしまった。

「『リゾートな武家屋敷』……って感じ」

「『離れ宿の旅館』ですよ」

　漏れた独り言を朔也にぼそっと訂正されて、恥ずかしくなる。

「荷物は玄関までで大丈夫です」

「かしこまりました。お連れ様が到着してお食事のご用意ができましたら、またお声がけいたしますね」

「はい、ありがとうございます」

　朔也に続いて番頭に挨拶したあと、葉月も離れの中に入る。

　敷居をまたいだら、ふわりと藺草と白檀のいい匂いがした。

　玄関や窓から差し込む春の陽光に照らされ、長い木の廊下が艶やかに光っている。

　廊下の左手には洗面所とトイレへの扉があり、右手には構造から見ておそらく広間に繋がっている襖があった。奥にもまだ部屋があるようだ。

　──中もやっぱり広いな……旅館の部屋って言うより家って感じ。ここに二人で泊まるなんて贅沢だな。

　──いや、贅沢すぎだよ。こんな高級旅館、私が泊まっていいのかな……落ち着かない……。

　朔也が上がり框に置かれた二人の鞄を持ち上げ、葉月に向き直る。

「葉月さん、荷物は寝室に持っていきますか？　とりあえず広間に？」

「寝室」という単語に、ただでさえ高まっていた緊張がピークに達した。

　──同じ場所に泊まる、ってことは一緒に寝るんだよね。どうしよう、今からドキドキしてきた……！

「ああ、心配しないでください。ここ、広間と寝室の他に書斎があるんですよ。俺はそっちで寝ます」

「えっ、そうなの!?」

「仕事もしたいですからね。それで、荷物はどうします？」

「……じゃ、じゃあとりあえず広間に……」

「わかりました」

　朔也が廊下の右手にある襖へ向かって歩き出したので、葉月も慌ててついていく。

　──私の今の反応、期待してたみたいだったかな……朔也くん、気持ち悪がってないといいけど。相変わらず無表情だからどう思われてるのか全然わからないや……。

　襖が開かれ、藺草の香りが強くなる。

　広間は明るくこざっぱりとした和室で、葉月の暮らすワンルームがまるごと入りそうなほど広かった。

　天井には太い木の梁が、床の間には掛け軸と絵皿が飾られている。

　まだ新しい畳の中央には磨き込まれた大きな座卓と二人分の座椅子が悠々と置かれており、いかにも旅館らしかった。

　朔也が荷物を置き、部屋の奥の障子を開くと、縁側と美しい庭が現れた。

「やっと一息つけますね」

「あ、うん。お茶淹れるね、えっと……」

「俺がやるので座っててください」

「そ、そんなの悪いよ。手伝わせて」

　朔也が床の間の隣にある棚から電気ポットなどを取り出し、てきぱきとお茶の準備を始める。

　葉月も器を揃えつつ、急須に茶葉を入れている朔也を盗み見た。

　──荷物運んでくれたり、お茶淹れてくれたり、すごく気を遣ってくれてるな。運転してた朔也くんのほうが疲れてるはずなのに。

　──何を考えてるのかわからないところはあるけど、やっぱり優しい……。

　朔也と座卓を挟んだ状態で、座椅子に腰を下ろす。

　彼は緑茶が入った湯飲みだけでなく、地元の銘菓らしきラスクまで渡してくれた。

「葉月さん。改めて、今日から四日間よろしくお願いします」

「こ、こちらこそ。よろしくお願いします」

　真っ正面から見つめられ、つい背筋が伸びる。

　朔也はなぜか妙に強張った表情をしていた。

「……さっそく、これを受け取ってください」

　ジャケットのポケットを探った手が、掌サイズの紺色のケースを取り出す。

　それが開かれ、中に入っていたものがきらりと輝いた。

　先日、ジュエリーショップで選んだ婚約指輪だ。

「わぁ……！　やっぱり綺麗だね」

「そう言ってもらえて何よりです。もうつけてもらっていいですか」

「うん、もちろんだよ」

　ケースを受け取るべく左手を伸ばそうとする。

　だが朔也はわざわざ席を立ち、葉月の隣まで歩いてきた。ひざまずき、葉月の左手を取って薬指に指輪をはめる。

　──えっ……!?

　ドキッ、と大きく心臓が跳ねた。

「見た感じはよさそうですが、サイズはどうですか」

「あっ、ああ……」

　平然と尋ねられ、真っ白になっていた頭が動き出す。

　──ま、まずい。結婚式みたいとか一瞬思っちゃった……。

　──駄目だってば、これは演技のために買ったもの。朔也くんは親切で指輪をはめてくれただけ……！

　自分に言い聞かせつつ、どうにか笑顔を作る。

「ぴったりだよ。ほら、指を曲げ伸ばししても全然大丈夫」

「綺麗だ。よく似合ってます」

「……ありがとう」

　満足げな朔也の言葉に頬が熱くなる。

　指輪のことだとは思うが、綺麗だなんて言われてつい嬉しくなってしまった。

「ジイさんたちはもう着くそうです。姉さんから今、連絡が」

「そ、そうなんだ。早かったね」

　朔也はスマートフォンを出し、メッセージアプリを見ている。

　葉月は胸の高鳴りをごまかそうとうつむき、改めて指輪を見た。

　ダイヤモンドの輝きに、ジュエリーショップでも蘇りかけた過去の記憶が呼び覚まされる。

「そっか、だから私……」

「どうかしました？」

「ううん、昔のことを思い出しただけ。ほら、前に『次はたくさん宝石がついた指輪を渡す』って約束してくれたでしょ？　偶然だけど叶ったなぁって嬉しくて……あ、ごめん！」

　喜んだ勢いで昔話をしてしまったことに遅れて気づき、慌てて顔を上げる。

　すると、朔也は目を丸くしたまま固まっていた。

　──あれ……？

「……そうですね。偶然、です」

　朔也の手が座卓にスマートフォンを置き、眼鏡を直す。

　ぐっと寄せられた眉は、動揺を隠そうとしているかのようだった。

「じゃあ、ジイさんたちの様子を見てきます」

「え？　でもさっき番頭さんがご飯の支度ができたら呼びに来てくれるって……」

「その前に挨拶しておきたいので。葉月さんはお菓子でも食べて待っててください」

　朔也が早口で告げ、返事も聞かずに広間を出ていく。

　葉月はぽかんとその後ろ姿を見送ったあと、驚きに目を見開いた。

　──えっ……偶然じゃなかったってこと!?

　もう一度指輪を見つめる。

　あのときは透明なプラスチックと合金のおもちゃだったが、今はダイヤモンドとプラチナのジュエリーだ。

　──朔也くん、指輪を渡す約束を守ってくれたの？　私があの日、楽しみにしてるって言ったから。

　──い、いや……あのお店の指輪はどれもダイヤモンドがたくさんついてたし、たぶんたまたまだよ。さっきの反応は、私が約束を細かいところまで覚えてたから引いただけで……。

　期待してはいけないとわかっていても、ドキドキと心臓が早鐘を打つ。

　──もし……もし朔也くんが、結婚の約束も守る気があるなら。

　──それなら私、偽装なんかじゃなくて本当に……！

「メッセージが届きました」

「ひゃっ!?」

　聞き覚えのない機械音声に妄想を遮られ、葉月は座椅子から飛び退いた。

　何かと思ったが、座卓の上にあった朔也のスマートフォンからの音声のようだ。焦った朔也が忘れていってしまったらしい。

「メッセージを読み上げますか？」

「いや、それは朔也くんが戻ってきてから……」

「差出人、一ノ瀬レイラ。メッセージ内容、朔也さん──」

「ま、待って！」

　うまく意思疎通ができないＡＩアシスタントがメッセージを読み始めてしまい、葉月は慌ててスマートフォンを掴んだ。

　黙らせようとするが、自分のものと機種が違うせいでどうすればいいのかわからない。

「ごめんなさい、やっぱり会いたくてたまらないの。来週の土曜の夜、時間を作ってくれる？　前に言ってたフレンチを……」

　メッセージを聞いてしまい、思わず手が止まった。

　──えっ、今のって……。

　──朔也くん……彼女、いたってこと？

　ぎゅうっと胸の奥が引き絞られ、舞い上がっていた気持ちが叩き落とされる。

　──そうか。そう、だよね。朔也くんは優しくて、かっこよくて、キラキラしてて。恋人がいないわけない。

　──指輪は本当に偶然か、約束を守れない罪滅ぼしのつもり……だったのかな。朔也くん、優しいし……。

　やっとスマートフォンのスリープボタンを見つけ、葉月はメッセージの再生を打ち切った。

　勝手な失恋とはわかりつつも、体から力が抜けてしまう。

　──駄目だな。私、調子に乗ってた。

　──私に望まれてるのは、偽の婚約者を演じきること。私の望みは朔也くんを助けること。

　──それだけだよ。出しゃばっちゃ駄目だ。

　うつむいて自分に言い聞かせる。

　そのうち「朔也を助けたい」と考えることすらおこがましい気がして、葉月は溜め息をついた。
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「しかし葉月ちゃん、綺麗になったな」

　長身に英国風のスーツをまとった白髪の老紳士──朔也の祖父である雨宮静馬に微笑みながら褒められ、葉月はどぎまぎしながら微笑み返した。

　午後一時過ぎ。葉月は離れの広間で、朔也、静馬、すみれと座卓を囲み、昼食を取っていた。

　膳の中には上品な懐石料理が並び、とてもおいしそうだ。

　いや、実際おいしいのだろう。静馬とすみれを騙さなければならないプレッシャーで、葉月は味がわからなかったが。

　──大丈夫。朔也くんがまとめてくれた馴れ初めとかの設定は頭に叩き込んである。私は朔也くんが話すことに合わせていけばいい。すみれと会話するときは、嘘が見破られないように必ず朔也くんが間に入ってくれる……。

　──ああっ、やっぱり人を騙すなんて私には向いてないよ。静馬さん、すみれ、ごめんなさい！　あとでいっぱい謝るから……！

　着替えたばかりの清楚な白のワンピースに汗が染み込んでいくのがわかる。左手の婚約指輪が妙に重かった。

「先週、君のおじいさんの墓へ挨拶に行ってきた。雨宮家で葉月ちゃんを大事にするから安心してくれ、とな」

「あ……ありがとうございます」

　朔也と似た静馬の切れ長の目が笑みに細められる。

　普段の目つきの鋭さとのギャップのせいか、とても穏やかで優しそうな笑顔に見えた。

　──けど、私たちを許嫁にするためにうちのおじいちゃんを脅したのかもしれないんだよね。昔と変わらず気さくそうだけど、本当はやっぱり怖い人なのかな……。

　そう考えた途端、静馬が得体の知れない人物に見えてくる。

　すぐにこちらの企みを悟られてしまいそうだし、あまり話をしすぎないほうがいいかもしれない。

「葉月、緊張しすぎー」

「えっ、あ、あの」

「姉さん、からかうなよ。この状況じゃ当たり前だろ」

「あはっ、ごめんごめん」

　ライトグレーの薄手のニットを着たすみれが、茶碗蒸しを食べながら笑う。

　彼女のことだから、きっと葉月をリラックスさせようと言ってくれたのだろう。

「でもさ、あたしもちょっと緊張してるかも。そうなったらいいなとは思ってたけど、朔也に婚約者だって葉月を紹介されるとはね。二人が許嫁だなんておじいちゃんは教えてくれなかったし」

「すまないな、すみれ。話したと思っていたんだが」

「朔也も二ヶ月前くらいに知ったんでしょ？　いつから付き合ってたの？」

「一ヶ月前くらい前。久しぶりに会いに行った日から」

「あー、だから葉月から相談なかったのか。年度末近くてあたしが忙しいから遠慮してたわけ？」

「う、うん……」

「やだー、もう優しいんだから。今度は気にせず連絡してよね」

　怪しまれていないことにほっとしつつも、チクチクと罪悪感に苛まれる。

　──ごめん、ほんっとにごめん、すみれ……！

「で、プロポーズの言葉は？」

　すみれに突然尋ねられ、朔也は面倒くさそうに顔をしかめた。

「……個人的なことだから、他人に話す必要ない」

「いいじゃん。ほら、葉月は友達だし、これから家族になるわけだし？　他人じゃないって」

　めげないすみれに、朔也が隠しもせずに溜め息をつく。

　──つ、冷たい……！　疎遠とは聞いてたけど。

「面白いエピソードなんてない。再会した日に『もし恋人が今いないなら、結婚を前提に俺と付き合ってほしい』って言っただけだ」

　朔也がさらっと流すような口調で話すと、それはいかにも事実のように聞こえた。

　先ほど突っ込まれるのを嫌そうにしていたから、すみれも深くは聞いてこないだろう。

　もしかしたら、朔也はそのためにわざと冷たくしたのかもしれない。さすが弁護士、と葉月はひそかに感心した。

「葉月ちゃん、本当に朔也でいいのか？　こんな無愛想な男と一緒にいてもつまらんだろう」

「えっ？　いっ、いえ、そんな」

　静馬から話題を振られ、慌てて言葉を探す。

「……朔也くんが、いいんです。すごく優しいところ、昔からずっと好きだったから」

　つい本音が出てしまったが、これで大丈夫だろうか。

　隣から朔也の視線を感じて不安になっていると、静馬とすみれが嬉しそうに笑った。

「ほう！　そうかそうか、なるほどな」

「優しくもなるよね、朔也は子どもの頃から葉月大好きだったもん。覚えてる？　葉月が読んでた本を図書館で次々とこっそり借りてさ」

「えっ、そんなことが？」

「あったんだよ。私の書斎から辞書を持っていって一生懸命読んでたな。いじらしい奴だ、懐かしい」

　静馬とすみれが盛り上がる。

　微笑ましいエピソードに葉月も和みかけたが、にこりともしていない朔也が気にかかってうまく笑えなかった。

「……ジイさん、あんたよくそんなこと言えるな」

　静かに吐き捨てられた台詞に、空気が凍り付く。

　静馬は表情を変えなかったが、その眼差しが鋭くなったのがわかった。

　いくつもの修羅場をくぐってきたのだとわかる静馬の気迫に、思わず背筋が冷たくなる。

「ちょっと、やめてよ朔也。おめでたい席なのに」

「姉さんは黙っててくれ」

　──うわ、まずい……！　これじゃ婚約者のふりどころじゃないよ、どうにかしなきゃ……！

　葉月は強引に笑顔を作り、身を乗り出した。

「……か、可愛いところありますよね、朔也くん！　久しぶりに会ったらすごく大人っぽくなっててびっくりしちゃいましたけど、可愛いのは変わってなくて……！」

　この場を和ませなくては、婚約者らしく振る舞わなくては、と早口でフォローするが、途中で頭が真っ白になる。

　──あれ？　婚約者って、どういうことするんだっけ……？

　仲睦まじさを演出すべきなのはわかるが、恋愛経験がないせいで何をしていいかまったくわからない。

　必死で脳味噌をフル回転させ、これまで観てきたラブロマンスドラマの記憶をたぐり寄せる。

「朔也くん。この茶碗蒸しおいしいから食べて。ほら、あーん……！」

　導き出されたのは、唐突に朔也の口元へ茶碗蒸しをすくったスプーンを差し出すことだった。

「…………」

　先ほど朔也が静馬に突っかかったときと同じくらい、気まずい沈黙が降りる。

　少ししてから、朔也はものすごく何か言いたそうな顔で茶碗蒸しを食べた。

「こ、こういうちょっと恥ずかしいことだって、やってくれるんです。可愛いでしょう……!?」

「いいねー、めっちゃラブラブじゃん」

「はっはっは、微笑ましいな」

　すみれと静馬の笑い声に、和やかな雰囲気が帰ってくる。

　──ごまかせた……！

　葉月は汗で滑り落ちそうになっていた手の中のスプーンを机に戻し、自分も笑ってみせた。

　不意に隣から肩を抱き寄せられ、小さく悲鳴が漏れそうになる。

「……すみません。俺がフォローするとか言っときながら、あなたにやらせてしまって」

　小さく耳打ちされ、葉月はドキドキしつつもほっとした。

　朔也の口調にもう棘はない。葉月の突拍子もない行動がかえって彼を冷静にさせたのだろう。

「やだー、内緒話？」

「……ああ。ラブラブだから」

　朔也が葉月の肩を抱いたままさらっと告げる。

「ラブラブ」という単語に動揺してしまったが、葉月はなんとか笑顔を保った。

「こんな調子で仲良くやってる。許嫁だって言われたから渋々会いに行ったけど、今はちゃんと葉月さんが好きだ。一生大事にしたいと思ってるから、邪魔しないでくれ」

　だが、耐えきれずつい目を見開いてしまう。

　──えっ、「好き」って、「一生大事にしたい」って……！

　──い、いや、駄目だ、落ち着かなきゃ。これは演技。朔也くんには本物の彼女がいて、私は偽物で。

　──全部嘘。嘘でしかない。嘘なのに。嘘だって、わかってるけど……！

　顔だけでなく、耳や首まで熱くなっていく。

　明らかにうろたえている葉月を見て、すみれと静馬がにやーっと目尻を下げた。

「邪魔なんかしないって。ねえ、おじいちゃん」

「もちろん。応援はするがな。そうだ、今のうちに渡しておくか」

　静馬がジャケットの胸ポケットから掌サイズの白い封筒を取り出し、葉月に渡す。

　封筒には朱色で神社の名前が印刷されており、小さくて薄い板のような感触があった。

　お守りか何か、だろうか。

「ありがとうございます。これは……？」

「開けてみてくれ、よく効くらしい」

　取り出してみると、それはやはりお守りだった。

　白と金を基調にした金襴布地がゴージャスだ。

　何気なくひっくり返した途端、赤い糸で「安産祈願」と大きく書かれた刺繍が視界に飛び込んでくる。

「──！」

　さすがの朔也も絶句し、葉月と二人して固まった。

「やだおじいちゃん、ちょっと早くない？」

「いずれ必要になるだろう？　それに、私も早くひ孫の顔が見たいからな」

　静馬はしみじみと緑茶を飲んでいる。

　──安産祈願、ってその、私と朔也くんの子ども……い、いや何考えてるの私！　そういう関係じゃないんだから！

　──と、とにかくお礼！　ちゃんとお礼を言わなきゃ。喜んでますって伝えなきゃ……！

「あの、ありがとうございます！　これ、昔からずっと欲しかったんです……！」

　動揺のあまりとんでもないことを言い出した葉月に、すみれが吹き出して笑った。





　　◇






　昼食を終えたあと、葉月と朔也は旅館から借りた浴衣に着替え、温泉街まで降りてきていた。

　朔也曰く、偽装工作のためらしい。

「俺たちは仲睦まじい婚約者なんだから、旅行初日は浮かれきってデートするはずです」とのことだ。

　確かに、葉月たちのいる湯畑の周りには、浴衣姿のカップルや家族連れなどの観光客が大勢いた。

　近くには飲食店や温泉施設があるレトロな石畳の商店街があり、そちらも賑わっているようだ。

　辺りに漂う硫黄の香りがいっそう旅情をくすぐるのか、観光客たちはみなどこかテンションが高い気がする。

　いや、葉月自身がそうだからなのかもしれない。

　──湯畑ってこんなに大きいんだ！　なんだか温泉っていうより滝みたい。どうしてお湯がエメラルドグリーンなんだろう。

　──って、いけない、浮かれちゃった。遊びに来たわけじゃないんだから……。

「結構混んでますね。はぐれないようにしましょう」

　濃い青灰色の浴衣に紺の羽織を合わせた朔也が、葉月の隣で周囲を見回す。

　切れ長の涼しい目元と伸びた背筋のせいか、朔也は和風の装いもよく似合っていた。

　──かっこいいな……こんな人とデートできるなんて。

　──でも、調子に乗っちゃ駄目だ。あくまでこれは偽装工作。朔也くんには本当の彼女がいる。よし。

　葉月が朔也の横顔を見ながら自分に言い聞かせていたら、彼が不意にこちらを向いた。

「あれですか？」

　そして、向こう側の通りを指差す。

　そこには「温泉饅頭」と毛筆体で書かれた木の看板を掲げた和菓子屋があった。

　店頭に目立つように置かれた、湯気がもうもうと上がる蒸し器。

　蒸したての饅頭の熱さに声を上げながらも、楽しげに白い包みを開き、ぱくつく人々。

　人気の店なのか、カウンター前の行列は途切れる気配がなかった。

「ち、ちがっ……！」

「恥ずかしがらなくてもいいですよ。名物ですし、気持ちはわかります。いくつ食べたいですか？」

　食い意地が張っていると思われたくなかったが、朔也に見とれていたのだとも言えない。

　それに、正直なところ饅頭に興味を引かれてしまうのも事実なので、葉月は観念して頷いた。

「一つ……食べたい」

「饅頭、かなり小さいみたいですけど一つで大丈夫ですか」

「うん……」

　言われてもないのに「あなたは花より団子ってタイプでしょう」と笑われた気がして、内心がっくりする。

　──いや、朔也くんは気を遣ってくれただけなんだけど。

　──綺麗な浴衣を着せてもらっても、やっぱり私は冴えないなぁ……。

「並んできます。そこのベンチで待っててください」

「そんな、悪いよ。私も行く」

「いえ、結構です」

　朔也はわざわざベンチまで葉月を連れていって座らせた。

　湯畑が見えるので待っている間も退屈はしないだろうが、観光客の中に取り残されるとなんだか気まずい。

「あの、やっぱり私も……」

「いえ」

　食い下がってみるが、再び即座に却下される。

　必要ないときは一緒にいたくないのだろうか、とさらにネガティブな気持ちが膨らんだが、葉月はどうにか笑顔を作った。

「じゃあ、えっと、お言葉に甘えて……」

「……べつに離れたいとかそういうわけではないですからね」

「えっ」

「下駄で歩くのは大変でしょう？　休んでてほしいから言っただけです」

　朔也が眼鏡を片手で直し、話し続ける。

「その……俺にもあなたを気遣わせてほしくて。昼メシのとき、フォローありがとうございました。感情に流されるなんて自分が恥ずかしいです」

　彼の真剣な眼差しに、葉月こそ卑屈な自分が恥ずかしくなった。

「お礼なんて……私、あのときパニクっちゃったし。朔也くん、乗ってくれてありがとう」

「……まあ、確かにちょっと驚きました。あの茶碗蒸しは」

「ご、ごめん、あれしか思いつかなくて」

「謝らないでください、助かりましたから。温泉饅頭買ってきたら、葉月さんにもあーんしてあげますよ」

「!?」

「冗談です。もう『あーん』はなしで」

　朔也が唇の端を上げ、和菓子屋に向かう。

　背の高い後ろ姿を呆然と見送りながら、葉月は鼓動が一気に速まったのを感じた。

　──朔也くん、今、笑ってた……!?

　再会してから初めて見た、柔らかい表情。

　頬が熱くなり、ぽわんと夢を見ているような心地になる。

　──そういえば、昔もからかわれたことあったな。クールに見えてたまにお茶目なんだよね。

　ふふっ、と思わず声が漏れる。

　親族に嘘をつくという後ろめたい行為ではあったが、共同作業を経たことで少しは打ち解けられたのかもしれない。

　──うん、そうだよ。本当はユーモアだってある、優しい子なのに。

　昼食の席での冷たい朔也を思い出し、切なくなる。

　──どうにか仲直りさせてあげられないかな。家族の問題に私が立ち入るべきじゃない、ってわかってはいるけど……。

「お姉さん、ちょっといいですか？」

　突然呼びかけられ、葉月はびくっと顔を上げた。

　気づけば、旅館のものらしき揃いの青い浴衣を着た三人の男たちがベンチに座った葉月を取り囲んでいる。

　緩いパーマをかけた茶髪の男、ツーブロックで顎髭を生やした男、黒い短髪の毛先を遊ばせたピアスの男。

　年齢は二十代半ばくらいだろうか。みな細身かつ小綺麗で、フレンドリーな微笑みを浮かべていた。

　だが、開いた浴衣の胸元や身につけたアクセサリーのせいか、どことなく軽薄に見える。

「は、はい。何でしょうか」

「近くに足湯つきのカフェがあるって聞いて。道をお尋ねしたいんですが……」

　つい圧倒されていたものの、尋ねられて納得する。

　話しかけやすい雰囲気があるのか、葉月は普段からよく道を聞かれるのだ。

「すみません、私も旅行で来たので詳しくなくて」

「あーやっぱそっかぁ。地図ではここなんですけど」

　男がスマートフォンの画面をちらりと見せる。

　旅行に来る前に調べたから、地理はなんとなく理解している。

　少しはアドバイスできるかも、と葉月はベンチから立ち上がってスマートフォンを覗き込んだ。

　すると、男が葉月の肩を抱いてくる。

「えっ……？」

「さっきから探してても見つからないんで、旅館戻ろうと思ってたんだ。お姉さんも来ない？」

　突然の馴れ馴れしい口調に驚いて葉月は他の二人の男たちを見たが、彼らはニヤニヤするばかりだった。

　──えっ、これってナンパ!?　私を？　勘違いじゃないよね……!?

　すみれと一緒にいるときは彼女目当ての男がよく声をかけてくるが、一人のときにナンパされたのは初めてだ。

　固まる葉月を、男が笑って抱き寄せる。

「断んないんだ。いいねえ、家族風呂あるから皆で入ろうよ」

「……っ、い、いえ、私は……」

「恥ずかしがんなくていいって。お姉さん、肌白くて綺麗だね。もっと全身見たいなぁ」

「見たい見たい」

「俺もー」

「きゃっ……！」

　男の手がするりと尻を撫で、葉月は悲鳴を漏らした。

　逃げようと思うが、背後にはベンチがあるし、男三人にじりじりと距離を詰められている。

「おー、可愛い反応。いいじゃん」

「やめてください……！」

「今、ビクンッてしたよな。感じちゃった？」

「混浴しよ、混浴。お姉さんのカラダ、皆で洗ってあげる」

　耳元で囁かれ、葉月は恐怖と嫌悪感に再び体を震わせた。

　それを違う意味で受け取った男たちが、「敏感だな」と嬉しそうに葉月を連れていこうとする。

　葉月の腰にはがっちりと腕が巻かれ、もはや穏便に抜け出せそうになかった。

　──ど、どうしよう……！

　このままではまずいとわかってはいるが、ずっと頭が混乱していて解決策が見つからない。

「──おい」

　男たちに引きずられて葉月が一歩踏み出した瞬間、背後で低い声がした。

　振り向くと、朔也が立っている。

「その人を離せ」

　恐ろしいほど険しい顔の朔也があっという間に距離を詰め、男たちを見下ろす。

　体格のいい長身に、それだけで相手を殺せそうなほど鋭い眼差し。

　茶髪の男が「やべっ」と小さく声を漏らし、葉月の腰から手をどけた。

「すいません、勘違いです、勘違い！」

「お姉さん、彼氏と来てたなら言ってよー！」

　へらへら笑って逃げていく男たちを追おうとする朔也を、葉月は慌てて浴衣の袖を掴んで阻止した。

「ご、ごめん、ありがとう。もう大丈夫だよ」

　まだ殺気が抜けていない朔也が無言で葉月を見る。

　彼は何か言いたげにしたあと、浴衣にかかっていた葉月の手を取り、ぎゅっと握ってきた。

「えっ……!?」

「危ないから、今日はずっとこうしてましょう」

　驚くが、促されるままにベンチに一緒に腰を下ろす。

　朔也は「どうぞ」と温泉饅頭の入った小さな紙袋を渡してきた。

　もう片手はしっかりと葉月の手を包んでいて、離す気はないようだ。

　──まずい、怒らせた……。

　朔也の眉間の皺を見て、さっと血の気が引く。

　ジュエリーショップでもサービスエリアでも、朔也には助けてもらってばかりだった。

　またトラブルに巻き込まれてしまうなんて、学習していないのかと思われてしまいそうだ。

　ようやく笑ってもらえたのに、もう愛想を尽かされてしまったかもしれない。

「あ、あの……本当にごめんね。いつも迷惑かけて」

「謝らないでください。俺が葉月さんを一人にしたから」

「でも」

「……放っといたら駄目なくらい可愛いって知ってたのに」

　叱られるのを覚悟していたら思いがけない言葉が出てきて、葉月は目を丸くした。

　──可愛い？　私が？

　聞き間違いかもしれないが、とても聞き返せない。

　確かに今の葉月は普段よりおめかししており、朔也も「似合ってる」と浴衣姿を褒めてくれた。

　いつもの無表情だったから社交辞令だとばかり思っていたが、もしかしてあれは本心だったのだろうか。

　葉月が混乱しつつ朔也の横顔を眺めていると、彼がゆっくりとこちらを向いた。

「これからはちゃんと守りますから、あなたを」

　真剣な表情で告げられた一言に、心臓が掴まれる。

「朔也くん……」

　握られた手が熱い。

　閃光のようなときめきが背骨を貫き、血が勢いよく全身を巡った。

　呆然とする葉月に、朔也がはっとした顔になって眼鏡を直す。

「……ええと、その温泉饅頭、蒸かしたてだそうです」

「えっ!?　ありがとう！」

　葉月はわけもわからず持っていた饅頭を口に運んだ。
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「口の中の火傷、大丈夫ですか。もう一度水飲みます？」

「だ、大丈夫だよ。心配かけてごめん」

　火傷するほど熱い蒸したての饅頭を味わったあと、葉月たちは湯畑の広場から何本か外れた通りにある商店街を歩いていた。

　まだ手は繋いだままだ。葉月を放っておけないし、すみれたちに出くわしたときの印象工作にもなるから、と朔也は言っていた。

　──街にいる人たちには、私たちってカップルに見えてるのかな……？

　自分は偽物だし、恋人のいる朔也にこんなことを考えるのはモラルに反している。おまけに彼とはとても釣り合わない。

　そう理解してはいるが、葉月は浮かれてしまうのを止められなかった。

「……あ」

　広い石畳を歩いているうちに、ふと視線が吸い寄せられる。

　喫茶店や土産物屋が並び、ひなびてはいるが賑やかな商店街。

　その中に埋もれるように、年季の入った小さな古本屋がひっそりと開いていた。

　ガラスの引き戸の向こうは薄暗いが、本の詰まった棚がいくつもあるのが見える。

「気になりますか？　入りましょう」

「いいの？　あまり観光っぽくないけど」

「葉月さんが楽しいのが一番ですよ」

　無表情でさらりと殺し文句を放たれ、葉月はどぎまぎしつつも古本屋に入った。

　中は思ったよりも狭く、焦げ茶色の木の本棚が乱立している。

　店の奥では、店主らしき老人がこちらに視線をやることもなく読書中だった。

　換気のためか、小さな扇風機が至るところにある。だが空気は少し埃っぽく、古い本特有の不思議と心が落ち着く匂いが広がっていた。

　棚には背表紙が日に焼けた文庫本が詰め込まれ、昔のベストセラーのハードカバーが無造作に平積みされている。

　──これは掘り出し物がありそう。わくわくしてきた……！

「……ふっ」

　低い笑い声で我に返り、葉月は隣を見た。

「いや、すみません。甘いものを見たときと同じ反応なのが面白くて。目がキラキラしてました」

「そ、そうだった？　恥ずかしいな。あまり見ないで」

「恥ずかしいことじゃないですよ。何と言うか、つられて楽しい気分になります」

　朔也の微笑みに鼓動がドキッと跳ねる。

　満面の笑み、とは行かないが、彼は確かに楽しそうだった。

「それなら……よかった」

　胸に甘酸っぱいものが弾けて、葉月も笑い返す。

　朔也が笑顔を見せるようになったのも、自分と一緒にいて楽しくなってくれたのも、とてつもなく嬉しい。

「どうぞ好きなだけ見てください」

「ありがとう」

　朔也から手を離されて一瞬だけ寂しくなったが、葉月はうきうきと店内を見て回った。

　思ったよりも書籍は充実している。

　一昔前は、旅行先で本を読みたくなった人や逆に読み終えた人たちがたくさんここを訪れたのだろう。

　──近代文学の名作がいっぱいある。温泉地が舞台の作品だから？　せっかくだから私も読み直してみようかな。

　──こっちはガイドブック……昭和の!?　面白そう。雑誌も結構古いのが残ってる……あ、これ懐かしい……。

　夢中であちこちの棚に手を伸ばす。

　ふと背後からの視線を感じて振り向くと、朔也が本ではなく葉月を見ていた。

「ああ、またすみません。邪魔しましたか」

「ううん、どうしたの？　ごめん、退屈だった？」

「いいえ。葉月さんは本当に本が好きなんだなと思って」

　再び笑顔を向けられ、頬が熱くなる。

　嬉しいような恥ずかしいような、不思議な気分だ。

「そうだね。昔から本の虫だったから」

「図書館でたくさん借りてましたよね。このシリーズの小説、覚えてます？」

「あ！　懐かしい……それ好きでいっぱい借りたなぁ」

「秘密基地でよく読んでたから、俺も覚えてます」

「ふふっ……楽しかったな、秘密基地で本読むの。家で読めるのは参考書だけだったし、すごく幸せな時間だった。図書館が宝の山みたいで、行くたびに楽しくって……そのとき、将来はこういう場所で働きたいなって思ったの」

　一気に語ったあとで、朔也が自分から昔の話を始めたことに気づいて嬉しくなる。

　再会したときは嫌がっていたのに、心を開いてくれたのだろうか。

「それで司書に？」

「うん。家族からは猛反対されたけど、諦められなかった」

　──もう少し踏み込んでみても、大丈夫かな。

　──もっと朔也くんのこと……知りたい。

「朔也くんはどうして弁護士になったの？　私と同じで、子どもの頃からの夢だった？」

　予想外の質問だったのか、朔也はわずかに目を見開いた。

　ややためらったあと、瞼を伏せて口を開く。

「……そうですね。ある程度の年齢までは、ずっと警察官に憧れてましたが」

　──あれ？　そんなの聞いたことなかったけど……隠してたのかな。

　知らなかったが、朔也がこっそり警察官になることを夢見ていたとしてもおかしくはない。

　彼は見ず知らずの葉月を助けるほどの正義漢だった。いわゆる「ヒーロー」らしい職業を志すのは自然な流れだ。

　それに、覚えているかはわからないが、朔也が好きだった戦隊ヒーロー──ドラゴンレッドも、警察官だったはず。

「けど、祖父の職業のせいで公務員にはなれないって知って諦めたんです。小学三年生か四年生か、その辺りで」

「……っ、そうだったんだ」

「ええ。しばらくいじけてました。将来の夢なんて持つもんじゃないって」

　つらい思いをさせてしまったかと葉月は慌てたが、朔也はそんな葉月に気づいたのか薄く苦笑した。

「大丈夫ですよ、もう昔のことですから。そのあと、弁護士になろうって目標もできましたしね。葉月さんに会ったから」

「えっ、私？」

「はい。誰かを助けたいとか、誰にも文句を言われないくらい立派な人になりたいとか……あなたに会って強く思うようになったから、それができる職業を探したんです」

　思いがけない言葉に、心臓が大きく震える。

　十四年前にプロポーズされたとき、朔也は「誰にも文句が言えないくらい立派になったら迎えに行く」と言ってくれた。

　──あのあと、朔也くんは私のために頑張ってくれてたんだ……。

　幼い朔也の真剣な表情を思い出し、胸が熱くなる。

「それで、警察官以外なら弁護士だと思ったんですよ。まあ……結局、弁護士でも家柄で拒絶されるのは同じでしたけど」

　話しすぎた、と我に返ったのか、朔也がごまかすように眼鏡を直す。

「……すみません、長々と。楽しい話でもないのに」

「ううん。ありがとう、話してくれて」

　葉月は笑いかけてみたが、朔也は目を伏せたままだった。

　表面上は取り繕ってみせても、内心には何かが渦巻いているような、そんな態度に見える。

　──どうしたんだろう……仕事で悩みごとがあるのかな。

　──もしかして、朔也くんが偽装婚約を企んだ理由と何か繋がってたりして……。

　思いついたものの、尋ねる勇気は出なかった。

　朔也の抱えている問題の正体がわかれば、一緒に解決策を見つけることができるかもしれない。

　だが、踏み込みすぎれば、再会した直後のように拒絶されてしまう可能性もある。

　彼と打ち解けられたからこそ、それが怖かった。

　──臆病だな、私。

　──もし私が朔也くんの本当の彼女だったら……彼に愛されてるって自信があったら、「あなたを助けたいから教えて」ってストレートに聞けたのかな。

「さ、朔也くん、最近本は読んだ？　よかったらおすすめを教えてほしいな」

　切なさに胸が締め付けられるのを感じつつ、本当に伝えたい言葉を呑み込んで笑顔を作る。

　強張っていた朔也の表情が和らいだのを見て、これでよかったのだと思った。
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　喫茶店でコーヒーを飲んでから外に出ると、もう日は暮れていた。

　柔らかいパステルカラーの橙色に包まれた温泉街と、そこを行き交う浴衣の人々。彼らの話し声や石畳に響く下駄の音。

　こんな場所に来たことはないはずなのになぜか懐かしくて、妙にロマンチックで。

　旅館に帰らなくてはならないのに、まだ朔也とここにいたくなってしまう。

「駐車場、行きましょうか」

「う、うん。結構遊んだね。楽しかったよ」

「俺もです。久々に平和な時間でした。旅館に戻ったらまた仕事なのが嫌になります」

「えっ、仕事なの？　旅行先で？」

「無理して休みを取ったので、ちょっと埋め合わせを」

「そうなんだ。ごめん、時間大丈夫だったかな」

「ふふ……俺が連れ回したのにどうしてあなたが謝るんです？」

　他愛もない会話をしながら通りを歩く。

　最初はドキドキしてしまったが、手を繋ぐのにもだいぶ慣れてきた。

　朔也の手はいつでも優しく、葉月を導いてくれる。

　──慣れてるんだな、エスコート。彼女とはいつもこんな感じで……？

　──だ、駄目だ、そんなこと考えちゃ。

「ひゃっ!?」

　不意に朔也と繋いでいないほうの手が後ろから引っ張られ、葉月は悲鳴を上げた。

　驚いて振り向くと、甚平を着た五歳ほどの男の子が葉月の浴衣の袖を握りしめている。

「うわああああん！」

　目が合った途端、男の子は火がついたように泣き出した。

　──迷子だ！

　仕事柄慣れているせいか、勝手に体が動く。

　葉月はすぐにその場にしゃがみ、男の子と視線を合わせて微笑んだ。

「どうしたの？　お母さんかお父さんとはぐれちゃった？」

「ママが……ママが……！」

「大丈夫だよ、すぐ見つかるからね。おまわりさんのところに行けば──」

「やだああああ！」

　優しく話してみるものの、男の子は泣き止まず、歩くこともできない。

　母親は、と見回してみたが、それらしき女性はいなかった。もしかしたら違う場所を探しているのかもしれない。

　──うーん……待つしかないか……。

　笑顔を作りつつ、内心困り果てる。

　その次の瞬間、ふわっと葉月の隣に誰かがしゃがみ込んだ。

「なあ」

　大人の男の声に呼びかけられ、男の子がびくっとする。

　葉月も驚いた。

「それ、ドラゴンレッドだろ？」

　隣の朔也が、あまりにも優しく笑っていたからだ。

　──こんな顔、できるんだ……。

　営業用のやたらと爽やかな笑顔でもなく、葉月の前で見せる控えめな微笑みでもない。

　つい目を奪われ、葉月は表情を取り繕うのも忘れてしまった。

「う、うん……ドラゴンレッドだよ」

　手に持っていた赤いソフビ人形を指差された男の子が、こくりと頷く。

「やっぱり。どうしてそんな昔のヒーロー持ってるんだ？」

「それは、ドラゴンレッドがすきだから……」

「そっか。俺も好きだよ、ドラゴンレッド。かっこいいよな。泣き虫だけど、何回負けたって立ち上がる。心が誰よりも強いんだ」

「……うん！　わかる!?　かっこいいよね！　とくに、ここについてるつばさ！」

「わかる、装備もいい。あと最終形態のロボットに乗ったとき、背中からも羽が生えて」

「そうそう！　ぼくもあれすき！　とぶところとか！」

　男の子が人形を掲げるように持ち、まだ目に涙を浮かべたまま嬉しそうに笑う。

　──すごい、あっという間に泣き止んじゃった……！

　きゃっきゃっと戦隊ヒーローの話題で盛り上がる二人を見て、葉月は目を瞬かせた。

　朔也がドラゴンレッドを覚えていたことも驚きだったが、それ以上にこんなにうまく子どもをあやせるなんて。

　意外な一面に、胸がドキッとする。

「ドラゴンレッドなら、一人ではぐれたときどうすると思う？　ずっと泣いてるだけか？」

「ちがうよ！　勇気ある赤きつばさ、ドラゴンレッド！　だもん。ちゃんと最終回みた？　レッドは何度やられても、たたかいつづけるんだ。こころがつよいからね！」

　楽しそうな二人に、葉月も嬉しくなった。

　──朔也くん、よく覚えてるな。

　──もしかしたら、私が贈ったキーホルダーのことも忘れないでいてくれてるかも……。

「ドラゴンレッドが好きなら、君も彼みたいに強い心が宿ってるはずだ。泣かずにお母さんを探せるよな？」

「あたりまえだよ！」

「じゃあ、どこではぐれた？」

「えっとね、さっき……」

「翼！」

　話がまとまりかけたところで、遠くから女性の叫ぶ声がした。

「ママ！」

　翼と呼ばれた男の子がさらに表情を明るくし、駆け寄ってきた母親に抱きつく。

「ママ、このおにいさんすごいんだよ！　ドラゴンレッドがねぇ」

「すみません！　ありがとうございます！」

「いえ、見つかって何よりです」

　何度も頭を下げる母親に朔也が微笑む。

「本当にありがとうございました……！　ほら翼、行くわよ」

「おにいさんおねえさん、ばいばーい！」

　翼がドラゴンレッドを持った手を朔也たちに振りながら、母に連れられて去っていく。

　葉月も笑って手を振り返した。

「ふふ、名前が『翼』くんだから、翼がついてるドラゴンレッドが好きだったのかな？」

「……そうかもしれません」

「ドラゴンレッド、懐かしいね」

「…………」

　和やかな会話のはずが、朔也はなぜか無言になった。

　どうしたのかと思って見やると、彼は眉間に深い皺を寄せて正面を睨んでいる。

　──わっ！　なんで怖い顔!?

　朔也がギギギと音がつきそうなほどのぎこちなさで葉月の方を向く。

　よく見れば彼の耳が赤く染まっていた。

「……葉月さん。今の、忘れてもらえませんか」

「ど、どうして……？」

　地獄から響くような声に、わけもわからず尋ね返す。

「泣き止ませないと、ってついやったんですが、大人になってもガキの頃のヒーローをしっかり語れるとか気持ち悪いので……」

「えっ」

　眼鏡を直しながらぼそっと呟かれて、葉月は目を丸くした。

「……っ、あはは……！　朔也くん、可愛い……！」

　思わず大きな声で笑ってしまう。

　子どもが見たら泣きそうな顔で、朔也は恥じらっていたのだ。

　笑い続ける葉月に、朔也は「可愛くありません」とより照れてそっぽを向いた。

「葉月さんの爆笑してる顔、久しぶりに見ました。元気そうで嬉しいですけど複雑です」

「ふふ、ごめん、面白がってるわけじゃないよ。朔也くんが可愛いから」

「だから可愛くありません」

「それにね、気持ち悪くもない。私もドラゴンレッドのこと覚えてるし、朔也くんがあの話をしてくれなかったら翼くんは笑ってくれなかったよ。忘れないでくれててよかった」

　葉月は涙で滲んだ目元を拭い、朔也をまっすぐ見つめた。

「助けてくれてありがとう、朔也くん」

「……どう、いたしまして」

　朔也がどこかぎこちない仕草で、ずれていない眼鏡を再び上げる。

「でも、葉月さんのおかげですよ」

「私の？」

「葉月さん、すぐあの子に声をかけてあげてたでしょう？　すごく頼れる感じでした。俺、それで自分もしっかりしなきゃと思ったんです」

　いきなり自分の話題になり、葉月は戸惑った。

　あのときは目の前の迷子をどうするかだけで頭がいっぱいで、朔也のことは眼中になかった。

　まさか彼が隣でそんなことを考えていたなんて。

「だから頑張ってしまいました。つまり、葉月さんがいなかったら、翼くんは笑わなかったってことですね。礼を言われるのはあなたのほうです」

「そんな……！　私は大したことないよ。仕事で子どもに慣れてるだけで」

「謙遜しないでください。葉月さんはすごいんですよ」

　先ほどまで恥じらっていたのに、朔也はなんだか楽しげだ。

　からかわれているだけかもと思いつつも、葉月は頬が熱くなるのを止められなかった。

「顔、赤くなってる。可愛いですね」

　朔也が皮肉なのか本心なのかわからない、少し意地悪な笑みを浮かべてみせる。

　それが心臓に直撃して、鼓動が急に速まった。

「も、もう……朔也くんがすごいんだよ。あのときの朔也くんだって、頼れる感じで……」

　照れくさくてうつむき、焦って言葉を探す。

「……ヒーロー。そう、ヒーローみたいだった。困ってる子を励まして助けてくれるの。子どもの頃、私にしてくれたみたいに」

　またやり返してくるかと思いきや、朔也の返答はなかった。

　──あれ……？

　違和感に顔を上げると、朔也が葉月を見ている。

　その顔にはまだ薄い微笑みが残っているが、瞳には複雑な感情が滲んでいた。

　寂しがっているようにも悲しんでいるようにも、もしくは苦しんでいるようにも見える。

「そうでしたか？　葉月さんといると自分がいい奴になった気がして困ります」

　朔也は視線をそらし、自嘲的に呟いた。

　彼の手が自身の胸元辺りを掴もうとして、浴衣の前で宙を掻く。

　その仕草が、なぜか葉月には痛々しく感じられた。

「……違うの？　朔也くんはいい人だよ」

　古本屋では詮索したい気持ちを抑えられたのに、つい尋ねてしまう。

　的外れなことを聞かれた、と言わんばかりに朔也は苦笑した。

「あなたがそんなこと言わないでください」

　レンズ越しの瞳の中で何かが揺らいでいるのがわかる。

　──朔也くん……。

　──どうしよう、これ以上聞いたらきっと踏み込みすぎだ。でも、あんな顔させたくない。放っておけないよ……。

「じゃあ駐車場、行きましょうか」

「ま、待って！」

　いきなり手を掴むと、朔也が驚いた顔で振り返る。

　彼が先に話し始めたらもう聞けない気がして、葉月は急いで口を開いた。

「朔也くん、私……」

「あっ、葉月たちもこっち来てたんだ！」

　だが、核心に触れる前に明るい声が響く。

「……姉さん」

　一瞬覗いていた朔也の素顔が、無表情の仮面に覆い隠された。

　朔也の視線の先に、浴衣を着たすみれと静馬が立っている。

「お邪魔だったんじゃないか、すみれ」

「うわっ、ごめんね！　偶然見かけたからちょっとテンション上がっちゃって」

「いや、べつに」

　朔也はそっけなく答え、葉月の手を握り直してきた。

　先ほどまで、彼の温かくて大きな掌が嬉しかったはずだ。

　なのに偽装のために手を繋いだのだと思うと、胸の奥がぎゅっと締め付けられる。

「もともともう旅館に帰るつもりだったから……行きましょう、葉月さん」

「う、うん。静馬さん、すみれ、また明日」

　申し訳なさそうにしているすみれに葉月は笑って手を振り、朔也と歩き出した。

「夕食は六時半からだそうです。俺たちが泊まってる部屋の広間に運ばれてくるから、その前に部屋を片付けておかないといけませんね……」

　朔也が葉月の手を引き、当たり障りのない会話を始める。

　葉月は相づちを打ちつつも、質問のタイミングを失ったことを悟った。

　──でも、勢いで失敗するよりかはよかったのかも。

　──そもそも、私が朔也くんの悩みに踏み込む資格なんてあるのかな。勝手に首を突っ込んで、もっと彼を困らせることになったら……。

　一度は思い切ったはずが、またもやもやしてくる。

　手を握り返すかどうかも迷っているうちに、駐車場にたどり着いてしまった。
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　ブーン、とスマートフォンが顔の近くで一回だけ震えた音に瞼を開けると、葉月は大きなベッドに横たわっていた。

　着慣れない浴衣に、見覚えのない広い寝室。

　それらすべてが橙色のぼんやりとした光に包まれている。

　──ああ、そうか、旅行に来てたんだっけ……。

　寝ぼけた頭で辺りを見回す。

　寝室は和モダンな雰囲気だった。行灯を模した間接照明や障子の窓があるが、床は焦げ茶色のフローリングだ。

　中央には、葉月が三人いても並んで寝られそうなベッドが鎮座している。隅には衣装箪笥風のクローゼットと、鏡に薄紫色の布がかけられたドレッサーがあった。

　──普段見ないものばっかりだから、なんだかまだ夢の中にいるみたい。

　あくびをしながらスマートフォンに視線をやると、画面には他愛のないメールの通知と「ＡＭ０２：０８」という大きな文字が表示されている。

「だいぶ寝ちゃった……」

　気づけば、手の中には朔也から昔もらった指輪があった。

　広間で朔也と夕食を取ったあと、葉月は荷物を整理するために寝室に入っていた。

　指輪を眺めながら朔也のことをああでもないこうでもないと考えているうちに、うっかり眠ってしまったのだろう。

　──結局聞けなかったな。何も……。

　起き上がり、近くにあった黒いベロア生地の小さな巾着袋に指輪を戻す。

　悩みの原因を尋ねるかどうか、葉月はいまだに迷っていた。

　朔也を助けたいが、この気持ちがお節介でしかなく、彼の繊細な部分を傷つけかねないのもわかっているからだ。

　──駄目だな、うじうじして。一旦考えるのやめよう。

　巾着袋をサイドチェストに置き、ベッドから離れる。

　──化粧落として歯磨きしなきゃ。

　──朔也くんは書斎で寝てるかな。起こさないようにしないと……。

　忍び足で寝室を出ると、廊下は真っ暗だった。

　寝室の隣にある書斎の襖は閉じられており、中の様子はわからない。物音がしないから、朔也はやはり眠っているのだろう。

　手探りで廊下を進み、洗面所にたどり着く。

　洗面所の内装は木目調でまとめられ、木のカウンターに洒落た白い陶器のボウルがはめ込まれていた。

　三面鏡にもなる鏡の裏には収納スペースがあり、ミニサイズの基礎化粧品や歯磨きセットなどのアメニティが並んでいる。

　個包装のコットンにすら高級ブランドのロゴが書かれていて、葉月はまた場違いな気分になった。

　──そういえば、内風呂はまだ見てなかったっけ……。

　何気なく浴室の電気をつけてドアを開けると、硫黄と檜の香りが中から溢れ出す。

「うわぁ、広い……！」

　檜造りの室内には二人分の洗い場と、自動運転なのか湯が張られた大きな浴槽があった。

　奥の引き戸は、窓の外が暗くてよく見えないが、おそらく露天風呂に繋がっているのだろう。きっとこの内風呂よりも広い風呂に。

　──露天風呂は二十四時間いつでも入れる、ってパンフレットに書いてあったっけ。

　──夜中に一人で露天風呂貸し切りなんてセレブっぽいこと、この機会を逃したら一生ないかも。静かに入ったら朔也くんにも迷惑かからないよね……？

　葉月は我慢できず、着ていた浴衣の帯をほどいた。
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「……最っ、高……」

　石材で築かれた浴槽の中、思う存分手足を伸ばす。

　お湯に疲労が溶け出していくような解放感に、葉月はほうっと溜め息をついた。

　湯加減は少し熱いが、その分ひやりと肌を撫でていく春の夜風が心地いい。

　たゆたう水面に浮かぶ光から視線を上げれば、硫黄の香りのする湯煙越しに美しく手入れされた庭が見えた。

　月に青白く照らされた桜は幻想的で、妙に感傷的な気分にさせられる。

　──恋の病以外は何でも治せる、か。

　ふと温泉のキャッチコピーを思い出し、今度は違う意味の溜め息が漏れた。

　──確かに病気みたいだよね。微熱がずっと続いてて、ぶり返しちゃったみたいな……。

　自分が朔也にどうしようもなく惹かれているのをわかってはいるが、認められない。

　この想いは朔也を困らせるだけだ。彼を助けたいからと旅行についてきたのに、これでは本末転倒になる。

　また考え込んでいたら頭がくらくらしてきて、葉月は額に手を当てた。

　──のぼせてきちゃったみたい。そろそろ戻ろうかな……。

　浴槽を出て、外から内風呂に帰る。

　洗い場に置いておいたフェイスタオルを拾い、脱衣所への引き戸を開けると、なぜか男の裸が現れた。

「えっ」

　お互いの声が揃う。

　葉月の目の前で、朔也は浴衣を脱いだ直後のポーズのまま固まっていた。

「……うわっ！　う、うそ!?　朔也くん、ごめん！」

　慌ててフェイスタオルで体を隠し、後ずさる。

　その瞬間、濡れた内風呂の床で足が滑った。

「あっ……」

　口から無防備な声が漏れ、体がぐらりと後ろに傾く。

　恐怖に目をきつく閉じたそのとき、前から腕を引っ張られた。

「……わぁっ！」

　温かくて柔らかい何かに受け止められ、一緒に床へ転がる。

　下敷きになった何かが、焦った様子で葉月に覆い被さってきた。

「大丈夫ですか、頭打ってないですか」

　瞼を開けると、朔也が心配そうに葉月の顔を覗き込んでいる。

「朔也くん……！　ありがとう、助けてくれたの……？」

「頭打ってないですか」

「あ、う、うん、大丈夫だよ」

「それならよかった」

　朔也が強張っていた顔をほっと緩める。

　風呂に入る直前だったからか、朔也は眼鏡をかけていない。

　珍しい表情も相まって彼の素が垣間見えた気がして、こんな状況なのに胸がきゅんとした。

「腕引っ張っちゃってすみません、痛くなかったですか」

「うん、全然──」

　反射的に腕へ視線を下ろしたら視界に肌色が飛び込んできて、ドッ、と心臓が破裂しそうになる。

　葉月の体を隠したはずのフェイスタオルは、近くの床に落ちていた。

　朔也は黒のボクサーパンツを穿いていたが、男の体に免疫のない葉月にとってそれはほとんど裸と同じだ。

　──私、今、朔也くんと裸同士で……！

「あっ」

　朔也が遅れて現状に気づいたらしく、驚いた顔になる。

　二人はお互い目を見開いたまま、しばらく何も言えずに見つめ合った。

「……すっ。すみ、ません……」

「だ……大丈夫……」

　朔也が珍しく言葉に詰まり、葉月の上から体を起こす。

　視線をそらしながらバスタオルを手渡され、葉月もうつむきつつそれを体に巻いた。

　顔が限界まで熱くなる。瞼の裏には朔也の裸が焼き付いてしまっていた。

　きめの細かいクリーム色の肌と、男らしく筋張った首筋や肩。

　抱き留められたときの力強い腕や、人肌の温かさまで、はっきりと思い出せる。

　──朔也くん……綺麗な体だったな、いい匂いもして……。

　──って私、こんなときになに考えてるの……!?

「これもどうぞ。すみません、仕事明けでぼうっとしてて着替えがあったのに気がつかなくて……」

「う、ううん、謝らないで！　私も誰かいるかもって全然考えてなかったし！」

　目前に女性用の浴衣を差し出され、がばっと顔を上げる。

　いつの間にか朔也は自分の浴衣を着て、眼鏡もかけていた。

　だが帯はぐちゃぐちゃな蝶結びだし、脱衣所の湿気と熱気のせいかレンズが曇っている。おまけに頬は真っ赤だ。

　──わっ、こんな顔もするんだ……！　別人みたいだけど可愛い……。

「葉月さん？」

　怪訝そうに呼びかけられ、はっと我に返る。

「ご、ごめん！　朔也くん、気にしないでね。私、部屋に戻るから……！」

　慌てて浴衣を受け取り立ち上がろうとすると、突然下半身から力が抜けた。

「危ない……っ」

　すぐに朔也の腕が腰を抱いて支えてくれる。

　葉月が再び硬直していると、朔也は眉を寄せて葉月を見つめてきた。

「熱い。のぼせてます？」

　確かめるように大きな掌で頬に触れられ、余計に顔が熱くなる。

「……だ、大丈夫。それもあるけど、それだけじゃないっていうか……」

「俺、水取ってきます」

「待って、ほんとに平気だよ！」

「……葉月さん、俺の首の後ろに腕を回して」

「え？　う、うん」

　ずっと混乱していて深く考えられず、言われるがままに手を伸ばす。

　すると背中と膝の裏を支えられ、葉月は一気に抱え上げられた。

「きゃっ!?」

「暴れないでください。あなたを一人にすると無茶しそうだから……俺が寝室に連れていって水も飲ませます。いいですね」

　葉月が絶句しているうちに、朔也は洗面所を出て、暗い廊下を歩き出した。

　落ちるのではと反射的にしがみつくが、たくましい腕はびくともしない。

　──うそ……私、お姫様抱っこされてる!?

　重くないかとか、彼女に悪いとか、でも嬉しいとか、思いが次々と浮かんでは消えていく。

　浴衣の薄い布越しに朔也の力強い筋肉を感じて、ただでさえ速い心臓の鼓動がより激しくなった。

　──ドキドキが朔也くんにまで聞こえちゃいそう……。

　恥ずかしくて顔が見られず、朔也の首に抱きついたまま固まる。

　実は朔也の鼓動も同じくらい高鳴っていたのだが、自分のことだけで精一杯な葉月にはわからなかった。
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　開け放たれた障子の間から、清らかな朝日が広間に差し込んでくる。

　旅行二日目の午前八時、葉月は朔也と座卓を挟んで朝食を取っていた。

　旅館の献立は上品で彩り豊かだ。

　焼き鮭に茄子の煮浸し、きんぴらごぼう、出汁巻き、あんかけ豆腐……その他にも、小鉢がいくつも黒塗りの膳の上に並んでいる。

　もちろん味噌汁とご飯と漬物もあるし、端にはデザートの果物まで。

　出されたときは食べきれるか心配になったが、とてもおいしいので問題なく平らげてしまえそうだった。

　──朔也くん……食べてるところまで綺麗だな。

　箸を止め、ちらりと朔也を見やる。

　客室用の水色の浴衣をまとった彼は背筋を伸ばし、美しい所作で出汁巻きを口に運んでいた。

　髪は自然にセットされ、それを着て眠ったはずなのに浴衣に乱れはなく、凜とした雰囲気が漂っている。

　ふと視線が合いそうになり、葉月は慌てて目をそらした。

　──不自然だったかも。でも、恥ずかしくて顔が見られないよ……。

　今朝、顔を合わせるなり驚くほど真剣に謝罪され、夕べの出来事は夢ではなかったのだと実感した。

　事故とは言え、葉月は裸の朔也に覆い被さられ、お姫様抱っこされ、つきっきりで看病してもらったのだ。

　思い出しただけで胸がドキドキして、普通の表情を保てなくなる。

　──駄目だ、こんなこと考えちゃいけないのに。

　いくら自分に言い聞かせても、存在してはいけない恋心が膨らみ続けて止められない。

　不意に「葉月さん」と呼ばれ、小さく肩が跳ねた。

「いりますか？」

「えっ？」

「さっきから俺のこと見てたでしょう。これかなって」

　長い指が卓上の小鉢を差す。

　そこには、ルビーのように輝く新鮮な苺があった。

「い、苺……？」

「はい」

「そんな、他の人の分まで取らないよ！　大丈夫だから朔也くんが食べて」

「べつに俺は構いません。我慢するのは体によくないですよ」

　朔也が唇の片端を上げる。

　ややぎこちない微笑みだったが、動揺している葉月はそれに気づけなかった。

　──私がどれだけ意識しても、朔也くんにとって私は「色気より食い気」のいじられキャラなのかな……なんだかむなしい。

「昨日は葉月さんが俺に茶碗蒸しをくれましたから。今度は俺があーんします」

「も、もう……からかわないの。『あーん』はなし、って朔也くんが言ったんでしょ」

「撤回しますよ」

　冗談だとわかってはいても頬が熱くなり、つい妄想が膨らんでしまう。

　朔也の長くて骨張った指。短く切り揃えられた爪。それらがあの瑞々しい苺に触れて、つまみ、葉月の口へ「あーん」と──。

　──正直……されてみたい。今ならまだ笑い話にしてごまかせるかも。

　──うん。「今なら」じゃなくて「今しか」ない。私みたいなのが朔也くんと恋人っぽいことできるチャンスなんて、この旅行中しかないんだから……！

「じゃあ……お願いしちゃおうかな」

　葉月は勇気を振り絞って立ち上がり、朔也の隣まで歩いて腰を下ろした。

　朔也が目を丸くしたのが見えてすぐに後悔するが、今さら後戻りできず気づかなかったふりをする。

「好きなんだ、苺」

　恥じらいと気まずさに消えそうになる声で言い訳しつつ、朔也がやりやすいように体を寄せた。

　顔をそれ以上見られなくて目を閉じ、口を小さく開ける。

「…………」

　さほど長いわけでもない沈黙が、永遠に思えた。

　──や、やばい、やっぱり調子に乗りすぎた……！

　──そうだよね、「あーん」なんて本物の恋人だけの特権だよ。全然ごまかせなかったし！　なんでこんなことしちゃったんだろう……！

「な、なんて……驚いた？　私もたまには冗談言うんだよ」

　いいかげんに引かなければまずい、と冷や汗をかきながら瞼を開く。

　すると、なぜか朔也の顔が思ったよりも近くにあった。

　──あれ……？

　思い詰めた表情。熱のこもった瞳。

　これまでにない朔也の雰囲気に、ざわっと危機感に似た何かが背筋を駆け上がる。

「むぐっ」

　しかしその正体に気づく前に、苺が口へ突っ込まれた。

「……あ、ありがとう……？」

　なぜ途中で妙な沈黙があったのか疑問に思いつつも、ひとまず苺を食べる。

　朔也は無言で頷き、眼鏡を上げた。

　手で顔が隠されて表情は読めないが、何か物言いたげにしている気がする。

「駄目ですよ、葉月さん。そういう冗談言っちゃ」

「あっ、やっぱり面白くなかったよね……ごめん」

「面白いとか面白くないとかじゃなくて、あなたは無防備すぎるんです」

「無防備？」

「はい」

　大きな掌が葉月の頬にそっと触れる。

　そして、整った顔が近づいてきた。

　──うそ、キス……!?

　予想外の出来事にフリーズした頭の中に、朔也と再会した直後の記憶が蘇る。

　強引だったが柔らかい唇。熱く濡れた舌。彼のたくましい体と、香水の匂い。

　甘い疼きさえも思い出して、ゾクッと腰の奥が震える。

　──もう一度してくれるの？　それなら、私……！

　混乱したままきつく目を閉じたら、こつん、と額に何かが当たった。

「え……？」

「……ほら。無防備でしょう？」

　遠ざかる気配に、額に額を当てられたのだと気づく。

　きょとんとする葉月を見て、朔也は自嘲的な微笑みを浮かべた。

「そういう可愛い顔するのも駄目です」

　彼の手が名残惜しそうに葉月の頬から離れていく。

「駄目だってわかってても、食いたくなるから」

　レンズの奥の黒い瞳が一瞬だけぎらりと光った瞬間、再び葉月の体に甘い感覚が駆け抜けた。

「朔也くん、それって……」

「……今日の予定ですが、昼から姉さんと一緒に観光する予定でしたよね」

「えっ、う、うん」

「俺、今日中にやらないといけない仕事が入ってしまって……早めに切り上げても大丈夫でしょうか」

　唐突に朔也はいつもの様子に戻った。

　強引に話題を変えられた気がするが、それを追求するのも変だし、話に乗ることにする。

「じゃあ、朔也くんは途中で旅館に帰る、っていうのはどうかな。すみれの行きたいところ、結構多いみたいだったから」

「姉さんと二人で大丈夫ですか？」

「うん。設定はちゃんと覚えてるし、すみれも私が言いにくいことをしつこく聞いてくるタイプじゃないし、大丈夫だと思う」

「……そうですかね。姉は子どもの頃から何と言うか、悪知恵が働くタイプでしたけど……でも、今の姉についてはたぶんあなたのほうが詳しいですね。わかりました」

　ずいぶんあっさり引き下がったな、と葉月が内心驚いていると、朔也はそれに気づいたかのように薄く微笑んだ。

「信用してますから。あなたのこと」

　そんな場合ではないのに、頬が熱くなる。

「何かあっても、昨日みたいにフォローしてもらえそうですし。姉に話したことはあとで共有してください。じゃ、朝飯食いましょう」

「わ、わかった」

「食う」という単語に先ほどの朔也の瞳を思い出し、より鼓動が速まった。

　自分の席に戻って苺を食べたらさらに記憶が鮮明に蘇り、うっかり身悶えてしまいそうになる。

　──なかったことになってるみたいだけど、さっきのあれ、夢じゃないよね？　朔也くん、「食いたくなる」とか「可愛い顔」とか……なんかすごいこと言ってなかった？

　──あれって本気だったの？　もしかしたら、私にキスしようとしたのも……！

　不埒な妄想が広がりかけ、慌てて考えるのをやめる。

　恋人がいる朔也がそんなことをするはずがない。

　再会した直後、彼は偽装婚約に従わせるためだけに葉月へキスをしてみせた。

　先ほどの行為も、おそらく何か別の意味があるのだ。

　──でも、何のために？　冗談？　警告？　偽装婚約のリアリティを増すためかな。昨日はそれでデートしたわけだし。

　──とにかく……私はただの偽物なんだから、わきまえないと。

　爽やかな朝らしくないもやもやした気分を、葉月は強引に飲み下した。
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　午前十一時。

　洗面所で身だしなみを整えた葉月は、再び腕時計で時刻を確認した。

　──うーん、そろそろ準備したほうがいいと思うけど、朔也くんまだ仕事してるよね……朝食のあとからずっと書斎に引っ込んだままだし。

　──集中しすぎて時間に気づいてないのかも。声かけたほうがいいかな。

　廊下に出て、書斎に向かう。

　すると、閉じられた襖の奥から誰かが話す声がした。

「……はい、資料は本日中にまとめておきます。大丈夫です」

　どうやら朔也が電話で打ち合わせしているようだ。相手は事務所の上司、だろうか。

「それと、昨晩メールでお伝えした件なんですが」

　朔也の声は、葉月と話しているときと違ってやや固かった。

　いつにも増して理知的でしっかりとして、いかにも仕事ができそうな印象だ。

　葉月はつい聞き惚れてしまい、襖の向こうに耳を澄ませた。

「例の離婚協議の弁護方針を詰め直したいんです。ええ、前はリスク回避のためにクライアントの要望を切る予定でしたが、考えが変わりまして」

　──わっ、これ以上聞いたらまずい……！

　会話が依頼内容に踏み込んだものになったので、焦って廊下を引き返そうとする。

「ヒーローみたい？　私が？　……いえ、そんなんじゃありません」

　だが、朔也の言葉に足が止まった。

　──朔也くんが、ヒーローみたい？

「クライアントやそのお子さんの心を守るためにそうしたいと思っただけです。面談したとき、息子さんが泣くのを堪えてたのを思い出して……母親とは言え、クライアントが親権を取るのは不可能でしょう。ですが、二人にとって最善の関係を見つけることはまだできるはず。相手方とやり合ってでも、条件を模索して……」

　朔也の口調は誠実そのもので、彼が心の底からクライアントを助けようとしているのが伝わってくる。

　──朔也くん、すごい。「みたい」なんかじゃないよ。そんなふうに思って行動できるなら、もう立派なヒーローじゃないかな……。

「……わかっています。コストも上がってしまうし、合理的にやるなら前の方針のほうがいい。実際、以前の私ならそうしていましたから。ですが、『弁護士は困ってる人を助けられるすごい仕事』です」

　──えっ、それって……！

　いつか甘味屋で葉月が苦し紛れに言った台詞が突然出てきて、大きく心臓が跳ねた。

「それも、思い出したんです。自分はそういう弁護士に憧れていたんだって。悩みを抱え込んで苦しんでる誰かの隣で、味方になってあげられる人になりたかった」

　朔也の声は落ち着いていたが、確かな熱意がこもっていた。

　葉月の胸が熱くなり、一方で甘く締め付けられる。

　──子どもの頃に私と会ったのがきっかけで弁護士を目指したって言ってたよね。もしかして、私と再会したから初心を取り戻した、ってこと……？

　──そうだったら……どうしよう。すごく嬉しい……！

「……ありがとうございます。ええ、事務所でまた打ち合わせをお願いします。あともう一つ、別の案件で……」

　話題が切り替わったところで盗み聞きしていたのを思い出し、葉月は急いでその場を離れた。

　今、朔也を邪魔する気にはなれない。

　すみれには悪いが、少し約束に遅れる電話を入れておこう。

　──「悩みを抱え込んで苦しんでる誰かの隣で、味方になってあげたい」……か。

　先ほどの朔也の言葉と一緒に、十四年前の記憶も蘇る。

　あのときも朔也はそうしてくれた。いじめられていた葉月を助け、守ってくれた。

　葉月はそんな優しいヒーローの彼に初恋をしたのだ。

　──朔也くんの心のどこかにあの頃の彼はまだ残ってる、って信じてきた。

　──やっぱり私は間違ってなかったんだ。朔也くんはずっと……私の大好きな朔也くんのままだった。

　別れの前日、ドラゴンレッドのキーホルダーを渡したときの朔也の笑顔が鮮やかに浮かび、胸が甘く痛む。

　これ以上朔也を好きになってはいけない、とどうにか気持ちをごまかしてきた。

　だが、もうこの想いから逃げられそうにない。
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　昼下がりの温かな日差しが、大きなガラス窓から差し込んでいる。

　観光の途中で朔也と別れ、葉月はすみれと温泉街のカフェにいた。

「神社、綺麗だったね。けど階段がちょっと長かったかも」

「そうだねー。ここから十分くらいのところに有名な足湯があるらしいからさ、次はそこで温まってく？」

　店の奥にある個室席で他愛ない会話をしながら、手作りジンジャーエールを飲む。

　女性向けの旅行雑誌の常連なだけあって、カフェはとてもおしゃれだった。

　家具は北欧ナチュラル風でシンプルにまとめられているのだが、天井や壁、床、机、と至る所に観葉植物や旬の花々が飾られている。

　カウンターの横には小規模な生花販売コーナーがあり、芍薬やライラック、それと桜が並んでいた。

「あ、もしかしてもう行った？　葉月と朔也、昨日も街観光してたよね」

「うん。でも、足湯は行ってないよ」

「どこ行ったの？　土産屋とか？」

「えっと、温泉饅頭を食べて、古本屋さんに行って……」

「へー……朔也の奴、意外と相手に合わせたデートできるんだ。もっと自分の行きたいところ行くかと思ってたわ。まあでも、そうか。相手が大好きな婚約者ちゃんだもんね」

　明るく笑うすみれを見て、胸が苦しくなる。

　──本当に私が朔也くんの婚約者だったらよかったのに。

　──なんて、こんなこと朔也くんにもすみれにも言えないけど……。

「朔也さ、さっき一緒に神社行ったときも、ずっとさりげなーく葉月の隣キープしてたでしょ。もし葉月が『階段疲れたー』とか言ったらおんぶしかねないなって思った」

「そっ、それはさすがにないよ。朔也くんはすごく気遣いのできる人だけど……」

「いやいやそれこそないって。あたしあいつに気遣われたことないもん」

　すみれは手元のアイスカフェラテをストローでかき回しながら、嬉しそうに目を細めた。

「ふふっ、やっぱさ、二人お似合いだよ。葉月は朔也のこと話してるとき目がキラキラしてるし、朔也は葉月の隣だといいやつになるから」

「いいやつ？」

「性格が円くなる、っていうか。葉月がいなかったら、一日目でおじいちゃんと大げんかになってたと思う。ほら、昨日の昼ご飯のときもちょっとバトルになりかけてたでしょ」

「ああ……」

「朔也も少しは大人になったし、おじいちゃんも今は穏やかになったけど……昔はもっとひどかったなあ。竹刀とか出てきたりして」

「それは……間に入るのが大変そうだね」

「あはは、いやほんと大変だったよ」

　朔也と静馬は本当に不仲らしく、旅行の中でも極力会おうとしていなかった。

　これから何度か食事を一緒にとる機会はあるが、揃って出かける予定はない。

「ジイさんは近くにいる知り合いに一人で会って回りたいそうだからいいんです」と朔也は言っていたが。

　──朔也くんが偽装婚約を企んだのは仕事の悩みごとのせいかも、って思ってたけど……もっと単純に、静馬さんへの嫌がらせや抗議の可能性もあるのかな……。

「十四年ものだからねー、二人の喧嘩」

「え、十四年も？」

「うん。そっか、朔也まだ話してないんだね。あたしから言っていいのかな……ま、葉月も雨宮家の一員になるわけだし、聞いとく？」

　葉月は頷こうとしたが、途中で良心がそれを咎めた。

　──それって……私が聞いていいことなの？

　──私は偽物で、家族の一員になんてなれないよ。婚約者のふりをしてるだけでも悪いことなのに、その上に秘密を聞き出すなんて。

　──けど……何があったのかわかったら、偽装婚約の理由も、二人が和解するための解決策も見つかるかもしれない……。

「……うん、お願い」

　ためらいつつも頷くと、すみれが頷き返す。

「きっかけになったのはね、葉月の引っ越しだったの」

　思いがけない一言に、葉月は目を見開いた。

「朔也、あのときすごい落ち込んでてさ。それでおじいちゃんが『うじうじするな。あの子のことは諦めろ、ヤクザはカタギとは相容れないものだ』みたいな感じで怒っちゃったんだ」

　引用された台詞に、幼い頃の記憶が蘇る。

　別れの前日、朔也もそう言われたと話していたはずだ。眉をひそめ、どこかやるせなさそうに。

「それから朔也がほとんど家族と話さなくなって、それをおじいちゃんが叱って……ってのを繰り返してるうちに、険悪な雰囲気になっちゃった。こんな家に生まれたくなかった、って朔也は悩んでたみたい。猛勉強して寮つきの進学校に行ったのも、早く家から離れたかったからだと思う」

　すみれは自分のカフェラテに視線を落とし、苦笑した。

　唇の端はかろうじて上がっているが、後悔が見える表情だ。

「何度か仲直りさせようとしたんだけど、難しくってさ。今思えば、葉月が引っ越したときもっとあたしが頑張って朔也を慰めてれば、こんなことにはならなかったのかも。ほんと、あたしにも責任あるよね」

「そんな……自分を責めないで。すみれに責任があるなら私にだってあるよ、私がきっかけだったんだから」

　話しながら、十四年前を思い返す。

　もし、葉月があのとき引っ越しを反対できていたら。

　もし、朔也と連絡を取り続けることができていたら。

　葉月が母に怯えて縮こまっていなければ、もっとできることはたくさんあったはずだ。

　そうすれば、雨宮家の問題だってここまでこじれなかったかもしれない。

「ありがとう。葉月はほんとに優しいね……うんうん、葉月になら朔也を任せられるよ。ふつつか者ですが、末永ーく弟をよろしくね！」

　すみれがようやく明るい笑顔を取り戻す。

　最後の冗談めかした台詞を聞いた瞬間、ぎゅっと葉月の心臓が締め付けられた。

「う……うん。私のほうこそ、よろしくお願いします」

「あははっ、真面目か～？」

「も、もう、今のは真面目にするところでしょ？」

　息苦しくなるほどの罪悪感に襲われ、笑顔を作りつつもテーブルの下で拳を握る。

　──すみれは私のこと、本当に信用してくれてる。でも、私はそんなすみれを騙してるんだ……。

　すみれとの友情を感じれば感じるほど、今、自分がしていることが正しいのかわからなくなる。

　ふと、頭に朔也の顔が浮かんだ。

　──でも……やっぱり私は、朔也くんを助けたい。

　──彼と静馬さんの仲違いのきっかけは私だった。私が仲裁したら、二人は元の関係に戻れるかも。朔也くんが偽装婚約しようとした理由が家族関係にあったんだとしたら、二人の仲直りで全部解決できるかもしれないよね……？

　──きっと私にしかできないことがあるはず。朔也くんの彼女にだってできないことが……。

　朔也は葉月と再会したことで、目指していた弁護士の姿を再び見つけられたようだった。

　それと同じように、うまくいけば。

　──けど、何だろう。このもやもやする気持ち。

　──私はもっと朔也くんに近づきたくて、強引に首を突っ込もうとしてるだけなんじゃないのかな……。

「……うーん、あたし、カフェラテおかわりしよっ」

　大きく伸びをしたすみれの声に、葉月ははっと我に返った。

「追加で抹茶ココナッツパフェも頼もうかな。葉月も何か食べるでしょ」

「う、うん。私も同じのにする」

「了解。すみませーん」

　すみれが店員を呼び、注文する。

　葉月は目を伏せ、左手の薬指にはまった指輪を見つめた。





　　◇






　話を切り出せないまま夕飯を食べて、風呂に入り、あとは寝るだけの時間。

　葉月は勇気を振り絞り、朔也がいる書斎の襖の前に立っていた。

　──朔也くんがどうして偽装婚約しようと思ったのか、改めて尋ねてみよう。デリケートなことだけど、慎重に聞けば……打ち解けられた今なら、きっと教えてくれるはず。

　──原因が静馬さんとの関係にあったら、すみれと相談して二人の仲を仲裁すればいい。それ以外の原因でも、きっと何かできることはある。

　──大丈夫、うまくいくよ……！

「朔也くん、ごめん、ちょっといいかな」

「……葉月さん？　ええ、どうぞ」

　朔也が部屋の内側から襖を開けてくれる。

　彼は浴衣姿で、くつろいだ姿だった。いつも横に流している前髪も今は前へ下りている。

「お邪魔します……」

　初めて入った書斎は、七畳ほどのシンプルな和室だった。

　部屋の奥、庭に面した大きな窓のそばに、文机と一脚の座椅子がある。

　文机には、和紙シェードを被ったテーブルランプと、朔也の私物らしきノートパソコンが置かれていた。ランプの淡い橙色の光をかき消すように、パソコンのモニターが青白く光っている。

　寝る準備をしてから改めて仕事していたのか、畳の中央にはすでに布団が敷いてあった。

「こちらへ」

「わ、ありがとう」

　朔也が座椅子を持ってきてくれたので、そこに腰を下ろす。

　彼も葉月の隣にあぐらをかいて座った。

「昼間、うちの姉に何か言われました？　俺、代わりに文句言いますよ」

　いきなり物騒なことを言われ、葉月は慌てて首を横に振った。

「な、何も言われてないけど。どうして？」

「帰ってきてからなんか空元気っぽかったので。姉さん、無神経なとこあるし」

「そんなことないよ、むしろ元気もらってばっかりで……！」

「……そうですか」

　朔也が顔にかかった長い前髪を掻き上げ、思うところありげに目を伏せる。

「葉月さん。やっぱり人を騙すのはきついですか」

「えっ？」

「昨日は二人で騙したけど、今日は一人だったでしょう。だから、余計につらくなったんじゃないかと思って。俺も一緒にいればよかった」

　朔也の表情は乏しく声色は平坦だったが、それでも葉月への思いやりが伝わってきた。

「……ありがとう、朔也くん。正直、罪悪感はあるけど……自分で決めたことだから大丈夫だよ」

「葉月さんが決めたんじゃないでしょう？　俺が脅したからです」

　今度はやや突き放すような口調になったが、それは悪役を演じて葉月に罪を背負わせないためなのだろう。

　朔也が自分自身を責めているようにも聞こえて、葉月は彼を放っておけない気持ちになった。

「俺が巻き込まなければ、こんなこと一生しなかったはず。葉月さんはお人好しで、心が綺麗で……」

　そこで、朔也が一度言葉を切る。

　ためらったような沈黙のあと、彼は再び口を開いた。

「あなたを見てると、自分が嫌になります」

　ぽつり、と抑えきれなかったものを吐き出すように呟き、自身の浴衣の胸元を掴む。

　レンズの奥で伏せられた目が見えたそのとき、葉月の胸にも朔也の悲しみが痛いほど伝わってきた。

「さ、朔也くん……！」

　じっとしていられず、考えるより先に朔也の手を取る。

「大丈夫、嫌になる必要なんてないよ」

「……やめてください」

「だって私、朔也くんのいいところいっぱい知ってるもん。朔也くんは優しくてかっこよくて、かわいいところもあって」

　葉月は朔也が離れようとしても手を握ったまま、懸命に話しかけた。

　続けて顔を覗き込もうとするが、朔也はうつむいて視線を合わせてくれない。

　──きっと朔也くんも罪悪感でつらくなっちゃったんだ。

　──こんなこと今言われても嫌かもしれないけど、励ましてあげたい……！

「俺を綺麗なもの扱いしないでください。あなたを脅した張本人ですよ」

「何か理由があったんでしょ？」

　間髪入れずに聞いたら、朔也は虚を突かれたのか小さく息を呑んだ。

　まだこちらを見てはくれない。拒絶されればされるほど朔也の心を開かせたくなって、葉月は前のめりになった。

「お金が欲しいからだって言ってたけど……でも、それだけじゃなくて何かどうしようもない理由があったんだよね。静馬さんとのこととか、昔からの悩みが」

「……違います、俺は……」

「そんなことない」

　必死になるあまり、つい朔也を遮ってしまう。

　慎重に尋ねなくては、と書斎に入る前は思えていたはずなのに、早く彼を助けたい焦燥感が勝って止められなかった。

「朔也くんは弱い人を助けてくれるヒーローだから、自分勝手な理由で人を傷つけたりなんかしないよ。そんなの朔也くんじゃない」

　最後の言葉を告げた瞬間、朔也の肩が小さく跳ねる。

　葉月が一方的に握っている手が──以前は葉月の手を包んでくれた大きなそれが、なぜかかすかに震え出した。

「……俺じゃ、ない？」

　朔也がゆっくりと顔を上げる。

　そこからは表情が抜け落ちて、据わった目だけがいびつな光を放っていた。

　──あ……。

　ゾッ、と背筋が冷たくなる。

　こちらを睨む瞳が恐ろしいからではない。

　言ってはいけないことを言ってしまった、と悟ったからだ。

「ご、ごめん、私……！」

「そうでしたね。もう昔の俺じゃない。あなたと一緒にいて昔のことを思い出しても、もう戻れない」

　朔也は低く、自分に言い聞かせるように呟いた。

「だ、大丈夫だよ、まだやり直せる……私ね、そのためにここに来て──きゃっ!?」

　言葉の途中でいきなり強く腕を引かれ、畳へ押し倒される。

「朔也くん……!?」

「……葉月さん、忘れてるみたいだからもう一度教えてあげます。俺が自分勝手な理由で人を傷つける奴だ、ってこと」

　覆い被さってくる朔也は、別人のように冷酷な顔をしていた。

　彼の手が強引に葉月の浴衣の合わせを開き、その下に着ていたキャミソールがあらわになる。

　葉月は驚きに声も出なかった。

　──うそ、これって……いや、違う、そんな乱暴なこと朔也くんがするはずない！

「……んぅっ!?」

　噛みつくように唇を奪われる。

　反射的に逃げようとしたが、後頭部に手を回され、体にのしかかられて動きを止められた。

　口内に入ってきた舌を舌で押し返そうとして、逆にまとわりつかれてしまう。

　──な、なに……!?　怖いよ……！

「──っ！　ん、く……っ」

　強引に口をこじ開ける指。顔に当たる眼鏡のフレーム。

　吹き込まれた吐息が熱い。濡れた舌同士がねちねちと絡み合う感触に、腰の奥が勝手にゾクッと震えた。

「……はは、可愛いですね。噛もうとすらしないなんて」

　離れた唇と唇の間に銀糸が伝う。

　息が上がっている葉月とは対照的に、朔也は冷たい微笑みを浮かべていた。

　だが、葉月と目が合うと、その表情が痛みを堪えるように歪む。

「これに懲りたら、二度と俺を信じないでください。あなたはいつも俺に優しくしてくれるけど、俺にそうしてもらえる資格はないんです」

　絞り出すようなかすれた声。

　揺らぎながらも、時折すがるように葉月を見つめる瞳。

　それらの仕草から、朔也が内心戸惑い、苦悩しているのが伝わってくる。

　──朔也くん……本当はこんなことしたくないんだ。

　──駄目だ、怖いなんて言ってる場合じゃない。私のせいだ。私があんな無神経なこと言ったから、朔也くんを追い詰めちゃったんだ！

　──早く止めなきゃ。そうしなきゃ朔也くんがもっと傷ついちゃう……！

「さ、朔也くん、ごめん、私……っ」

　葉月は朔也に手を伸ばしたが、手首を掴まれて畳に押しつけられ、また唇で口を塞がれてしまった。

　朔也のもう片方の手が、キャミソール越しに葉月の乳房を掴む。

「やっ……！」

　ブラジャーをつけていない無防備な胸の先端に甘い感覚が走って、葉月はびくっと体を跳ねさせた。

「……今の、気持ちよかったですか？」

　感情の見えない顔で囁かれ、頬が熱くなる。

「ち、違う。やめよう、こんなこと……！」

「いいんですよ、気持ちよくなってください。泣きわめかれるのは趣味じゃない」

　乳房を揉みしだかれながら、もう片方の先端を指先で撫で回される。

　ぬるりと首筋にも舌が這い、説得する言葉の代わりに喘ぎ声が出た。

　本気で焦っているのに、愛する人から与えられる快感に負けて自然と体から力が抜けていく。

　──やだ、私、止めなきゃいけないのになんで……!?

　鼓動がうるさいほど高鳴っているのは、怖いだけからではなかった。

　乱れた浴衣の裾から手が入り込んでくる。

　反射的に脚を閉じて防ごうとしたが、長い指は内腿をするりと伝い、その付け根までたどり着いてしまった。

「だめ！　朔也くん、そこはほんとにだめ……っ」

　大きな掌が葉月の下着の股間を覆い、親指がくにくにと秘裂を揉みほぐす。

　初めてそこを誰かに触れられた驚きと衝撃的な快感に葉月は裏返った悲鳴を上げたが、朔也はひるまなかった。

「本当に駄目ですか？」

「ん、ん……っ！」

　弾みそうになる息を必死で噛み殺しながら頷く。

　また脚を閉じようとしても朔也は片手でそれを押さえつけ、もう一方の手で秘裂をなぶり続けた。

　──なにこれ、気持ちいい、こんなの知らない……！

　──でも、気持ちよくなってちゃ駄目だ。早く朔也くんを止めなきゃ……！

「あ……っ！」

　不意に指先で胸の先端を引っかかれ、体が震えてしまう。

　上も下も同時に刺激されたら、もう声を抑えられなかった。

「駄目って顔には全然見えませんけど」

　脚の間に膝を入れられて開かされる。

　浴衣ははだけ、腰にかろうじて帯が巻かれているだけだった。

　見下ろすと、つんと尖った胸の突起がキャミソールの薄い布地を押し上げている。

　朔也の表情は変わっていなかったが、はしたなさを笑われているように思えて視界が滲んだ。

「ひっ!?　あっ、あ……」

　たくましく節くれ立った指が、布越しにぐっと蜜口に押し込まれる。

　そのままそこを撫で回されて、葉月はつい腰をくねらせてしまった。

　朔也の手は強引に見えて驚くほど優しく、葉月の反応を見ながら的確に快楽を引き出していく。

「いや……っ！」

　指先が花芯をとらえ、すりすりとその頭をくすぐる。

　神経に直接触れられるような感覚に耐えられず、葉月は腰を持ち上げて身悶えた。

「嫌？　どうしてですか、気持ちよくないから？」

「そ、そう、だからお願い、やめて……」

「へえ。じゃあ、この染みは何です？」

　朔也の指が左右に秘裂を押し開く。

　とろり、と内側から愛液が溢れ、下着が濡れる感触がした。

「やっ、そんな……」

「広がってきましたよ。ほら……糸まで引いてる」

　いやらしい染みの輪郭をなぞっているのか、朔也の指が秘所の周りを這う。

　恥ずかしくてたまらないのに、なぜか下腹部の奥がゾクゾクと悦んでいるのがわかった。

　顔を背ける葉月に、興奮したような吐息混じりの笑い声が降ってくる。

　冷たい指先が下着のクロッチの奥まで潜り込み、熱く濡れたそこに触れた。

「ひ……っ！」

「こっちまで濡れるくらいとろとろじゃないですか。気持ちよくないなんて嘘つくのやめてください」

「っ、だめ、そこぉ……っ……！」

　愛液の滑りを借りてぬるぬると花芯を撫で回され、電流のような快感が走る。

「乳首も立ってる」

　朔也はキャミソールの裾をめくり上げ、あらわになった桃色の先端を口に含んだ。

　優しくそれを吸われ、未知の悦びに背中が仰け反る。

「やだ、やだっ、だめ……っ！」

　口ではそう言っても、体は正直だった。

　触れられ、口づけられるたびに、朔也に抱かれている嬉しさが湧き上がってしまう。

　責められている胸の先と秘所だけでなく、下腹部の奥までもが甘く疼き、体中へ熱が広がっていった。

　気づけば下着のクロッチを完全にずらされ、すっかり感じきったそこを晒されている。

　秘裂に指がぬるりと潜り込んできて、媚びたような喘ぎ声が漏れた。

「ぐちょぐちょだ……濡れやすいですね」

「や、ぁんっ、あ……！」

　いやらしい水音を立てて愛液まみれの蜜口を撫で回され、腰が小刻みに跳ねた。

　葉月を見下ろす朔也の瞳は雄の欲情にぎらついている。

　彼を止めなければいけないとまだ頭の隅ではわかっているのに、その目と目が合った途端、期待に背筋がぞくりとした。

「指、入れてほしいですか？」

「っ、……」

「今度は嘘つく前にしてあげます」

　すぐに答えられない葉月に、朔也が意地悪く笑いかける。

　ぬぷっ、と蜜口へ中指が沈み込んだ。

「あぁ……っ！」

　初めて異物を受け入れたのに痛みはなく、むしろ新たな快感が湧き上がる。

「……葉月さんの中、すげえエロい」

　本音が思わず漏れたらしい低い声で朔也が呟く。

　恥ずかしくてたまらないが、葉月もそこがひくついているのがわかった。

　口づけられるときに朔也の荒い吐息を感じて、彼が自分に欲情してくれているのだとますます体が熱くなってしまう。

「ん、ふ、ンん……っ」

　にちゅにちゅと浅い抜き差しが始まる。

　外側から撫でられているのとは違う、深く鈍い快感。

　口内で舌がうごめく生々しさと、いやらしい水音。

　何が何だかわからないまま流されていたら抱き寄せられて、胸がきゅんとした。

　──だめだよ、こんなのだめ。ちゃんとわかってる。

　──わかってるのに……どうしよう、気持ちいい……！

　朔也を感じれば感じるほど、頭の芯までとろけていく。

　体中が朔也を歓迎して、触られていない乳房の先や下腹部の奥さえもが切なく疼いた。

「好きなの、ここでしょう？」

「あ……ッ!?」

　不意に恥骨の裏側の壁をぐっと押し込まれて、腰がびくっと跳ねる。

　初めての感覚に目を見開いた葉月に、朔也は楽しそうに微笑んだ。

　指がもう一本入ってきて、見つけたばかりの性感帯を優しくえぐる。

「──っ、ひぅ……！」

　器用にそこをこね回され続け、葉月は呼吸すらうまくできなくなった。

　快感が腰から背骨を伝って手足の先まで広がり、泣きじゃくるような嬌声になって出ていく。

　──だめ、このままじゃ、だめ……！

　自分に言い聞かせようとしても、葉月は心も体もすっかり朔也の虜になっていた。

　朔也の指が性感帯だけを責め立てるのをやめ、蜜を掻き出すように奥から入り口までぐちゅぐちゅと抽送し始める。

　さらに激しくなった快感に耐えきれず、葉月は足を爪先まで突っ張らせた。

「あ、あ、あ……！」

「やらしい顔してますよ、葉月さん」

「や、おねがい、もう……っ、あ……ッ!?」

　途中で花芯をくすぐられ、懇願が喘ぎ声にかき消される。

「だめっ、これだめっ、やめてぇ……っ！」

「駄目です。このまま俺の指でイッてください」

　弱い場所を前後同時に弄ばれ、泣きながら身悶える。

　腰を浮かせて逃げようとしても、朔也は手を追従させて容赦なく責め続けた。

　どんどん快感が膨らんでいく。秘所がひくひく痙攣し、頭の中が白くなっていく。

　──なにこれ、だめ、怖い、何か来る……っ！

　ぐにっ、と恥骨の裏を押し込まれた瞬間、あまりにも強烈な快感が葉月の中を突き抜けた。

「あっ、あ、あぁああ……ッ!!」

　思い切り体が仰け反り、意識が弾け飛んで息すらも止まる。

　わけもわからずただ混乱していると、突然強張りがふっと解けて、背中が布団に落ちた。

「はぁ……あ、ぁ……」

　腰が跳ねるように震え、媚肉が朔也の指を何度も締め付ける。

　体中が熱くて重かった。どこにも力が入らないのに、心臓だけは激しく脈打っている。

　ぬるい涙がこめかみを伝い、耳の穴の中に入った。

「ちゃんとイけましたね。可愛い」

　──イけた……？

　──私、今イッたの？　イクって、こんなに気持ちいいの……？

　余韻に動けないままの葉月に朔也が覆い被さってくる。

　火照った頬に口づけられ、首筋へ甘噛みされた。下着を脱がされ、脚を大きく開かされる。

　さんざん愛撫されてとろけた秘所も、透明な蜜が絡んで濡れそぼった淡い茂みも、すべてさらけ出してしまった。

　──こんな格好、恥ずかしい……けど、もっと……。

　頭がふわふわして、高ぶる気持ちを抑えられない。

　しかし朔也が自分の浴衣の裾をくつろげたのを見て、なけなしの理性が蘇った。

「や、やっぱりだめ……！」

　どこか恍惚とした表情だった朔也が、はっと顔を上げる。

「だめだよ、朔也くん。本当はこんなことしたくなかったんだよね……？」

　葉月は朔也を見つめ、震える声で尋ねた。

　朔也の目が一瞬泳ぐ。だがすぐにそれは伏せられ、眉がきつくひそめられた。

「……いいえ。俺はあなたを抱きたかった。ずっと前から」

　朔也がもう一度布団に葉月を押さえつけ、片手で乱暴にボクサーパンツを脱ぎ捨てる。

　屹立した大きな性器が現れ、葉月は思わず声を失った。

「俺はそういう人間なんです」

　蜜口にその先端が押し当てられる。

　熱くて、硬い。

　それを感じた途端、いけないとわかっているのに、ゾクッと本能が疼いた。

「っあ……！」

　葉月の隘路を押し広げ、太く長い雄が侵入してくる。

　秘所が十分にほぐされていたせいか痛みはほぼなかったが、初めて貫かれる衝撃と圧迫感に体が強張った。

　──どうしよう、わ、私の中に朔也くんが……！　止められなかった……！

　焦っているはずなのに、その一方で、なぜか下肢にじわじわと重く痺れる快感が広がっていく。

　まるで、体が朔也を受け入れるのを喜んでいるようだ。

　──こ、こんな状況なのに……相手が朔也くんだから……？

「……葉月さん……？」

　きつく締め付ける内壁に不安になったのか、朔也はゆっくりと性器を引き抜いた。

　そして、小さく息を呑む。

「血が……」

　書斎にこもっていた熱が、一気に霧散した気がした。

「だ、大丈夫！　痛くないから！」

　絶望に青ざめた朔也の顔を見て、慌てて首を横に振る。

　こんなことをされたのにかばうなんておかしいが、そうしなければ朔也の心が壊れてしまうと瞬時に悟ったからだ。

「初めてだったんですか……？」

「う……うん、そう。でも、本当に大丈夫」

「大丈夫なわけない。あなたは処女まで奪われたんですよ」

「それは私が彼氏いたって嘘ついたからだよね……？　初めてだって知ってたら、ううん、痛がってたら朔也くんは止めてくれてたはず……」

「もうやめてください」

　朔也は悲痛な声で葉月を遮り、表情を歪めてうつむいた。そのまま立ち上がって書斎を出ていこうとするが、途中で力を失ったかのように畳にうずくまる。

　長身のはずなのに、彼の姿はとても小さく見えた。

「そんなこと……あなたが言わないでください」

「朔也くん……」

「……ごめんなさい。俺……最低だ……」

　初めて聞いた泣きそうな声にいてもたってもいられなくなり、葉月は朔也に駆け寄った。

「私も、ごめん」

「なんであなたが謝るんですか。怒ってくださいよ。許さないでください」

　朔也の声の震えはひどくなり、拳はきつく握られていた。

　彼が罪悪感や自己嫌悪に激しく苛まれているのが伝わってきて、葉月も苦しくなる。

「……謝る理由が、あるから」

　予想外の台詞だったのか、朔也が葉月を見る。

　葉月は朔也の手を握ろうとしてためらい、その代わりに朔也を見つめ返した。

「私、朔也くんが好きなの。何されても嫌いになれないぐらい」

　懺悔するように告げると、朔也が目を見開く。

「ごめん。好きだからって一方的に舞い上がって、言っちゃいけないことまで言った。好きな人に抱いてもらえたのが嬉しくて、本気で止められなかった。だから、朔也くんのせいじゃないよ」

「……葉月さん、そんなこと……もういいんです」

「私、朔也くんの彼女に嫉妬しちゃってたんだと思う。朔也くんを助けられるのは自分なんだって思いたくて、踏み込みすぎた。だから、自業自得っていうか」

　葉月はどうにか笑顔を作り、自分のせいにする言葉を必死で並べ立てた。

　──かばっても好きになってもらえるわけじゃないってわかってる。こんなこと言ったって、自分で自分を傷つけるだけだ。

　──でも、朔也くんが傷つくより私が傷ついたほうがいい。私が我慢してうまくいくならそれでいい……！

「本当にごめんね。さっきも言ったけど、朔也くんは──あっ」

　途中で突然腕を引かれ、抱きしめられる。

「……もう何も言わないでください。昔っからあなたは優しすぎる」

　深い悲しみが滲んだ静かな声に、心臓の鼓動が大きく跳ねた。

「さ、朔也くん……」

「葉月さんが謝る必要なんてありません。しでかしたのは俺です」

「でも、私が」

「いいえ、違います。弁護しようもない。俺はかっとなって葉月さんを強姦した」

　体が離れ、ようやく朔也の顔が見えた。

　彼は眉間に皺を寄せ、怖いくらい真剣な表情をしている。

「俺が自分勝手な理由で人を傷つけたりしない、って言ってくれましたね。でも、違うんですよ。俺は私利私欲のために動いてるんです。だから、もうやめましょう」

「や、やめましょうって、何を……」

「偽装婚約です」

　葉月は思わず言葉を失った。

「妹さんの動画は破棄します。俺のことは好きにしてください。警察に連れてってもいいし訴えてもいい。無料でいい弁護士をつけます。もう全部遅くても、あなただけには誠実でありたい」

　朔也がまっすぐ葉月を見つめる。

　その強い眼差しから、彼は嘘をついていないとわかった。

「……朔也くん……そう言ってくれるのは嬉しいよ。嬉しいけど、でも」

　──嫌だ、偽装婚約をやめるなんて。

　──そしたら、朔也くんが私と一緒にいる理由がなくなっちゃう……！

「わ、私の好きにしていいなら、最後まで偽装婚約をやらせて」

「そこまでしてくれる必要はないんですよ」

「朔也くんは遺産が必要なんだよね？　それなら協力したいの」

　珍しくしつこく食い下がる葉月にたじろいだのか、朔也は口ごもった。

　──朔也くんとまだ離れたくない。

　──この気持ちが、朔也くんだけじゃなくてすみれにも静馬さんにも迷惑かけちゃうってわかってる。ものすごく自分勝手だってことも。

　──でも、ここで終わりたくない。せめて旅行の最後までは、一緒にいたい……！

「……どうして」

　朔也の低い声が、葉月の思考を遮る。

「どうしてそんなに俺に尽くすんですか。嫌いになってください、俺はクズですよ。俺は痛いところを突かれたからって全部ぶち壊そうとした。力に任せてあなたを踏みにじった」

　彼の眉はひそめられ、美しい顔を怒りに歪ませていた。自分が許せない、と書いてあるような顔だ。

「……ごめん。嫌いになんかなれない……」

　そう答えると、朔也の眉間の皺はさらに深くなった。

「本当にごめん。でも、気持ちに応えてもらおうなんて思ってないから安心して。彼女がいるって知ってるし、その……」

「……いませんよ」

「えっ？」

「あなたに嘘をつきたくないので訂正します。恋人はいません」

　思いがけない知らせに、そんな状況ではないのに胸が高鳴る。

「でも、俺は葉月さんの好意にはふさわしくない人間です」

　だが、すぐに望みは絶たれてしまった。

「う、うん。わかった……」

　瞼を伏せた朔也から、葉月も目をそらす。

　──馬鹿みたい。私、なに期待してるんだろう……。

　切なさや悲しさで胸がいっぱいになって、喉の奥まで詰まった感じがした。

　朔也が何か話そうとしたのが視界の端に見えたが、これ以上傷つきたくなくて先に話しかける。

「と、とにかく、今日あったことはこれでおしまいにしよう。ね？」

「……はい。ありがとうございます」

　笑顔を作った葉月に朔也は深く頭を下げ、その場から立ち上がった。

「俺、外の空気を吸ってきます」

「あ……！　待って」

　朔也がそのまま戻ってこないような気がして、葉月は彼の後ろ姿へ反射的に声をかけた。

「今日はずっと一緒にいてくれないかな。この部屋にもう一組布団を敷いて、隣で寝よう」

「……それは」

「ち、違うよ。変な意味じゃなくて、その……朔也くんがどこかに行っちゃいそうで怖くて……」

　我ながらとんでもないことを言い出してしまったと焦っていると、朔也は葉月のそばまで戻ってきた。

　眉を寄せ、気まずそうにも物言いたげにも見える顔をしている。

「やっぱり駄目かな」

「……どうかとは思います。でも、あなたが望むなら俺は何だってしますよ」

　明らかに気乗りしていない様子で、朔也は布団を敷き始めた。





　　◇






　──俺は、最低だ。

　三十分後、朔也は葉月の寝顔を見つめながら自分を呪っていた。

　あんなことがあったのに、葉月は隣の布団で安らかに眠っている。寝ぼけているのか、朔也の手まで握っていた。

　葉月の手は温かく、朔也のそれより柔らかい。

　骨格は華奢で、力を込めたら折れてしまいそうだ。

　──手だけじゃない。腕も、脚も……。

　葉月の裸を思い出し、自責の念で死にたくなる。

　あんな頼りない体を無理矢理組み敷き、欲望に任せて貪ったなんて。

　純潔を奪われたのに必死で朔也をかばおうとしていた表情まで蘇って、朔也は唇を噛んだ。

　──葉月さんが一番つらいはずだ。なのにこの人は作り笑いして、俺のことばかり気遣って。

　思い返せば、昔から葉月はそうだった。

　母親から「ヤクザの孫と遊ぶな」と厳しく叱られ、虐待まがいの仕打ちを受けても、朔也のそばで明るく微笑んでくれていた。

　彼女の笑顔にどれだけ救われただろう。

　再会したあとも、あの健気な微笑みが朔也の荒んでいた心を癒やしてくれた。

　──俺……やっぱり葉月さんが好きだ。

　偽装婚約に初恋の人を利用すると決めたときから、自分の気持ちに向き合わないようにしてきた。

　だが、もう想いは止められない。葉月と一緒にいればいるほど、彼女を守りたくて仕方なくなる。

　いつも朔也を気にかけてくれる、優しくて愛情深いところ。

　隣にいると初心だったあの頃を思い出させてくれる、純粋なところ。

　ハラハラさせられるくらい無防備で、少し間が抜けているところ。

　気弱に見えて、ときどきとても頼もしくなるところ。

　葉月を構成するすべてが愛おしくて、それらが誰にも害されることのないよう願わずにはいられない。

　──俺が一番葉月さんを傷つけてるのに、なに都合のいいこと考えてるんだろう。

　──俺は葉月さんを偽装婚約に巻き込んだ。それだけじゃなく、心配してくれたこの人を強引に……。

　自身に対する怒りで鼓動がどんどん速まっていった。

　葉月の「朔也くんは自分勝手な理由で人を傷つけたりなんかしない」という言葉が蘇り、また強く唇を噛む。

　あの信じ切った目に見つめられるのが耐えられなかった。

　だからって、暴力に訴えて全部ぶち壊そうとしたなんて。

　──最低だ。クズだ。俺みたいなのが葉月さんのそばにいちゃいけない。

　──やっぱり……出ていこう。

「朔也くん……」

　握られた手をほどこうとした途端に名を呼ばれ、情けないほど心臓が大きく跳ねた。

　気づかれたのかと思ったが、どうやら寝言だったようだ。

　葉月が朔也の手首にもう片手を寄り添わせてくる。

　無意識なのだろうが、それは朔也を慰めているように思えた。犯されたあと、まず彼女がそうしたように。

「……ごめんなさい、葉月さん」

　眠っている葉月には届かないのに、言わずにはいられない。

　こじらせた想いや罪悪感や自分への怒りで、頭の中はもうぐちゃぐちゃだった。

　勝手に手が葉月の頬を撫でようとしたのを引っ込める。

　触れたいが、触れられない。

　触れれば傷つけてしまうから。










第三章　「本当に、俺と結婚してください」









　正午少し前の日本庭園を、春の光が白っぽく照らしている。

　葉月と朔也は静馬たちと昼食を取るため、旅館の母屋にある食堂へ向かっていた。

　空には青空が広がり、桜の花びらがそよ風に舞う。

　辺りは穏やかな雰囲気だったが、葉月と朔也の間には重苦しい空気が漂っていた。

「桜、綺麗だね……」

「……ええ」

　会話はほぼなく、ときどき葉月が話しかけてもすぐに話題が途切れてしまう。

　朔也は朝からずっと上の空というか、覇気がない様子だった。

　いつも身だしなみが整っているのに、紺色のジャケットには皺があるし、髪のセットはおざなりだ。

　横顔をうかがっても無表情で、葉月の視線にも気づいていない。

　──そうだよね……昨日あんなことがあったんだから。

　話題にはしなかったが、昨晩、朔也が強引に葉月を抱いたのは間違いなく事実だ。

　そして、彼がそれを深く悔いていることも。

　──勢いで告白までしちゃったけど、言うんじゃなかった。そのせいでもっと悩ませちゃった気がする……。

　黙って考え込んでいたら、ふと向こうにすみれと静馬の姿が見えた。彼女たちも離れから歩いてきたのだろう。

　──こんなときでも婚約者のふりしなきゃ。

　何気なく朔也の手を握ると、驚いたのか彼の肩が小さく跳ねた。

「あ、ご、ごめん。すみれたちがいたから」

「いえ、俺こそすみません」

　急いで離れようとする葉月の手を朔也が捕まえる。

　すみれたちは楽しげに会話しており、葉月たちがこちらにいるのに気づかないまま母屋に入っていった。

　彼女らがいなくなったのを確認してから、改めて葉月から手を離す。

「本当にごめんね。声をかければよかった」

「大丈夫です、俺がぼんやりしてたので」

　朔也がすまなそうに眉を寄せた。

　再会した直後と比べれば、朔也はずいぶん素直に感情を表すようになってくれたと思う。

　だが、そのせいで彼の苦悩が痛いほど伝わってきてしまった。

「……朔也くん、昨日のことならもう平気だよ。私、気にしてないから」

　さりげなさを装って告げると、朔也が一瞬固まる。

　その後いきなりぐっと顔を寄せられ、葉月はたじろいだ。

　苛立ちを無理矢理抑え込んだような強張った表情の朔也が、至近距離で葉月を見つめる。

「葉月さんは俺を甘やかしすぎです。本当は気にしてるでしょう？　今朝からずっと俺のこと心配そうに見てる」

「そ、それは……」

「お互い嘘をつくのはもうやめにしませんか、俺も話しますから。さっき手を繋がれたとき過剰反応してしまったのは、突然だったからだけじゃありません」

　朔也は葉月から離れ、爪が掌に食い込むほど強く拳を握りしめた。

「俺があなたに触れる資格なんてないと思ってるからです」

　絞り出すような思い詰めた声が、葉月の胸へ重く響く。

「……そんなことないよ」

　どうにか返事はできたが、声は少し震えてしまっていた。

　直視しないよう無意識に避けていた問題を、突きつけられてしまった気がしたからだ。

　──私がそばにいるから、朔也くんは余計に苦しんでる。何度も昨日のことを思い出して、自分を責めて……。

　──離れたくないからって偽装婚約を続けてもらったけど、本当にこれでよかったの……？

「と、とりあえず食堂に行こう、朔也くん。すみれたちが待ってるよ」

　答えが出せないまま、母屋を指差す。

　今、うまく笑顔が作れているのかもわからなかった。
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　二十分後、四人は貸し切りにした座敷で座卓を囲み、懐石料理を食べていた。

　食堂の角部屋にあたる座敷は壁二面に大きな窓があり、美しい竹林の庭が見える。

　穏やかな景色を眺めながらも、葉月の心は不安に揺れていた。

「朔也、仕事はもう大丈夫なの？」

　すみれが尋ねると、朔也が頷く。

「ああ、昨日で終わらせたから。午後は葉月さんとこの辺りを散策するつもりなんだ」

「うん。桜も綺麗だし……すみれも一緒にどう？」

「いやいや、これ以上お邪魔できないよー」

　表面的には和やかに見える会話が続く。

　婚約者を演じるのにもだいぶ慣れたし、これなら偽装婚約を疑われることはないだろう。

　──でも、朔也くんの気持ちは……。

「二人は喧嘩したのか？」

　それまで黙っていた静馬に突然尋ねられ、葉月は口から心臓が飛び出しそうになった。

「……何だよ、いきなり」

「葉月ちゃんも朔也も元気がないだろう？」

「ちょ、ちょっとおじいちゃん。あたしもなんか変だなーとは思ったけどさ、そういうのってあたしたちが首突っ込んじゃまずいっていうか……」

「ああ、そうだな」

　焦ったすみれに止められながら、静馬が頷く。

「だが、私はもう二人を不幸にしたくない。十四年前のように」

　その一言に、朔也が纏う空気が張り詰めたのがわかった。

「……誰のせいで不幸になったかわかってるのか？」

「わかっている。私のせいだ」

　静馬の視線がまっすぐ朔也に向けられる。

　その真剣な眼差しの気迫に、食ってかかろうとしていた朔也がひるんだ。

「明日、最後に話そうと思っていたが、少しいいだろうか」

　葉月も見つめられ、勢いに呑まれるように頷く。

　静馬は「ありがとう」と言ったあと、深く頭を下げた。

「朔也、葉月ちゃん。十四年前、私の仕事のせいでつらい思いをさせてすまなかった」

　静かな部屋に静馬の低くしわがれた声が響く。

　突然の謝罪に葉月は驚いたが、朔也はもっと驚いたようだった。

「あんたがそんなこと言うなんて……」

「……初めてだな。私は自分の仕事に誇りを持っている。謝れば自分のいる世界を否定することになるから、言ったことがなかった。今思えば頑固すぎたが」

　苦笑する静馬を、朔也は動揺した表情のまま見つめている。

　葉月も手に汗を握り、心配そうなすみれとともに状況を見守った。

「この道に進んだことを後悔してはいないが、お前と仲違いしたことは後悔している。ヤクザとカタギが相容れないのは事実だ。しかし、あのときお前にそれを押しつけるべきではなかった」

「……後悔してたから、俺と葉月さんを許嫁にしたのか？」

「まあ、そんなところだな。再会した二人が幸せそうにしているのを見て、とても嬉しかったよ……一度離ればなれにはなったが、二人ならうまくいくはずだ。たとえ今は喧嘩をしていても、な」

　静馬が今度は穏やかに笑う。

　その表情から、彼が本当に葉月たちを応援しているのだとわかった。

　──こんな顔をしてくれる人を、私は裏切ってるんだ……。

「……何を、今さら……」

「今だから言っているんだ。私にはもう残り時間がないから、機会は逃せない」

　さらりと静馬が告げた台詞に、朔也と葉月は絶句した。
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　食堂から離れに戻る間、二人は手を繋ぐのも忘れ、黙って歩いていた。

　──静馬さん、病気なのかな……。

　静馬は詳細を話さなかったが、「残り時間がない」ということはそういうことなのだろう。

「……不思議な気分です。ジイさんは何があっても死なない人だと思ってました」

　隣で朔也がぽつぽつと話し始める。

　淡々とした声だが、強く感情を抑え込んでいるせいでそう聞こえるだけなのかもしれない。そんな気がした。

「何があっても死なないし、何言ったってわかってくれない。そんな人だったはずなんです。まさか十四年前のことを気にしてたなんて……今さらそんなことがわかったって、遅いですが」

　朔也の横顔に後悔が透けて見えて、葉月の胸も締め付けられる。

　──遅くなんてないよ。今ならきっと仲直りできる。

　──静馬さんがいなくなる前に話し合わなきゃ、嘘ついてたって言わなきゃ、絶対後悔する。

　そう思うが、何かにせき止められたように声が出なかった。

　静馬と朔也が和解できれば、朔也を偽装婚約に至らせた悩みも解決できるかもしれない。

　だが、そうすれば、偽装婚約は──葉月の存在は、朔也にとって必要なくなってしまうのだ。

　──一緒にいる理由がなくなったら、朔也くんはたぶんもう私と会ってくれない。

　──いつか彼と幸せになれるって希望に支えられて生きてきたけど、もう妄想もできなくなるんだ……。

　気分がさらに沈んで、庭園を進む足取りも重くなる。

　──駄目だ、こんな勝手なことばっかり。私は朔也くんを助けたくてここに来たんでしょ？　会えなくなってもそれでいいじゃない。

　──朔也くんは偽装婚約を終わらせたがってたんだから、私のわがままで無理矢理続けてるのがおかしいんだよ。「静馬さんたちに全部話して終わらせよう」って言おう。

　──私の気持ちなんて……どうだっていい。我慢すればいいんだから。

「さ、朔也くん」

　勇気を出して横顔に呼びかける。

　こちらを向いた朔也と目が合った瞬間、言葉が出なくなった。

　──嫌だ。二度と朔也くんにこうして見てもらえなくなるなんて。

「葉月さん？」

「……あ……ご、ごめん。何でもない」

　どちらにせよ、旅行は明日で終わる。

　解決を先送りにしたところで、朔也とずっと一緒にいられるわけではない。

　そうわかっているのに、彼と離れるのが怖くてうつむいてしまう。

　薬指に光る偽りの婚約指輪が眩しくて、葉月は自分がひどく醜いものに思えた。
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　離れに戻ってから二十分ほど経った頃、葉月は寝室でベッドに座り、手の中にある思い出の指輪を見つめていた。

　過ぎた月日のせいか、指輪はすっかり古ぼけている。

　透明なプラスチックでできたダイヤモンドは端っこが欠けてしまっているし、表面の銀メッキはいくつも細かい傷があってくすんでいた。

　──やっぱり、朔也くんが戻ってきたら「全部終わらせよう」って言おう。

　朔也は離れに戻ったあと、すぐに内風呂へ行った。

　入りそびれていたからでもあるが、葉月と顔が合わせづらいのだろう。彼は午前中もずっと書斎にいた。

　──それが全員のためになるんだから。私は……大丈夫。

　勇気をもらうためにスカートのポケットに思い出の指輪を入れたところで、どこからか音楽が小さく聞こえてくる。

　壁越しなのかくぐもった音だ。隣室の書斎からだろうか。

　──あ……朔也くんのスマホ？　電話の着信音かな？

　メロディが途中で切れ、再び鳴り始める。

　それが三回繰り返されたあたりで、葉月はそわそわしてきた。

　──こんなにしつこく連絡してくるなんて緊急の用事かも。朔也くんにスマホ持ってったほうがいいかな。

　ためらっているうちに再びメロディが流れ始めたので、書斎に行くことにする。

　廊下に出て書斎に入ると、文机の端でスマートフォンが震えているのが見えた。

　近づいてそれを取ろうとした瞬間、手が止まる。

「一ノ瀬レイラ……」

　画面に表示されていたのは、旅行初日に葉月が偶然聞いてしまったメッセージの送り主の名前だった。

　──朔也くんは「恋人はいない」って言ってたけど……あんなメッセージを送るなんて親密な相手だよね……。

　スマートフォンを取るか迷っているうちに、繰り返される振動で少しずつ移動していたそれが机の端から落ちる。

「あっ……！」

　葉月は慌てて手を伸ばし、スマートフォンをキャッチした。

　同時に液晶に指が触れてしまったのか、画面がぱっとビデオ通話に切り替わり、若い女性の顔が映る。

「さっきのメッセージはなに!?」

　飛び出した金切り声にスマートフォンを再び落としかけ、どうにか持ち直した。

　──わっ、綺麗な子……！

　画面の中の女性──レイラは苛立ちをあらわにしていたが、その悪い印象を打ち消すほどの美人だった。

　年齢は葉月より少し年下に見える。二十三、四歳くらいだろうか。

　はっきりとした目鼻立ちに、緩く巻かれた明るい茶色の髪。ラベンダー色の透けたブラウス。華奢な金細工と色とりどりの宝石がキラキラ輝くピアスとネックレス。

　蝶よ花よと育てられたお嬢様、という雰囲気だ。

「……あんた誰？　朔也さんのスマホ盗んだの？」

　美貌がもったいないほど顔をしかめて尋ねられ、葉月ははっと我に返った。

「ち、違います。私は──」

「ああ、アシスタント？　それなら早く出なさいよ、ノロマ」

「えっ」

「あんたが誰だっていいわ、朔也さんにすぐ電話をよこさせて。さっきメッセージ送ってきたんだからその辺にいるでしょ？　あと十五分で電話が来なかったら、あんた法曹界でもう仕事できなくなるから」

　あまりの傲慢ぶりに戸惑っていると、レイラがより顔を歪める。

　彼女の大きな目から突然涙がこぼれ落ち、葉月はさらに驚いた。

「大丈夫ですか？」

「……っ、そんなこと言ってる暇あったら、朔也さんを探して。私たちの間をこれ以上引き裂かないで」

「ひ、引き裂く……？」

「ああ、朔也さん……『もう連絡するな』なんて嘘よね？」

　レイラが葉月に答えず、芝居がかった仕草で独り言を言う。自分の体を抱き、このシチュエーションに浸っているようだ。

「パパに反対されてたけど、私たち愛し合ってたのに……！　朔也さんだって、私と結婚するためにパパへお金を渡そうとしてたじゃない……！」

　その台詞を聞いた途端、葉月は頭が真っ白になった。

「え……？」

「アシスタント、『パパから聞き出したからもう嘘をつかないで』って朔也さんに伝えなさい。パパはごまかしてたけど、朔也さんが集めてたお金はきっと私と結婚するための持参金よ。工面できなかったからって、私を愛してないふりなんてしなくていいの……！」

　レイラがテンション高く話しかけてきたが、ほとんど耳に入ってこない。

　──嘘、でしょ。全部この人のためだったの……？

　突然明かされた真相についていけなかった。

　だが、そんなのありえないと片付けられる話でもない。

　私利私欲のために金が必要なんだ、と前に朔也は言っていた。

　レイラと結ばれるための金だったから、そんな言葉を選んだのだとしたら。

　──お金が工面できなくなったのは、静馬さんに本当のことを話して遺産を諦めることにしたから？

　──前に「恋人がいない」って言ったのは、この人の父親に認められてなかったから……？

　信じたくないのに、点と点が次々と繋がっていく。

　再会したときからずっと、朔也は罪悪感を抱いているように見えた。

　それは家族を騙すことや葉月を巻き込むことに対してだと思っていたが、もしかしたらレイラへの想いも関係していたのかもしれない。演技とは言え、愛する人を裏切って他の女性と婚約してしまったのだから。

「朔也さんにどれだけ卑しい血が流れていたって、私たちの愛は本物よ！」

　画面の中で、レイラが大粒の涙をこぼしている。

　自分の台詞に酔っているとしか思えない態度だった。

　──本当に……？　この人が「本物」なの？

　──こんなひどいことを言う人のために、朔也くんは偽装婚約したの……？

　納得はできないが、そうだとしか思えない。

　足元から崩れ落ちそうになるのを、葉月はどうにか踏みとどまった。

　──見た目はすごく綺麗だし、好きになっても仕方ないけど……。

　──ううん、取り乱してるから失礼なことを言ってるだけで、いつもはもっとちゃんとしてる子なのかも。こんなこと考えてる私のほうが失礼だ。

「わかりました。雨宮先生が戻り次第、すぐにご連絡を差し上げます」

「絶対よ！」

　混乱しつつも、葉月はアシスタントを演じてみせた。

　これが朔也にとって最善だと思ったからだ。

　レイラに挨拶をし、電話を切る。朔也に伝言を伝えるため、文机にあったペンとメモ帳を取った。

　──私、動揺しすぎ。私は朔也くんを助けたくてここに来たんだから、彼に本物の婚約者がいたって関係ないよ。

　──朔也くんが帰ってきたら一緒に、偽装婚約してたのを静馬さんたちに謝りに行こう。それで、朔也くんには本当のことを話してもらう。気持ちが伝われば、静馬さんはあの子との結婚資金を援助してくれるはずだよ。

　──そうしたら……全部解決だよね。朔也くんは家族と仲直りして、好きな人と結婚できて、幸せになれるんだ。

　自分に言い聞かせながら、メモ帳にペン先をつける。

　そこで、手が動かなくなった。

　──じゃあ、私は？

　想像した幸せな朔也のそばに、葉月はいない。

　そう気づいた瞬間、それまで見ないふりをしていた悲しさや苦しさが一気に溢れ出した。

　──私は……全然幸せじゃない……。

　敗北感に打ちのめされる。

　朔也が好きだから、冷たくされても強引に抱かれても恋心を拒絶されても、必死で彼を支えてきた。

　それは勝手にしたことで、朔也が想いに応える義務なんてないとわかっている。

　だが尽くした結果がこれだなんて、みじめでたまらない。

　──駄目だ、こんなこと考えちゃ駄目だ。私が我慢すれば全部丸く収まる。昔からそうやって生きてきたでしょ。

　耐えようとするが、涙がこぼれる。

　ぐすっ、と鼻が鳴ったのが悲しかった。

　さっきレイラも泣いていたが、こんな汚い音は立てなかった。泣く姿すら、葉月はレイラよりも醜いのだ。

　──私、馬鹿だ。朔也くんが優しくしてくれるからって調子に乗って、きっと報われるなんて勘違いしてた。

　ペンを握り直すが、どうしても書けない。

　──応援もできないなんて、私、本当に役立たずだ……！

　口から嗚咽が漏れ、白いメモ帳に雫が落ちた。

　衝動的に左手の薬指から指輪を外して、机に置く。

　そして「ごめんなさい」とメモに殴り書きして、葉月はその場から逃げ出した。

　スカートのポケットの中から何かが転がり落ちたが、気づく余裕なんてなかった。
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　眼鏡なしのぼやける視界の中、湯気で白っぽくかすむ天井を睨む。

　朔也は内風呂の浴槽に浸かり、物思いに耽っていた。

　──どうかしてる。浮かれたメッセージが届いたからって、あんな返信を送るなんて。

　レイラに送った「もう連絡しないでほしい」というメッセージを思い出し、溜め息をつく。

　彼女のことだから、おそらくすぐに父親に泣きついただろう。

　今頃、一ノ瀬は朔也に失望しているはずだ。事務所移籍の夢は潰えたに違いない。

　だが、不思議と焦りはなかった。掛け違えていたボタンをようやく正せたような気分だ。

　──もっと前にこうすべきだった。

　──事務所を移籍したってどうにもならない。家柄がどうとか、そんなのは本当の問題じゃない。

　──俺は……ただ、挫折して逃げてただけだ。やっと、それに向き合える気がする。

　昼食の席で静馬が頭を下げた姿を思い出す。

　──あのジイさんだって頑固だった自分を認めて謝ることができたんだから、俺だってできる。

　──全部白状しよう。清算できる罪は償おう。ジイさんが死ぬ前に、少しはまともになった俺を見せたい。

　──しでかしてしまったことは、なかったことにはできないが。

　夕べの書斎での記憶も蘇り、朔也は浴槽の中で拳を作った。

　いくら葉月がかばってくれたとしても、あの蛮行を許すわけには絶対にいかない。

　──葉月さんからは離れる。

　──俺はあの人にふさわしくない。隣にいる資格なんてないんだ。

　今度は胸元に手を当て、いつもならそこにあるものを掴むように湯を握った。
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　洗面所で髪を乾かして、身支度を調える。

　──不安そうなツラしてる。こんなんじゃ人前に出られないな。

　朔也は溜め息をつき、少しはしっかりして見えるかもと皺を伸ばしたジャケットを羽織った。

　廊下に出ると、なぜか離れに葉月の気配がない。

　三和土に靴もなく、どうやら外出しているようだ。

　──散歩かな。外、雨が降りそうだ。傘を持って迎えに……いや、この天気ならすぐに帰ってくるか？

　──葉月さんに会ったら、考えてることを全部話して謝ろう。どれだけ謝ったところで足りないが……。

　窓から鉛色の空を見ていたら気分までもやもやしてきて、ごまかすように早足で書斎へ戻る。

　襖を開けたら、整頓したはずの文机の上が荒れていた。

「え……？」

　近づくと、机の中央に葉月に渡した婚約指輪が置いてあるのがわかる。

　そばのメモ帳に「ごめんなさい」と乱れた細い字で書かれているのも。

「……出てった？」

　我ながら間抜けな声が漏れたが、それを自嘲している余裕はなかった。

　──そうか。そうだよな。

　──当たり前だ。愛想尽かされたって……仕方ない。

　納得しつつも、あまりの衝撃に力が抜けて文机の前にしゃがみ込む。

　朔也が何度ひどいことをしても、葉月はいつだって笑顔で朔也を受け入れてくれた。

　だから朔也から去ることは思いついても、葉月がいなくなるなんて思いもしなかったのだ。

　──ああ……俺、甘えすぎてたんだ。葉月さんに。

　──あの人が作り笑いしてたの知ってた。一生懸命我慢してたの本当はわかってた。なのに俺は自分のことばっかりで、話を聞こうともしないで……。

　かすかに震える指で葉月の字をなぞる。

　彼女はどんな気持ちでこれを書いたんだろう。

　朔也は立ち上がって葉月を追おうとしたが、振り向いたところで足が止まってしまった。

　──俺に葉月さんを追う資格なんてあるのか？　追いかけたところで、また傷つけるだけなんじゃないか？

　──もうそんなことしたくない。俺は、どうしたら……！

　何も決められず、ただ立ち尽くす。

　そんなとき、ふと畳に小さな銀色のものが転がっているのに気づいた。

「──！」

　その正体を悟った瞬間、全身の毛穴がぶわっと開く。

　朔也は急いでそれを拾い上げた。

　古ぼけてしまってはいるが、絶対に見間違えたりしない。

　これは十四年前、葉月に贈った指輪だ。

　──嘘だろ、ずっと持っててくれてたのか……!?

　夕焼けの空。春の丘。涙をこぼしながら笑った少女。

　これを渡したときの情景がフラッシュバックし、熱い何かが激しく胸を突き上げる。

　朔也は指輪を優しく握ると、その場から一歩踏み出した。

　──駄目だ。ここで立ち止まってていいわけない。

　──俺は……ずっとずっと葉月さんが好きだった。諦めようとしたって、諦められるはずないんだ。

　自身のスマートフォンを取り、葉月の番号をタップしながら廊下へ出る。

　進む足取りがどんどん早くなって、玄関から出るときにはもう駆け出していた。

　外は今にも雨が降りそうだが、そんなの知ったことじゃない。

　──今度こそ葉月さんの本当の気持ちを聞こう。彼女が聞いてくれるなら、俺の本心も全部話そう。

　──傷つくかもしれないからってもう逃げたりしない。このままじゃ何も終われないし、始まらないんだ……！

　電話は繋がらず、庭園に出ても葉月の姿は見当たらなかった。

　経過時間から考えて、まだ遠くには行っていないはずだ。

　街に下りるには旅館のロビーでタクシーを呼ばないといけないから、母屋にいるかもしれない。

「わっ！　朔也、どうしたの？」

　息を切らして母屋にたどり着くと、そこから出てきたすみれが目を丸くする。

　どうやら中の売店にいたようだ。両手に土産物の紙袋を四つも持っている。

「葉月さん見なかったか」

「えっ、見てないよ。なに、やっぱりケンカしてた？」

　焦りを隠そうともしない朔也に、すみれが怪訝そうな顔をする。

　──ここじゃないならどこだ……!?

　朔也は事情を説明するのも忘れ、辺りを見回した。

「探してんの？　番頭さんに聞いたんだけどこれから雨降るらしいよ。傘借りてったら？」

　景色を見上げたのと同時に「番頭」という単語に反応し、脳裏に閃きが走る。

「……あそこだ」

「な、なに？　どこ？」

「ありがとう、姉さん。助かった」

　すみれに一度向き直って告げたあと、駆け出す。

　残されたすみれは驚いた顔のまま「朔也がお礼言った……」と呟いた。
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　桜並木と温泉街を見下ろす丘に、春の静かな雨が降る。

　行くあてもなく離れを飛び出した葉月がたどり着いたのは、旅館から続く遊歩道の先にある、誰もいない展望台だった。

　ベンチに腰掛け、小さな雨粒が地面のコンクリートを濡らすのを見つめ続ける。

　じめじめした空気が重苦しかった。東屋やベンチから放たれる湿った木材の匂いも気を滅入らせてくる。

　──何してるんだろう……私。

　衝動的に出てきてしまったから、スマートフォンも財布もなくて、何もできない。お守りの指輪に至っては、どこかに落としてしまったようだった。

　視線を上げると、向こうの高台に群生した桜の木々が雨でかすんでいるのが見える。

　そういえば、十四年前もこれに似た景色を眺めた。

　初恋の思い出が詰まった、あの秘密基地で。

　──皮肉だな……失恋した日にこんなもの見ちゃうなんて。

　自嘲と呆れがこもった笑いが出て、そのあと引きつるような吐息が漏れた。

　目頭が熱くなり、涙がこぼれる。

　──これからどうしよう。嫌だな、何も考えたくない……。

「葉月さん！」

　不意に背後から聞こえるはずのない声がして、びくっと肩が跳ねた。

「──っ、いてくれてよかった……！」

　振り向く葉月のもとへ、朔也が駆け寄ってくる。

　彼は焦りと安堵が入り交じったような複雑な表情で、ずいぶん雨に濡れていた。

　ジャケットの肩はより濃い色に変わり、セットされた髪は乱れ、よく見れば眼鏡のレンズにも水滴がついている。

　走ってきたのか息が荒く、いつものスマートさはどこかへ行ってしまったようだった。

「さ、朔也くん……!?　どうして……」

「ごめんなさい。あなたを泣かせたくなんかなかったのに」

　朔也がベンチに座る葉月の前にしゃがみ、視線を合わせてくる。

　涙を見られたのだと気づき、葉月は慌てて頬を拭った。

　真っ白だった頭がようやく動き出し、どうにか笑顔を作る。

「これは……雨だよ。ごめん、探しに来させちゃって……」

「葉月さん、もう作り笑いしないでください」

　朔也の思いがけない言葉に、言い訳しようとした声が消えた。

「もうあなたを一人で悲しませたくない。葉月さんの本当の気持ち、教えてくれませんか。これまでずっと……俺のせいで、向き合えなかったから」

　真剣な瞳が、葉月の胸の奥を揺さぶる。

　朔也の誠実さに惹かれてしまう一方でどうしようもなく切なくなって、葉月はうつむき涙を堪えた。

「……ありがとう。でも、もういいの。私が一人で暴走しちゃっただけだから、朔也くんがそこまで優しくしてくれる必要なんてないよ」

「あります」

　強い声で言い切られ、驚いて顔を上げる。

　朔也は変わらず葉月をまっすぐ見つめていた。

　その美貌は歪み、ここで葉月を逃がしたら一生後悔する、と言わんばかりの必死さが滲んでいる。

　彼らしくない不格好な表情に、心臓が大きく震えた。

「必要あります。あなたは俺の大切な人だ」

　懇願するように朔也が葉月の手を取る。

　彼の掌はとても熱かった。

　その熱に心の壁を溶かされ、内側に押し込めていた感情が溢れてしまいそうになる。

「……わ、私……」

　──駄目だよ。喋っちゃ駄目。いつもみたいに我慢しなきゃ。

　──また昨日の夜みたいに気持ちを押しつけて、朔也くんを傷つけたらどうするの？　私ももっと傷つくことになるんだよ？

「聞かせてください。もう我慢しなくてもいい。どんな内容だって受け止めます」

　朔也の瞳は揺らがず、葉月だけを見据え続けている。

　視線を合わせているだけで、彼がどれだけ本気なのかわかった。

　鼓動が速まり、喉が勝手に生唾を呑み込む。

「……朔也くん、ひどいよ」

　震える唇から、ぽつりと言葉が転がり落ちた。

「そんなふうに言われたら……話したくなっちゃう。私、本当は……」

　堪えていたはずの涙が頬を流れる。

　それをきっかけに、心の奥にせき止めていた本音が溢れ出した。

「本当は、ずっと苦しかった……」

　言葉にした途端に、必死で無視してきた感情が襲いかかってくる。

　朔也が気にするから泣いてはいけない、恨み言なんて言ってはいけない、とわかっているが、涙と声が止まらない。

「ずっと、つらかったよ。やっと迎えに来てくれたと思ったら脅されたときも、朔也くんに彼女がいるって知ったときも……怒らせて乱暴されたときも、結婚資金のために偽装婚約したんだってわかったときも、全部」

「……っ、それは」

　朔也が何か言おうとしたのが見えたが、手で制して止めさせる。

　もうこれ以上、嫌な思いをしたくない。これまで我慢し続けてきたが、もうそんなことしたくなかった。

「私、ただ朔也くんに好かれたかった。こんな気持ち押しつけたって嫌われるだけだってわかってるけど」

「……葉月さん」

　朔也が葉月の手を握ったまま、隣に座る。

　おそるおそる視線を上げると、彼は悲しげな顔で葉月を見つめていた。まるで葉月の苦悩を一緒に感じているかのように。

「嫌ったりなんてしません。話してくれてありがとうございます」

　そう言われた瞬間、さらに涙が溢れた。

　すべてが受け止められ、許されたような気がして、言葉にならない嗚咽が漏れる。

「本当にごめんなさい。俺が馬鹿だったせいで、あなたを傷つけてしまった」

　朔也はハンカチで葉月の目元や頬を拭ってくれた。

　気づけばその表情には、抑えきれない悔しさが滲んでいる。

「葉月さんは何度も手を差し伸べてくれたのに、俺は毎回はねのけました。それがお互いにとっていいと思ったからです。でも……一人でそんなことを決めるのは傲慢だった。あなたの気持ちを聞いて、俺の気持ちも伝えるべきでした」

　大きな掌が葉月の背中に回り、引き寄せられる。

　たくましい腕からは想像できないくらい、朔也の抱擁は優しかった。

「俺もあなたを愛しています」

　絞り出すように告げられた言葉を聞いて、衝撃が走る。

「朔也くん……本当に……？」

「……はい。ずっと黙っていて、すみませんでした」

　体を離した朔也は、また眉間に皺を寄せていた。

　愛の告白と言うよりかは、懺悔をしているようだ。

「偽装婚約についてだって、俺は何も話せなかった。だから葉月さんは結婚資金だなんてむちゃくちゃなことを言われて信じてしまったんですよね。話したのは……一ノ瀬レイラでしょう？」

　どうして知っているのかと目を丸くした葉月に、「スマホに通話履歴が残ってたので」と朔也が瞼を伏せる。

「信じてしまった、って、本当はそうじゃないってこと……？」

「はい。俺の口から説明させてもらえませんか。もう逃げたくないんです」

　そう言うが、朔也の固い声からはためらいが感じられた。

　──もしかして、本当のことを話すのが怖いのかな……さっきの私みたいに。

　──朔也くんは私が本音をぶちまけたって全部受け止めてくれた。私だって……。

「うん。聞かせて」

　繋いだ手に、軽く力を込める。

　朔也は葉月を見つめ、決意したように頷いた。

「俺は……馬鹿な話ですけど、ヒーローみたいな弁護士になるのが夢だったんです。出世なんて関係なく、困ってる人を助けたかった。でも……途中で挫折して、俺がどれだけ努力しても無駄なんだ、結局は金じゃないか、って思うようになってしまいました」

「……そうだったんだ」

「それで大手の事務所に移籍したくなって、レイラに近づきました。彼女はそういう事務所の所長のご令嬢ですから。コネが欲しくて、気のあるふりで取り入ったんですよ。最低ですね」

　朔也は口ごもり、唇を噛んだ。

　彼が今、自分を責めているのが伝わってくる。

「大丈夫だよ。どんな内容だって受け止めるから」

「……ありがとうございます。それから……移籍の話が出て、そのための持参金を用意することになったんです。俺は、遺産を持参金にするために偽装婚約を企みました」

　朔也自身から説明されているのに、その行為は葉月が知っている彼の人柄とは結びつかない。

　──挫折した、ってさらっと言ってたけど……価値観が歪んじゃう、心が折れちゃうことがあったんだよね……。

　──もしそのとき、隣に私がいれば……。

「本当にごめんなさい。俺の心が弱かったせいで、たくさん間違ってしまいました。もっと強くいられたら、挫折なんかしなかったはず。折れた自分をきちんと認められたはず。悪事にあなたや周りの人間を巻き込むなんて……考えなかったはず。俺は、ヒーローなんて夢見ていい器じゃなかった」

　葉月と繋いでいないほうの手が固く握りしめられ、小さく震えている。

　いてもたってもいられなくなり、葉月はそちらの手にも自分の手を重ねた。

「……朔也くん。強いだけがヒーローじゃないよ」

　朔也がはっとした表情で顔を上げる。

「弱いところがあったって、さっき朔也くんは私の本音を受け止めて私を救ってくれた。ううん、さっきだけじゃなくて……子どもの頃も、大人になっていく間も、朔也くんが私を助けてくれてた。だから、朔也くんはずっと私のヒーローだよ」

「葉月さん……」

「それに、朔也くんはもう自分に向き合えてるじゃない。間違えちゃったこととか、駄目だったこととかがあっても、もう一度やってみたら今度はうまくいくかも。わ、私がこんなこと言うなんておこがましいかもしれないけど……」

　途中で我に返り、しどろもどろになってしまう。

　朔也は目を丸くしていたが、やがて強張った表情を崩すように薄く苦笑を浮かべた。

「……葉月さんは本当に、すごい人ですね」

「ご、ごめん。お節介だったよね」

「いいえ。あなたがいてくれてよかった。そうですよね、何度倒れたって立ち上がるのがヒーローだ。失敗しても、心を入れ替えてやり直せばいい……俺は、それを知ってたはずなのに」

　言葉の後半は独り言のようでうまく聞き取れなかった。

　だが、彼のどこかすっきりした表情から、悪い意味ではないのだとわかる。

「ありがとうございます。進むべき道が見えました」

　朔也は葉月を見つめ、穏やかに微笑んだ。

　放っておけなかったはずの朔也が急に頼もしく見えて、ついドキッとしてしまう。

　──立ち直れてよかった。いきなり大人になったみたいで、びっくりしちゃったけど……。

「ああ……雨、止んでましたね」

「あ……ほんとだ」

　話し込んでいるうちに、いつの間にか空は晴れていた。

　春の午後の柔らかな日差しが、淡い色の虹をうっすらと青空に浮かび上がらせている。

　向こうの高台の桜はまだかすんでいるが、先ほどよりも鮮やかで明るく見えた。

　東屋の屋根から落ちる水滴までキラキラと輝き、まるで夢のように美しい光景だ。

　──でも、夢じゃないんだ……。

「やっぱり似てますね」

「え？」

「ここが、あの秘密基地に。昔もこうやって二人で桜を見た」

「覚えてたの……!?」

「当たり前です。俺がここに来られたの、あの場所に似てるからあなたが来るんじゃないか、って思ったからなんですよ。ほら、旅館に来た日、番頭さんが桜の見える丘があるって言ってたから……葉月さん、秘密基地好きだったでしょう？」

「……うん。すごく大切な場所だったよ」

「俺もです」

　朔也の感慨深そうな表情を見て、葉月も同じ気分になる。

　そして、最後に秘密基地を訪れた日の記憶が蘇った。

　あの日も桜は綺麗で、朔也は泣いている葉月を見つけてくれたのだ。

「……葉月さん、あなたに渡したいものがあるんです」

「う、うん。なに？」

　神妙な声で言われ、どうしたのかと緊張しつつ頷く。

　朔也はジャケットの内ポケットから何かを取り出すと、葉月に手渡した。

　プラスチックのダイヤがついた、小さな銀色の輪っか。

　なくしてしまったはずの指輪だ。

「──っ、これ……！　見つけてくれたの!?」

「書斎に落ちてたので」

「よかった……！　ありがとう」

「いえ」

　朔也は微笑んでいたが、その表情は少し強張っていた。

　レンズの向こうにある長い睫毛も、わずかに震えているようだ。

　──あれ？　朔也くん、緊張してる……？

「礼を言うのは俺のほうです。指輪を持っていてくれて、ありがとうございます」

　葉月の手を取り、朔也が真剣な顔で葉月を見つめる。

　──え、これって……。

　ずっと心の底で望んでいた展開の予感に、葉月の鼓動が一気に速くなった。

「俺もこの十四年間、約束を忘れたことはありませんでした。まだ『誰にも文句が言えないくらい立派』にはなれていませんが、すぐになってみせます。キラキラした指輪も、改めて用意します」

　朔也がそこで一呼吸置き、再び口を開く。

「だから、俺と結婚してください」

　はっきりと告げられた瞬間、葉月は世界のすべてが止まってしまったような気がした。

「……っ」

「どう、でしょうか」

「わ、私で、本当にいいの……？」

「葉月さん以外は嫌です。十四年前にも言ったでしょう？」

　安心させるような微笑みに、ぶわっと涙が溢れる。

　朔也は今度は指の背で葉月の頬を拭ったあと、抱きしめてキスしてきた。

　よく見れば、レンズ越しの彼の瞳も少し潤んでいる。

「ありがとう、朔也くん……」

「葉月さんこそ……俺を見捨てないでくれて、ありがとうございます。すみません、こんなに待たせてしまって」

　朔也は葉月の左手の薬指に思い出の指輪をはめてくれた。

　あのときはサイズの合わなかった指輪が、今ではぴったりだ。

「いいよ。今日、迎えに来てくれたんだから。ほら、ヒーローは遅れてやってくるって言うし」

　葉月が本心から笑うと、朔也も嬉しそうに微笑む。

　それから、またジャケットの内ポケットに手を伸ばした。

「昔、この指輪を渡したとき『幸せにする』って約束したの覚えてますか」

「うん。もちろんだよ」

「もう一度誓います。俺は絶対にあなたを幸せにする」

　朔也の手が葉月の目前に何かを突き出す。

　銀色のボールチェーンにぶら下がった、小さな赤い戦隊ヒーロー。

　それはあの別れの前日に葉月が贈った、ドラゴンレッドのキーホルダーだった。

「こいつが証人です」

　朔也がいたずらに成功した子どものようににやりとする。

　葉月は驚きに言葉が出なかったが、少しして思わず笑いがこみ上げた。

　朔也も声を上げて笑う。

　二人が明るく笑い合ったのは、十四年ぶりだった。
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　朔也としっかり手を繋ぎ、雨の露をまとって輝く竹林の小径を抜ける。

　空から黒い雲は消えていた。暖かいそよ風が吹き、桜の花や湿った木々の香りを含んだ春の匂いがする。

「……くしゅっ」

　離れの玄関に入ったところで、朔也は妙に可愛らしいくしゃみをした。

「大丈夫？　朔也くん、ずぶ濡れだから……早くお風呂に入ってあったまったほうがいいよ」

「ええ、葉月さんの次に入ります。あなたも雨の中にいたんですから先にどうぞ」

「私は大丈夫、屋根の下にいたから濡れてないし」

「俺も新しい服に着替えれば大丈夫です」

「駄目だよ、朔也くん風邪ひいちゃう」

　涼しい顔で書斎に向かおうとする朔也のジャケットの裾を、葉月は慌てて掴んだ。

　──こうなると頑固なんだよね……そうだ！

「じゃあ、一緒に入ろう。室内のお風呂と露天風呂で別れたら大丈夫だよね？」

「葉月さん……いったい何を言い出すんですか」

「朔也くんに風邪ひかせたくなくて」

　手を離さないでいると、朔也は眉を寄せて小さく唸り、少ししてから頷いた。

「……あなたがそこまで言うなら、わかりました。俺は露天、葉月さんは室内にしましょう。俺はあなたより先に入って、あなたより後に上がりますから、お互いにすれ違うことはありません」

「う、うん、わかった。けど大丈夫だよ、そんなに気を遣ってくれなくても」

「大丈夫じゃありません。それじゃ、行ってきます。三分……いや、一分経ったら、葉月さんも洗面所にどうぞ」

　思ったよりも厳格な態度に戸惑いつつ、勢いに呑まれて頷く。

　朔也はあっという間に洗面所の扉の奥に消え、葉月はすることもないのでその前に立った。

　──なんか他人行儀な感じだな。私たち、昨日の夜だって……あんな状況だったけど、お互いの裸を見てるのに。

「葉月さん」

「わっ、な、なに？」

　扉の向こうから呼びかけられ、思わず肩が跳ねる。

「すみません、あなたを拒絶してるわけではないんです。もし……裸で会ってしまったら、あなたが昨日のことを思い出してしまうんじゃないかと思って」

　固い声から、朔也が自分を責めていることがわかった。

　──そっか……私のことを気にかけてくれてたんだ。

　──けど、もう仲直りもできたし、そこまで負い目を感じなくてもいいのに……。

「さ、朔也くん。あのね」

　葉月はひとしきり悩んでから声をかけてみたが、朔也はすでに洗面所にはいなかった。
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　──どうしよう、本当にやる……!?

　数分後、葉月は露天風呂に繋がる引き戸の前で立ち尽くしていた。

　朔也のいる屋外に突入すべきか悩みつつ、頼りないサイズのフェイスタオルで体の前面を隠し直す。

　裸を見せるのは初めてではないが、自分の意志では初めてだ。

　それが、こんなに緊張するなんて。

　──朔也くんに気にしないでって伝えたいけど……自分からこんな格好で出てって、いやらしいって思われないかな。

　──け、けど、思われても朔也くんが嫌じゃないなら、私……駄目だ。やめよう、変なこと考えるの。

　扉越しに露天風呂の様子をうかがう。

　朔也がシャワーブースを使っているらしき水音が止んで、少し経っていた。

　おそらく彼は今、浴槽に浸かっているのだろう。

　──今がチャンス、だよね。

　勇気を振り絞り、引き戸を開ける。

　ガラッ、という音に浴槽にいた朔也が驚いた顔で振り返り、またすぐ弾かれたように前を向いた。

「どう、したんですか」

「ごめん、驚かせて……一緒に入ってもいいかな」

　動揺しているのか朔也の返答が遅れているのをいいことに、葉月は浴槽に近づいた。

　震える手でタオルを取ってかけ湯をし、朔也から一人分離れた場所に足を踏み入れる。

　──心臓が飛び出そう……！

「そ、その、なんていうか……朔也くんに伝えたいことがあって」

「……はい」

　隣の朔也をおそるおそる見やると、彼は無表情のままだったが明らかに緊張していた。

　正面を向いたままで、葉月を見ようともしていない。

　葉月はまたもどかしい気持ちになり、思い切って朔也の隣に腰を下ろした。

「……朔也くんに、私を見てほしいの！」

　思ったより大きな声が出てしまったせいか、朔也が振り向く。

　その拍子に視界へ裸の葉月が入ったらしく、彼は慌てて再び前を向いた。

「い、いきなりどうしたんですか。駄目です、そんな」

「駄目じゃないよ。ほら……見て。そこまで気にする必要なんてないんだから」

「そこまで、って」

「朔也くんが私を大切にしてくれるのは嬉しい。でも、許されちゃ駄目、って一人で決めるのはやめたんでしょ？」

　湯の中で朔也の手に手を重ねてみると、彼がはっとした様子で葉月を見る。

　以前ならこんなことは言えなかっただろうが、展望台で想いが通じ合った経験が葉月に勇気をくれた。

「私の気持ちを聞くべきだった、って言ってくれたよね。だから……今、聞いてみてくれない？」

　朔也はまだ少し戸惑った顔をしていたが、やがてこくりと頷いた。

「はい。聞かせてください」

「ありがとう。昨日あったことは……確かに大事件だったけど、たくさん謝ってもらったし、もう決着はついてると思うんだ。だから、朔也くんは自分を責めすぎないで。私は朔也くんに見られたり……だけじゃなく、触られたり、だって」

　説得のためとは言え大胆すぎるかも、と途中で恥ずかしくなってうつむく。

　しばらく経っても朔也の反応がないので不安になって顔を上げたら、彼は驚いた表情のまま固まっていた。

「ご、ごめん！　下品だったよね。幻滅した？」

「……いえ、その逆です。ありがとう、葉月さん。またあなたに助けられてしまいましたね」

　苦笑する朔也を見て彼の心の扉がまた一つ開いたのを感じ、胸が温かくなる。

　葉月の手の下で、朔也は手をもぞつかせた。

「お言葉に甘えて、手を握ってもいいでしょうか」

「もちろん！　手だけじゃなくて、朔也くんの好きなところいっぱい見て触って。好きなように、好きなだけ」

　喜んで深く考えずに話すと、朔也がなぜか照れたように目を伏せる。

「どうかした？」

「いえ。天然で言ってるんだろうなと思って。その……きわどいことを」

「ん？　……あっ」

「やっぱり。ほんと可愛い人ですね、あなたは」

　朔也の微笑みに悪い意味はないとわかっているが、葉月は恥ずかしくてもう一度うつむいた。

　自分の白い胸元が視界に入って、二人とも裸なのだと改めて意識してしまう。

　湯で一応隠れてはいるが、隣にいる朔也には胸の先端まで見えてしまっているはずだ。

　──昨日も一昨日も、見せちゃったけど……。

　つい思い出し、鼓動がさらに速まる。

「……あ、あの。天然だったけど、いいよ」

「え？」

「そういう意味でも、いっぱい見て、触ってほしい……から」

　顔は上げられないが、勇気を振り絞る。

　見てはいないものの朔也の驚きが伝わってきて、やりすぎたかと不安と羞恥で頬が熱くなった。

「……いいんですか」

　朔也の少し吐息が混じった低い声に、ゾクッと体の芯が痺れる。

「うん……」

　葉月は自分の手を包み込んだ長い指に指を絡めた。

　朔也がもう一方の手で葉月の顎先に触れ、顔を上げさせる。

　視線が合うのと同時に、頭が真っ白になった。

　何も言えずに見つめ合っているうちに、二人の間の空気が湯気のせいだけではない湿度と熱を帯びる。

「ん……」

　気づけば、唇が重なっていた。

　そのまま何度も触れ合うだけの優しいキスを繰り返す。

　朔也は絡ませたままの指を動かし、ゆっくりと葉月の指の間を愛撫した。

　水かきをなぞられ、くすぐったい快感が葉月の背筋をざわめかせる。

「葉月さん」

「な、なに……？」

「ありがとうございます。あなたを見て、触ってると……すごく、幸せな気分になる」

「……っ、私もだよ」

　至近距離で微笑まれ、心臓が痛いくらいドキドキする。

　いつの間にか二人の距離はさらに縮まり、隣り合った腿と腿が密着していた。

「あっ」

　唐突に親指の爪先で掌をかりっと引っかかれて、口から声が漏れる。

「今の、すごく可愛い」

　耳元に顔を寄せてきた朔也に囁かれ、今度は肩が小さく跳ねた。

「今のも」

　朔也が耳に口づけてくる。

　ちゅ、ちゅ、とキスされる音や少し荒くなった呼吸をすぐそばで聞かされ、体が熱くなった。

　たくましい腕に腰を抱かれ、朔也との体格の差を思い知らされる。

　簡単には逃げられないのだと思うと、さらに熱が高ぶった。

「ここも、いいですか……？」

「うん……触って」

　朔也の温かな掌が優しく乳房を包む。

　触れられてもいない下腹部の奥が疼いて、葉月はもじもじと腿を擦り合わせた。

　軽く身をよじったら腕が浴槽に当たり、ここが外だと思い出す。

　──こんなところでずっとしてたら駄目だよね。

　──でも、もう少しだけこのまま……。

「あ、んっ……」

　親指の腹で胸の先端を撫でられ、つい声が漏れてしまう。

　顔を背けて手で口を押さえると、耳の縁に熱い舌が這わされた。

　膝が震え、とろりと愛液が秘裂から溢れ出す。

「……もっとしたい。部屋、戻りませんか」

　耳の中へほとんど吐息になった声を流し込まれて、葉月は小さく頷いた。
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　やや乱暴に寝室の襖を閉めるのと同時に、朔也は背後から葉月を抱きしめてきた。

　浴衣の薄い布地越しに彼の熱い肉体を感じる。

　尻に硬いものが当たって、葉月もより体温が上がった気がした。

「葉月さん……」

　朔也のどこか切羽詰まった声にゾクゾクしてしまう。

　大きな手が葉月の浴衣の胸元に潜り込んだ。もう一方の手で裾も割り開かれ、内腿を撫で上げられる。

「あ……っ」

　指先が下着もつけていない秘所にたどり着き、びくっと肩が震えた。

「……っ、風呂から戻ってくる間だけでこんなに濡れちゃったんですか？」

「だって……」

「すごく、やらしい」

　耳元で囁かれただけで、鼻にかかった甘い声が漏れてしまう。

　中指の腹で秘裂をなぞられると、体の力が抜けて膝が笑い出した。

「んん……っ、あ、う」

　固くなった胸の頂を指先で愛でられ、切なくてたまらなくなる。

　勝手に脚がねだるように開いてしまい、朔也の指がより大胆に動き出した。

　──だめ、もう立ってられない……っ。

　朔也が葉月を抱き上げ、壊れ物を扱うようにそっとベッドへ下ろす。

　その頬は紅潮し、呼吸は荒い。

　表情は乏しかったがそれがかえって興奮を物語っていて、きゅん、と葉月の下腹部の奥が疼いた。

「朔也くん……来て……」

「はい」

　手を伸ばして求めると、朔也が覆い被さってくる。

　キスしながら浴衣の帯をほどかれ、前をくつろげられた。

　窓には厚手のカーテンが掛かっているが、昼の陽光のせいで部屋はそれなりに明るい。

　妙に真剣な顔で裸を見つめられるのが恥ずかしくて手で体を隠したら、朔也が愛おしげに微笑んだ。

「すみません。綺麗だから見たくって」

「そ、そんな、綺麗なんて……」

「いいえ、綺麗ですよ。ここも……ここも」

　頬から首筋、胸元へ、少しずつ朔也の口づけが下りていく。

　うっとりした声や吐息が肌を撫でる感触もいやらしく、葉月は小さく身をよじった。

　朔也が葉月の体を隠す手をそっとどける。

「あ……！」

「ここも、すごく綺麗です」

　胸の先端にもキスされ、敏感なそこを熱い口内に含まれた。

「や、ぁんっ……」

　柔らかな唇で吸い付かれたり、硬くした舌の先で小刻みにくすぐられたり、優しい愛撫に高められる。

　もう片方の胸の頂も指先で撫で回され、つい嬌声が漏れてしまった。

　自然と背中が仰け反る。下腹部の奥が切なくて、内腿をぎゅうっと押しつけ合った。

「もっと可愛い色になりました」

　朔也が口を離したときには、桜色だった乳房の先端は充血して濃い桃色に変わっていた。

　硬くしこったそれをくりくりと転がされ、恥ずかしいのに感じてしまう。

「……葉月さん、甘い匂いがする」

　胸の真ん中に口づけられ、白い肌に赤い痕がつく。

「美味そう」と小声で呟くのが聞こえ、期待にゾクッと鳥肌が立った。

　次は下腹部に唇が落とされ、また印を残される。自分のものだと主張されているようで嬉しかった。

「続けてもいいですか？」

　朔也が誠実そうな、だがどこか情欲の潜んだ上目遣いで尋ねてくる。

　低く囁く声もたまらなくて、葉月はこくこくと頷いた。

「ん……っ」

　腰骨に甘く歯を立てられ、小さく膝が跳ねる。

　気づけば、溢れた愛液に内腿までもが濡れていた。

　朔也に脚を開かされ、外気に触れた秘所がひやりとする。

　──やっぱり恥ずかしいよ……はしたない、って思われたら……！

「こんなに濡れてくれて嬉しいです」

「さ、朔也くん……」

「ふふ。葉月さんの恥ずかしがってる顔、可愛い」

　朔也は目を細めて微笑み、秘裂に指を這わせた。

　ぬるぬるした感触を楽しむようにそこを何度か撫でたあと、蜜口に指先を少しだけ沈ませてくる。

　その感覚に昨日の快感まで思い出して、葉月の鼓動が高鳴った。

「は、ぁ……っ、あ……」

　ちゅぷ、ちゅぷ、と音を立てて出し入れを繰り返される。

　早く入ってきて、と言うように入り口が朔也の指に吸い付き、奥が疼いた。

「……こっち向いてください」

　朔也が手を離し、衝動を逃がすように熱い溜め息をついてから深く口づけてくる。

　頭に響く水音にくらくらした。

　腕の中に閉じ込めるようにきつく抱きしめられ、葉月もおそるおそる朔也の首に腕を回す。

　密着した朔也の脚の間から硬い熱が伝わって、興奮が背筋を駆け上った。

　──これが私の中に入るんだ……。

　昨日は貫かれただけだったのに、それでも気持ちよくなってしまった。

　あれが動いたらどうなるんだろう。想像しただけで、呼吸がもっと荒くなる。

　──だめだ、こんな妄想するなんて。け、けど、朔也くんがしたいなら私、すぐにでも……！

「葉月さん」

「うん……」

「もっといっぱい慣らしましょう」

「え？」

　思わず残念そうな声が出てしまい、かっと頬が熱くなった。

「俺もすぐに欲しいですけど」と朔也も照れつつ、葉月から体を離す。

「……昨日してあげられなかった分、優しくさせてください」

　切ない表情で、そっと髪を撫でられる。

　どんなに大切に思われているのかそれだけでわかって、心臓が痛いほど震えた。

「いい、でしょうか」

「……うん。ありがとう、すごく嬉しいよ」

「いえ。俺のほうこそ、ありがとうございます」

　朔也が微笑み、秘所へゆっくりと中指を挿入していく。

　弱い恥骨の裏を指の腹が通り過ぎる感覚に、葉月は詰まった吐息を漏らした。

「すみません、痛かったですか」

「んっ……違うよ。気にしないで」

　それどころか気持ちよくて、嬌声が出てしまいそうだ。

　せっかく朔也が気遣ってくれているのだから下品にねだりたくなくて、どうにか真面目な表情を繕う。

「あ、っ……」

　くっ、くっ、と中の指が腹側の肉壁を持ち上げる。

「大丈夫ですか」と再度尋ねられた。

　快感に耐えながら頷くと、指が二本に増える。それは狭い中をやわやわと揉みほぐし、そこを広げていった。

「しばらく続けますね」

「……っん、わ、わかった……っ」

　スローペースで何度も性感帯を絶妙にかすめていくその動きが、もどかしくてたまらない。

　葉月は体を強張らせ、枕をぎゅっと握った。

　──だ、だめだ、朔也くんは準備してくれてるだけ。

　──気持ちよくなりすぎたら引かれちゃう、かも……っ。

　腰をくねらせそうになるのを我慢し、息を浅く吐く。

　朔也はもう片手の指先で秘裂を割り開いた。

　くち、と湿った音がして、健気に膨らんだ濃い桃色の花芯があらわになる。

　驚きと羞恥に葉月が脚を閉じる前に、朔也の唇がそこに近づいた。

「ひあっ……!?」

　花芯が熱いものに包まれ、体に電流が走る。

　爪先から一気に強烈な疼きが押し寄せ、背中がシーツから浮いた。

「え、あ……っ、あぁあ……っ!!」

　何が起きたのかも理解できないまま、ただ絶頂を味わわされる。

　その間も朔也の指は痙攣する膣を優しくほぐし続け、容赦なく追い立ててきた。

「大丈夫ですよ。いっぱい気持ちよくなってください」

　吐息が当たるだけでくすぐったい達したばかりの花芯に、もう一度口づけられる。

「──……!!」

　葉月は声にならない悲鳴を上げ、再び大きく仰け反った。

　充血しきった突起を根元から吸引され、ちろちろと撫で回される。

　もはや快感と言うより熱感に近いものを感じて必死で腰を引こうとするが、力が入らない。

　恥骨の裏を押し込まれつつ舌先で強く花芯を弾かれ、葉月はあっけなく二度目の絶頂に達した。

「あ……！　あ……!!」

　体験したことのない凄まじい快感が、感覚すべてを焼き尽くす。

　気づけばベッドに沈んでいて、震えながら荒い呼吸を繰り返していた。

「は……ぁ……」

　にゅる、ともはや違和感もないほどなめらかに膣から指が抜けていく。

　丹念にほぐされたせいで開いた蜜口から、内部の痙攣に合わせて熱い愛液が垂れ落ちた。

　葉月を見下ろした朔也が、ごくりと喉仏を上下させる。

「葉月さん、いいですか？」

　囁かれ、葉月は小さく頷いた。

　朔也が一度ベッドを下りてサイドチェストを開け、小さな紙の箱を取り出す。

　葉月もちらっと薬局で見たことがある、赤い箱のコンドームだった。

「あ……そんなところに……」

「婚約者と一緒に泊まる、って予約取りましたからね」

　恥じらう葉月を愛でるように朔也が笑う。

　当然と言えば当然なのだが、旅館の人たちに朔也と性行為をすると知られていたのだと思うと頬が熱くなった。

　朔也がベッドに戻り、浴衣を脱ぐ。

　露天風呂で一度は盗み見たものの、現れた美しい裸体に葉月はついどぎまぎしてしまった。

　朔也は意外と筋肉質だ。

　広い肩、厚い胸板。その下へ何気なく視線をやったら割れた腹筋と力強く立ち上がった性器が見えて、慌てて顔をそらす。

「ほんと可愛いですね、葉月さんは」

「もう、そんなことないよ……」

「本気ですよ。あなたぐらい可愛い人、他のどこにもいません」

　避妊具をつけ終わった朔也が、葉月に覆い被さって軽いキスを落としてくる。

　ふわりと石鹸と彼自身の香りに包まれ、鼓動の間隔が跳ね上がった。

　緊張に固まっていると、大きな掌が葉月の頭を撫でる。

「さ、朔也くん」

「大丈夫。絶対に優しくしますから。信じて」

　真剣な瞳に見つめられ、胸の奥がぽっと温かくなる。

　──そうだよね。朔也くんなら、絶対大丈夫。

　そう思うと体の余計な力みが消えて、ただ愛おしさが湧き上がった。

「……うん。信じてるよ」

　微笑んだ葉月に朔也も微笑む。

「力、抜いててください。痛かったらすぐに教えてくださいね」

「わかった」

　とろけた蜜口に硬くて太いものがあてがわれる。

　馴染ませるように軽く前後にスライドしたあと、それが内側へ入り込んできた。

「っ、ん……」

「大丈夫ですか……？　息、ゆっくり吐いて」

「は……っ、うん、大丈夫……」

　丁寧にほぐされた隘路が、じっくりとだが確実に朔也を受け入れていく。

　圧迫感はあるものの、決して痛みはなかった。朔也が手を握ってくれるのを喜べる余裕だってある。

「あ……！」

　とん、と下腹部の奥がノックされた感覚に、葉月は声を漏らした。

　──すごい……こんな、奥まで朔也くんのが……。

　本能的な幸福感が湧き上がり、聞かれる前に「痛くないよ」と笑いかける。朔也はほっとしたように表情を緩めた。

「頑張りましたね」

「朔也くんが優しくしてくれたから……」

　また頭を撫でられて、葉月のほうが年上なのに嬉しくなってしまう。

　キスを繰り返しながら抱き寄せられ、葉月も朔也に抱きついた。

　汗ばんだ大きな体にすっぽりと包まれて、自分とは違う体温や骨張った硬さ、重み、匂いを感じる。

　──何でだろう、初めてなのに安心する。

　──それに、すごく幸せ……。

「葉月さんの中、気持ちいいです。でも、好き勝手にしたりしませんから……痛くないように、最初はゆっくり動きます」

「う、うん。よろしくお願いします」

「ふふ。可愛い返事ですね」

　奥で馴染んでいた朔也の性器が、じわじわと引き抜かれていく。

　穏やかな動きだからこそ、朔也の形やその傘に柔らかく媚肉を引っかかれる感覚までもが伝わってきた。

　着実に下腹部へ熱がこもって、ゾクゾクが止まらない。

「んぁ……っ！」

　戻ってきた性器の先端に優しく最奥を押し込まれた瞬間、体中に鈍く重い快感が響いた。

「大丈夫ですか？」

「んっ、だいじょうぶ……っ」

　溢れた愛液でぬるつく肉襞を、ゆっくりと前後に動く性器が舐め回す。

　ぬち、ぬぷ、と接合部から遠慮がちに漏れる水音と、お互いの荒い息遣いが重なった。

　──だ、だめ、さっきと同じ。これは準備なんだから感じすぎちゃだめ……！

　どんどん高ぶる熱に思わず朔也の手を握りしめる。

　朔也は心配そうに葉月の顔を覗き込んできた。

「ほんとに大丈夫、だから朔也くんも……っ」

「……っ、駄目ですよ。そんなに煽らないでください」

　うっかりねだってしまうが、無理をさせたくない朔也はまだ遅く弱い抽送を続けるつもりのようだ。

　我を忘れるところまでは行けないもどかしい快感が、何度も何度も葉月を苛む。

　堪えようとするものの、だんだん声を殺せなくなり、脚の爪先がぎゅっと丸まった。

　──どうしよう、お腹の中、熱い。もっと欲しいよ……！

「朔也くんっ、わたし……」

「痛いですか？」

「ちがう……っ、あ、あの、なんでもない……」

　ねだりたいけれど、真剣に気遣ってくれる朔也にいやらしいお願いなんて言えるわけがない。

　その間も快感はどんどん積み上がっていった。

　決定的な衝撃が与えられないまま、常に絶頂寸前を漂わされる。

　葉月は強く朔也の手を握り、顔を真っ赤にしながら静かに身悶えた。

「……葉月さん、可愛い」

　朔也が食い入るように葉月を見つめている。

　最初は思いやりから動いていた穏やかな腰遣いが、徐々にわざと葉月を高ぶらせ、追い詰めるものへと変わっていった。

「あっ、あ、ぁ……っ！」

「本当にもう、痛くないんですね？」

「んっ、へいき……だ、だから……」

「だから、何でしょう？」

「ひ……っ、あぁ……！」

　絶頂を許されず、ひたすら優しくなぶられる、

　やっと解放されたときには、葉月の体はすっかり快楽に支配されていた。

　もう何も考えられない。息は弾み、汗に濡れた肌は紅潮して、力の入らない脚は大きく開いたまま戻らなかった。

　不規則にひくつく媚肉はねっとりと朔也の性器に絡みつき、溢れた愛液が朔也の茂みやシーツまで濡らしている。

　まだ少しだけ理性が残っているのに、はしたなく腰をくねらせるのが止められなかった。

「……もっと激しくしてもいいですか」

　呼吸を荒くし、眉間に皺を寄せながら朔也が尋ねる。

　葉月は話すこともできず、何度も頷いた。

「じゃあ、行きますよ」

　朔也が繋いだ葉月の手をベッドに押しつけ、上から体重をかける。

　一気に奥深くまで押し込まれて、ぷちゅっ、と接合部からいやらしい音が漏れた。

「あ、あっ、あ、あぁあ……！」

　律動が始まり、喉から嬌声がほとばしる。

　恥骨の裏をえぐられ、子宮口を突き上げられると、さんざんじらされた体には酷なほど強烈な快感が走った。

　電流のような衝撃が下腹部の奥から全身へ広がり、視界に星が散る。

「気持ちいいですか？」

　恥じらったり言葉で答えたりする余裕がなくて、葉月は朔也の手を握りしめてまた何度も頷いた。

　自分自身の感覚についていけず、ただ涙を流して喘ぐしかない。

「俺も、すごくいいです」

　うねって絡みつく媚肉に、朔也が歯を食いしばって耐える。

　無意識に逃げようとする葉月の腰を大きな手が引き寄せ、猛った雄が弱い場所を狙って責め続けた。

「だめ、だめぇ、そこ……っ！」

「駄目じゃないでしょ？　いいですよ、このまま……」

　朔也が意地悪く微笑み、耳元に顔を寄せてくる。

「イッてください」と囁かれた瞬間、葉月の頭の中で何かが白くスパークした。

「あ、あ、～～～……ッ!!」

　声にならない声を上げ、朔也にきつくしがみつく。

　生まれて初めての、深く強烈な絶頂だった。

　体の内側で何かが破裂して一気に全身を満たしたような、背骨が芯からとろけてしまったような。

　勝手に腰がびくびくと浮き上がり、痙攣する膣が朔也の性器を奥へ引き込む。

「……っ、く……」

　低くくぐもった声が聞こえ、葉月は反射的に瞼を開けた。

　朔也のひそめられた眉。葉月だけを見つめる瞳。荒く熱い息。

　快感を堪える雄の色気にゾクゾクと本能が疼く。

「葉月さん……っ、すげえ可愛い……」

　辛抱たまらないと言いたげにキスされて抱きしめられ、嬉しくて仕方なかった。

　葉月も涎が垂れるのも構わず舌を絡め、湧き上がる愛おしさに溺れる。

「はぁっ、すき、朔也くん、すきぃっ」

「俺も好きです……！」

「ぁん、あぁ、あっ、ひあぁっ……！」

　抽送がより激しくなり、ベッドが軋む。

　濡れた肌の上で互いの汗が混じり合い、接合部では粘着質な透明の糸が二人を繋いでいた。

　朔也の性器がぐっと膨らみ、絡みつく肉襞を押し広げる。

　さらに大きくなったそれで性感帯をえぐられ、快感が終わらない。

「あ、んぅ、あ、あっ」

　泣きじゃくり、朔也の腰に脚まで絡めてすがりつく。

　朔也も葉月の唇を奪いながら、追い立てるように何度も何度も腰を打ち付けた。

　ひときわ強く奥を突き上げられたところで、不意に律動が止まる。

　どくん、と中で雄が脈打ったのがわかった。

「葉月さん……！」

　朔也が獣のような荒い息遣いでうめき、葉月を抱く腕に力を込める。

　気づけば葉月も再び絶頂していた。

　一人でも十分すぎたのに、一緒に達するともっと気持ちいい。

　包み込むように抱きしめてくれる熱い体。汗まみれの肌越しに伝わってくる速い鼓動。

　体だけでなく心まで満たされ、幸福感に酔いしれる。

「……葉月さん」

　もう一度名前を呼ばれて目を開けると、朔也が愛おしそうに葉月を見つめていた。

　胸の中で強烈な幸せが弾けて、涙が溢れてくる。

　言葉も忘れて口づけたら、朔也は驚いたように笑ってキスを返してくれた。





　　◇






　食堂の座敷の大きな窓に、快晴の空と美しい庭が広がっている。

　爽やかな朝の空気の中、朔也と葉月は目の前の膳に手もつけずに頭を下げていた。

「──というわけだったんだ。今まで騙しててすまなかった」

「申し訳ありませんでした……」

　これまでのいきさつを──偽装婚約を企んだことや、昨日本当に婚約したことを白状され、すみれは目を丸くしている。

　その隣に座っている静馬は、何を考えているのかわからない微笑みを浮かべていた。

「朔也、あんた偽装婚約って……葉月を巻き込んで何してんの」

「わかってる。一生かけて償うつもりだ」

「そんな、納得してたし私は大丈夫。すみれと静馬さんを騙してたのは償わないといけないけど……」

「それはまったく構わんぞ、葉月ちゃん」

「え？　で、でも」

「朔也と葉月ちゃんが演技をしていたのはわかっていた。それに、騙していたのは私たちも同じだからな」

　静馬の言葉に、葉月と朔也は目を見開いた。

　すみれも驚いたらしく、慌てて静馬に向き直る。

「えっウソでしょおじいちゃん！　あたし全然気づいてなかったんだけど……！」

「言わんほうがうまく行くと思ってな。朔也たちにも、すみれにも」

「けっ、けどさ」

「ちょっと待て、二人とも」

　朔也が険しい顔で二人の会話を止める。

「ジイさん、騙してたってどういうことだ」

「お前と葉月ちゃんが許嫁というのは嘘、ということだ」

　──う、嘘……!?

「ついでに言うと、お前は私がもうすぐ死ぬと思っているかもしれんがそんなことはない。残り時間が短いとは言ったが、たとえ健康体でも老人は皆そうだろう？」

「は……？　おい、冗談でも言っていいことと悪いことがあるだろ」

「私が死ぬと思えば、お前は葉月ちゃんとの喧嘩をやめられるんじゃないかと考えてな」

「──っ」

「あーっ、はいはい、ストップストップ！　朔也、葉月、ほんっとごめん！　これはいろいろ事情があってさ」

　思いきり眉間に皺を寄せる朔也をすみれが手で制し、申し訳なさそうに葉月を見る。

「すみれ……ど、どういうことなの？」

「説明するよ。どっちみち今日この場でバラすつもりだったから」

　すみれが真剣な表情になり、咳払いする。

　朔也はまだ不機嫌そうな顔のままだったが、黙ってすみれの話を聞くつもりのようだった。

「その……あたしが言い出したんだ。『朔也と葉月が許嫁だって嘘をつこう』って」

「すみれが……？」

「うん。きっかけは三ヶ月くらい前……おじいちゃんから相談を受けたことだった」

「朔也がきな臭い弁護士に近づいている、と古い友人から聞いてな。このままではまずいと思った」

　きな臭い弁護士、とはレイラの父──一ノ瀬のことだろうか。

　──そういえば、すみれは「おじいちゃんが朔也のことを心配してあたしに聞いてくる」って言ってた。そのことだったのかな……。

「どうにか朔也を助けたいけど、あたしたちじゃうまく話ができない。それで悩んでたとき……葉月の話を聞いて、希望が見えた気がしたの」

「私の？」

「うん。あのスペインバルで……覚えてる？　ずっと朔也との約束が叶うのを待ってる、って言ったよね。葉月が朔也をそこまで想ってくれてたって知って、二人を再会させたら全部うまくいくんじゃないかって思った。朔也も昔を思い出して『いいやつ』に戻るかも。葉月もやっと想いが報われるはず、って」

「それで、すみれと私は私の遺産を利用することにした。あの弁護士に近づいた、ということは、朔也は金を必要としているに違いない。私が遺産を生前贈与すると言えば、奴はきっと私に会いに来るはず。許嫁の葉月ちゃんと一緒にならなければ金が手に入らないと言えば、彼女を迎えに行くはず、と……葉月ちゃんのおじいさんとの念書は偽造した。彼とは競艇仲間でな、勝手にそういう契約をしかねない人だと知っていたから」

「旅行についても、計画のうちだったんだ。一緒の部屋で何日か過ごさせれば、自然と結ばれるんじゃないか……って。でも初日に朔也と葉月が話してるのを見て、もう二人はくっついたんだってあたしは思ったんだけどね。だってほら、『あーん』とかしてたし」

「そ、それは忘れて……！」

　恥ずかしいことを蒸し返され、葉月は慌てて話を遮った。

「とにかく、二人とも騙しててごめん！」

「私も、すまなかった。葉月ちゃんにはとくにつらい思いをさせてしまったな」

　今度はすみれと静馬が頭を下げる。

「ふ、二人とも顔を上げてください。お互いおあいこです。それに、私は……これでよかった。むしろ二人にお礼を言いたいくらいです。だって、朔也くんにもう一度会えたんだから」

　葉月は話しながらも隣の様子をうかがった。

　先ほどから難しい顔をして黙っていた朔也が、視線に気づいて葉月を見る。

　彼は葉月を安心させるように頷くと、静馬たちに向き直った。

「二人にいろいろ言いたいことはある。俺が言えたことじゃないけど、『勝手に葉月さんを巻き込むな』とか。でも、彼女がこう言ってくれるなら……俺も同じふうに思うよ。この人にもう一度会えるチャンスをくれて、ありがとう」

　座卓の下で、朔也が軽く葉月の手を握る。

　その仕草に愛情表現だけでなくわずかな朔也の緊張を感じて、葉月は手を握り返した。

「……それと、俺を心配してくれたのもありがとう。俺は今まで、昔した喧嘩とか家柄のハンデとか……そんなのばっかに引っかかって、二人が俺を思いやってくれてるのを知ろうともしてなかった。けど、これからはそうならないようにする」

　ぽつぽつと語る朔也の声のテンポはいつもよりも遅く、朔也が深く考えながら話しているのがわかる。

　──朔也くん……昨日の約束通りだ。家族のこと、きちんと向き合うって言ってたもんね……。

「二人とも、これまで心配かけてごめん。何年も拗ね続けて、まともに話もしないで……ごめん」

「朔也……」

　すみれの目が潤んでいるのが葉月からも見えた。

　静馬は驚いたような、喜んでいるような、何とも言えない顔をしている。これまでの微笑みとはどこか違う、素の表情に見えた。

「ジイさん、確かに昨日は助かった。『残り時間がない』ってのがショックで自分を見つめ直せたよ。けど、今度また死ぬとかそういうこと言ったら怒るからな」

「ははっ……朔也は優しいな」

　照れ隠しなのか眉をひそめてみせる朔也に、静馬が心底嬉しそうに笑う。

　──よかった。ようやく仲直りできたんだ……。

　そう思うと葉月も目頭が熱くなって、ぽろっと涙がこぼれた。

　朔也が隣の葉月を見て微笑み、ハンカチを渡してくれる。

「あ、ありがとう……ごめんね、横から勝手に」

「何です、『勝手に』って。もう葉月さんも家族になるんだから他人事じゃないでしょ」

「……そっか。そうだよね……」

「はい」

　その言葉で、さらに涙が溢れてしまった。

　顔を上げると、静馬とすみれも微笑んでいる。

「ありがとう、葉月ちゃん。君のおかげだ」

「いえっ、そんな……！」

「朔也、葉月これ以上泣かせたら承知しないからね。幸せにしてよ」

「当たり前だ」

「も、もう、朔也くんまで」

「はっはっは、いい夫婦だな」

「ほんとほんと」

　祝福されて嬉しいが、少し恥ずかしい。

　朔也もさすがに照れたらしく眼鏡を直しかけたが、その前で手を止めて「いい夫になれるよう頑張る」と宣言してみせた。










エピローグ　「これからずっと一緒にいるんだし」









　人生の転機となった温泉旅行の二週間後、葉月は都内の一流ホテルにあるフレンチレストランの個室にいた。

　西洋画が飾られ、シャンデリアやレースカーテン、白いルネサンス風の家具に囲まれた室内は華美そのものだ。

　テーブルに並ぶ料理はどれも長い名前で馴染みがないものばかりだし、つい緊張してしまう。

　そんな場所になぜいるのかと言うと、その豪華さが葉月の母の好みだからだった。

　葉月と朔也は婚約の報告を兼ねて、葉月の母と昼食を取っていた。

「やだぁ、朔也さんったら」

　よそゆきのワンピースを着た母が、うふふ、と聞いたことのない声で笑っている。

　現金な母親に、葉月は内心溜め息をついた。

　葉月の結婚相手があの「ヤクザの孫」と知ったときは怒り狂っていたのに、本人に会った途端にこの調子だ。

　容姿端麗な朔也が営業スマイルで愛想良く接してくれているから、骨抜きにされても仕方ないとは思うが。

「こんなにかっこよくて優しくて、しかも弁護士さんなんて立派だわぁ。私が結婚したいくらいよ」

「そんな、ありがとうございます。ですが、葉月さんも立派なんですよ。職場では次の大型イベントでサブリーダーに選ばれましたし、職員採用試験の推薦も……」

「いいのよぉこんな子なんて持ち上げなくて！　しっかし葉月がこんないい男捕まえて、あの子より先に結婚するなんてねぇ。まあ、あの子も次はもっといい男捕まえるでしょうけど」

　朔也を無視して妹の話題を出され、思わず眉をひそめてしまう。

　──せっかく朔也くんが私の話をしてくれたのに。

　──それに、婚約報告のめでたい場なんだから、破談の話題なんて……。

　旅行から帰ったあと、葉月は妹の結婚が破談になったことを知った。

　前に朔也が用意した動画とは関係なく、男遊びをしていたことを暴かれたらしい。

　婚約者だった彼はお人好しが過ぎたのか、それでも妹を愛していたからなのか、結納の返金を含めた慰謝料の要求はしなかった。

　だから、母と妹は反省すらしていないようだ。

　──あの人は気の毒だったな。どんなに誠実に接したって、どうしようもない人たちもいる……。

　けらけらと楽しそうに笑っている母を見ていると、妹の元婚約者に申し訳ない気持ちでいっぱいになる。

「ほんと、冗談みたいだわ。朔也さん、この子で本当にいいの？　結婚する相手間違えてない？」

「……はは、僕は葉月さんがいいんですよ」

「朔也さんならいくらでも選べたでしょ、こんなのじゃなくて！　葉月ってば鈍臭いしおどおどしてるし、誰も引き取ってくれないと思ってたわー」

　それが面白い冗談かのように、母が葉月を指差す。

　朔也は微笑みを崩さなかったが、挟まれる沈黙や少し低くなった声から、彼が怒りを抑えているのが伝わってきた。

　葉月の母に言い返さないのは、朔也と母を引き合わせた葉月の立場を気遣ってくれているからなのだろう。

　朔也がちらりと葉月を見る。

「怒ってもいいですか」と聞かれているのを察し、葉月は首を横に振った。

　──ううん、私がやる。

　──今までたくさんの人に馬鹿にされてきたけど、誰にも反論ひとつできなかった。でも、私は変わるんだ。

　──もう愛想笑いなんかしない……強い私になるって、朔也くんと約束したんだから。

「お母さん、その話はやめて」

「はあ？　何よ、楽しくお話ししてたのに」

　すごむように睨まれ、幼い頃から刻み込まれた恐怖が反射的に蘇る。

　それでも葉月は膝の上で拳を握り、正面から母を見据えた。

「昔からずっと我慢してきたけど、もうしないことにしたの。私にも朔也くんにも、今後一切失礼なこと言わないで」

　生まれて初めてはっきりと抗議した葉月に、母がぎょっとした顔をする。

「昔は何を言われても私が駄目だから仕方ないんだ、って思ってた。でも、今は私を愛してくれる人のためにも許すわけにいかない。私はお母さんのサンドバッグじゃないんだよ。謝って」

「な、何よ、いきなり……あんた頭おかしいんじゃないの」

「おかしくない。謝ってって言ってるの。私と、朔也くんに」

　一歩も引かない葉月の気迫に押され、母が視線をそらす。

　そのまま母は助けを求めるように朔也を見たが、彼ももう笑ってはいなかった。

　愛する人を侮辱された怒りが、冷たい眼差しに滲んでいる。

「──っ、わ、わかったわよ……ごめん、なさい。これでいいのね」

　母は開き直ったように渋々謝ったが、表情から以前のような不遜さは消えていた。

「うん。ありがとう、お母さん」

　しっかりと母を見つめたまま頷く。

　朔也は健闘を称えるように、テーブルの下で葉月の手を握った。
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「……はあ～」

　すっかり大人しくなった母をホテルのロビーで見送ったあと、葉月は一気に脱力した。

「お疲れ様でした、葉月さん」

　隣に立っていた朔也がねぎらうように葉月の肩を叩く。

「朔也くんもお疲れ様。ごめんね、いろいろ気を遣わせちゃって」

「いえ、仕事柄ああいうタイプの人は慣れてますし。それに、かっこいい葉月さんが見られてよかったです」

「かっこいい……？」

「はい。スカッとしましたよ」

　朔也の言葉に、葉月は母に初めてぶつかっていった自分を思い出した。

　反発したらひどい目に遭う、と昔から怯えていたが、やってみれば意外と大したことはないものだ。

　──でも、もしあの展望台での出来事がなかったら……いつまでもサンドバッグのままだったんだろうな。

　──朔也くんにもう一度会えて、本当によかった……。

「ありがとう、朔也くん」

「俺は何もしてませんよ。ホテルやレストランを決めて予約したくらい。葉月さんが頑張ったんです」

　ようやく笑顔になった葉月に朔也も微笑む。

　だが、すぐにその眉がひそめられた。

「ですが『このまま和解できる』と軽々しくは言えません。あの調子ならしばらくは大人しくしているはずですが……長年の問題ですし、解決にも時間がかかると思います」

　冷静な口調で評する朔也は、いかにも頼れる専門家らしい。

「でも、もう何も心配ありませんから。もしお母さんがまた攻撃してくるようであれば、今後は俺が出ます。葉月さんは十分戦った。あとはあなたの婚約者兼、顧問弁護士に任せてください」

「ありがとう、すごく心強いよ。婚約者兼、顧問弁護士兼、私のヒーローだね」

「光栄です。赤い服でも買おうかな」

「ふふっ」

　冗談を言って励ましてくれる朔也の優しさに、母と対峙したときからずっとあった緊張感がようやく消えていく。

「本当にお疲れ様でした、葉月さん。せっかくですし、ちょっと休んでいきませんか。ここの焼きたてスフレは絶品らしいですよ。俺も食べたいと思ってたんです」

「えっ！　そうなんだ」

　そういえば先ほどカフェを見かけたな、と葉月はその場を見回してみた。

　磨き込まれた大理石の床と柱が光る広大なロビーの奥、大きな装花越しに、ソファが並んだカフェラウンジが見える。

　近くにある赤絨毯の大階段も相まって、とても上品な印象だ。

　──あのお店……かな？

「じゃあ、さっそく行きましょうか」

「うん、楽しみ」

　朔也が葉月の手を引いて歩き出す。

　だが、なぜか彼の足はカフェラウンジではなく、エレベーターホールへ向かった。

「あれっ、朔也くん、あっちじゃないの？」

「こちらで合ってますよ」

　朔也がにやりと笑い、スーツのジャケットの内ポケットから何かを取り出す。

　薄くて小さな白いカード──このホテルのルームキーだ。

「スフレはルームサービスで頼みましょう」

「えっ……!?」

　朔也はそのままエレベーターの中へ葉月を連れ込んだ。

　彼の長い指が最上階へのボタンを押す。

「話し合いで疲れた葉月さんがすぐ休める場所が必要だと思って、一泊取っといたんです」

「そ、そんな理由で……!?」

「ええ。俺、葉月さん大好きなので」

　さらっと告げられた言葉に頬が熱くなる。

　──ここの最上階って……すごく豪華な部屋だよね？　こんなサプライズしてもらえるなんて……！

「明日は葉月さんも俺も休みだし、ゆっくりしていきましょう」

「朔也くん……ありがとう」

「おいで、葉月さん」

　軽く手を引かれて、葉月はおずおずと朔也に体を寄せた。

　たくましい腕に抱かれ、頭を優しく撫でられる。

「頑張った葉月さんを、いっぱい甘やかさせてください」

　低く囁く声は、逆にどこか甘えるようでもあった。

　スーツ越しでも伝わる朔也の体温や、ほのかに立ち上る香水のシトラスの香りまでもが、葉月の心をとろけさせていく。

「いいでしょ？」

　至近距離で微笑まれ、ドキッと胸が高鳴った。

「うん……あっ、駄目だよ。ここ、エレベーターの中」

　無意識に頷きかけてしまったが、慌てて朔也から離れる。

　だが朔也はますます笑みを深め、葉月に近づいてきた。

「さ、朔也くん、ほんとに駄目。誰か入ってくるかも」

「スリルあっていいじゃないですか」

「よくない……っ」

「葉月さんは可愛いですね」

　仕様上、最上階へ向かうエレベーターが途中で誰かに止められることはないが、葉月はそれを知らない。

　知っているが言わない朔也は、壁を背にした葉月の顔の隣に手をついて屈んだ。

「ん、っ……」

　唇を奪われてつい閉じた瞼を開くと、朔也はすぐそばで楽しげに葉月を見つめていた。

　表情こそ意地悪だが、眼差しからは深い愛情が感じ取れる。

　目と目が合った瞬間、葉月の体の奥が甘く疼いた。

「可愛いから、何だってしてあげます。してほしいことがあったら言ってくださいね」

「も、もう、朔也くん……」

　朔也が心底愛おしそうに囁き、葉月の髪を梳く。

　もう片手の指先がスーツのネクタイを緩めたのが色っぽくて、どんどん鼓動が速まっていった。

　普段の生真面目さとはまた違う一面にときめいて、もっともっと朔也を好きになってしまうのが止められない。

「顔、真っ赤ですね。暑い？」

「っ、ええと……」

「……ふふ。ねえ、葉月さん。してほしいことは、言ってくれなきゃわかりませんよ」

　朔也が目を細め、小さく笑い声を漏らす。

　その表情や声にゾクッとして、葉月は下半身から力が抜けそうになった。

　朔也の大きな手が葉月の腰を支え、抱き込んでくる。

　ますます互いの体が密着して、頭の中がオーバーヒートしそうだった。

「さ、朔也くん……」

「何ですか？」

「……キス、してほしい……」

「はい。いいですよ」

　ちゅ、と朔也が可愛らしい音を立てて葉月の唇をついばみ、それだけで顔を離す。

「何でしょう？」

　物足りなくて見上げると、朔也はまだ意地悪く微笑んでいた。

　確信犯だ。

　そうわかったが、もう抗議なんてできない。

「もっとしてほしい？　言って」

　耳元に顔を寄せて吐息混じりに言われ、肩がびくりと跳ねる。

「……もっと、して……」

「わかりました」

　朔也がまた顔を近づけてきたそのとき、チン、とエレベーターのベルが鳴った。

「おっと。野暮なエレベーターですね」

　朔也が葉月の額へ軽く口づけてから体を離し、髪を整えてくれる。

　切なくて朔也を視線で追っていたら、彼はにっこり笑ってもう一度顔を寄せてきた。

「そんな顔しないでください。部屋に入ったらすぐ、いーっぱいしてあげますから」

　耳元で囁かれて、繋いだ手を引かれる。

　この先どうなるのかつい想像してしまって、体の芯がかっと熱くなった。
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　もつれ合うように部屋に入った十五分後、葉月たちは浴室にいた。

「ん、ぁ……っ」

　白い大判のタイルの床に、湯の雫が勢いよく落ちていく。

　止めるのを忘れたシャワーと深いキスの水音が混じり、弾んだ吐息が浴室内の湿った熱気へ溶けた。

　泡立ってもないボディーソープをまとった性急な掌が、お互いの肌を這い回る。

　腰に置かれていた手でぬるりと背中を撫で上げられ、葉月は体を震わせた。

「……ふふっ、もうスイッチ入っちゃってませんか？　先にシャワー浴びてからがいい、お風呂出るまでは我慢する、って言ってたくせに」

「だ、だって、部屋入ってからずっとキスしてるから……」

「してほしいって言ったのは葉月さんですよ」

　朔也が葉月の額に額を合わせ、いたずらっぽく笑う。

　その間も指先は愛でるように葉月の肩甲骨をなぞっていた。

「あっ……！」

　大きな掌が滑ってきて、優しく乳房を包む。

　親指がわざとらしく突起をかすめ、思わず肩が跳ねた。

「もう……っ」

「洗ってるだけです」

　しれっと手が腰に戻る。

　そのまま抱きしめられ、下腹部に朔也の大きくなったものが当たった。

「……さ、朔也くん」

「好きな人の裸見て触ってるんだから当たり前でしょう？」

『好きな人』という単語に、胸の奥がくすぐったくなる。

　朔也の興奮に煽られるように足元から熱が立ち上り、体の内側がそわそわした。

　──このあと、すぐするんだよね。

　──今日はどうされちゃうんだろう。この間は……ああ、だめ。どうしよう、私やらしいことばっかり……。

　思わせぶりに尻を撫で回され、熱が下腹部の奥にまで広がっていく。

　一度意識してしまうと、ボディーソープに滑る互いの肌の感触さえいやらしく思えた。

　朔也の背中を洗っていた葉月の手が勝手に動き出し、朔也のたくましい体の線を撫で下ろす。

　締まった腰から前に回り、腹筋をたどって、短く整えられた黒い茂みへ。

「葉月さん？」

　性器の根元に指がかかると、朔也がさすがに驚いた顔をした。

「……わ、私も、洗ってるだけ……」

　欲望が止められなくて、その幹を軽く握る。

　それは思っていたより熱く、硬い肉の弾力があった。

　普段は朔也に奉仕されるばかりなので、触ったのは初めてだ。生々しい感触に心臓の鼓動がさらに速まる。

　──どうしよう、がっつきすぎって引かれてるかも。

　──でも、もっとしてみたい……いつも気持ちよくしてもらってばっかりだし、たまには私がしてもいいよね……？

「……あ」

　手をゆっくり上下に動かしてみると、朔也の声が震えた。

「ご、ごめん、痛かった？」

「いえ、大丈夫です。けど、どうしたんです？」

　戸惑っている朔也を見たら一気に羞恥に襲われ、葉月は慌てて手を離し顔を伏せた。

「えっと、触ってみたくて……」

「……触ってみたくて？」

「そ、その……好きな人の、だから……」

　白状している途中でさらに恥ずかしくなり、声が途切れる。

　朔也の反応がないので内心冷や汗をかいていたら、突然ぐいっと腰を抱き寄せられた。

　驚いて見上げると、朔也と目が合う。

　その心底嬉しそうな微笑みに、胸が痛いほど高鳴った。

「好きな人のだから興奮して触ってみたくなっちゃった、ってことですか？」

「……う、うん」

「葉月さん、可愛い」

　朔也が笑って葉月の額にキスをする。

　──やっぱり恥ずかしい……けど、朔也くんが喜んでくれてると私も嬉しくなっちゃう……。

「じゃあもっとしてください」と優しく手を導かれ、もう一度握ってみる。

　おそるおそるその先端をさすったら、朔也が小さく吐息を漏らした。

「大丈夫？　痛い？」

「気遣ってくれてありがとうございます。でも、気持ちいいと声が出るのは葉月さんのほうが知ってるんじゃないですか？」

「えっ、そ、それは」

「もうちょっと強くしても大丈夫なくらいですよ。そう……ふふ、上手です」

　背中を撫でて褒められ、少しずつ大胆に手が動き始める。

　ボディーソープのぬめりを使ってなめらかに扱き続けると、掌の中のそれがより硬く、上を向いていった。

　──こんな大きいのがいつも私の中に入ってるんだ。

　──ちょっとびっくりしたけど、こんなに反応してくれて嬉しい……。

「朔也くん、気持ちいい……？」

「……ええ、すごく」

　はぁ、と朔也が熱い溜め息をつく。

　お世辞ではなく本気のようだ。

　まだ緊張はするが、だんだん自分の手で朔也が悦んでくれるのが楽しくなってくる。

　そのうち性器の傘と幹の段差に指で作った輪っかを引っかけると反応がよくなることに気づき、懸命にそれを続けた。

「ん……」

　膨らんだ先端の窪みから、透明な雫がつうっと垂れる。

　朔也はいつの間にか目を閉じて眉をひそめ、呼吸を荒くしていた。

　セクシーな表情にドキドキして、何もされていないのに下腹部の奥が甘く疼く。

「葉月さん」

　突然強引に抱きしめられ、壁に押しつけられる。

　朔也の美しい顔が迫ってきて、酸素すら奪うような深く激しいキスが始まった。

　熱い舌が歯列をなぞり、こじ開けてくる。

　絡み合う肉の感触に体の力が抜け、葉月はすぐされるがままになった。

「は、ぁ……っ」

　瞼を開けると、欲情した雄の瞳が葉月を見据えている。

　これから貪られるのだと瞬時に悟り、期待にゾクッと背筋が震えた。

　長い指先が葉月の脚の間に入り込み、朔也が小さく笑う。

「俺の触ってただけなのに、もうとろとろですね」

　低く囁かれて、かっと頬が熱くなった。

「ち、違う……あっ」

「違わないでしょ？　俺、葉月さんのやらしくて可愛いところも大好きですよ」

「や、あ……っ」

「さっき気持ちよくしてくれて嬉しかったです。頑張ってお礼するので、今日はたくさん気持ちよくなってくださいね」

　揃えられた中指と薬指で、愛液とボディーソープにまみれた秘裂を前後にぬるぬるとなぞられる。

　そのまま左右に割り開かれると、内側からさらに蜜が溢れた。

　それを塗り広げるように優しく秘所全体を撫で回され、切ない疼きに腰が引ける。

「ん？　逃げないでください、ちゃんと洗わなきゃ。こっち来て」

「ぁんっ、だ、だめ……」

「ほんとだ、もう脚ガクガクしてきちゃいましたね。でもお風呂出るまで我慢、でしたっけ」

　腰を抱き寄せられ、いやらしい手つきで弄ばれ続ける。

　耳元で囁かれる少し意地悪な声にすら感じてしまって、あっという間に息が上がってしまった。

　激しい快感は与えられていないのに、必死で朔也にしがみつく。

「出たい？　どうします？　……ふふっ、わかりました」

　何度も頷く葉月に笑いつつ、朔也はシャワーヘッドを取って葉月の体を流してくれた。

　脚を広げるよう促され、その間にも弱い水流を当てられる。

「あ……っ」

　それだけなのにびくんと腰が跳ね、思わず喘ぎ声が漏れた。

「敏感ですね、可愛い……ああ、駄目だ。ここで抱きたくなる」

　朔也は自分の体も流したあと、葉月を先にバスタオルで拭いてくれた。

　一緒に洗面所へ出て、我慢できずにキスを交わしながらバスローブを着せ合う。

「葉月さん、ベッドに行きませんか」

「うん……」

　首筋へのキスの合間に尋ねられたが、力なく一言返すしかできなかった。

　腰を抱かれ、寝室に連れて行かれる。

　ブラウンやベージュなど温かな色合いでまとめられた部屋の中央には、美しく整えられたキングサイズのベッドがあった。

　朔也が飾り枕や掛け布団の足元にかかった帯を取り外し、「どうぞ」とうやうやしく葉月を座らせる。

　そして隣に座るのかと思いきや、なぜか葉月の前に膝をついた。

「えっ、朔也くん？」

「体を洗ったらちゃんと保湿しないと。せっかく肌が綺麗なんですから」

　朔也は微笑み、いつの間に持っていたのか掌サイズのボトルを取り出した。洗面所に置いてあったボディミルクだ。

　乳白色のとろりとした液体を手に出して馴染ませ、掌で葉月の右足首を包む。

「そ、そんなことまで……」

「葉月さんを甘やかしたい、ってエレベーターで言ったでしょ？　それに、さっき気持ちよくしてくれたお礼もしないと」

　大きな手が優しくふくらはぎを揉みほぐし始めた。

　──やだ、すぐにやらしいことされるんだと思ってた。期待しすぎて恥ずかしい……。

　マッサージもなめらかなボディミルクの感触も心地いいが、少しばつが悪い。

　朔也がひざまずいて奉仕してくれているのにも照れくさくなりつつ、葉月は彼を見守った。

　徐々に手が上がっていって、バスローブの裾を割る。

「んっ……」

　温かな膝の裏に冷たい指先が触れて、脚が小さく震えた。

　そこも丁寧に両手の指でほぐされ、くすぐったいような妙な快感が走る。

　その途端、そんなつもりはなかったのに、勝手に下腹部の奥が疼き出した。

　──どうしよう、じれったい……もっと、やらしいところに触ってほしい……。

　──で、でも、真面目にやってくれてるのに、そんなの言えないよ……！

　少しずつ息が荒くなっていく。

　手が離れて期待してしまうが、今度はもう片足の爪先を掌で包まれた。

　──え、まだなの……!?

　ふふっ、と不意に朔也が肩を揺らして笑う。

「すみません。がっかりした顔が可愛くて」

「き、気づいてたんだ……」

「もじもじしてましたから。気持ちいいの隠そうとしてるのもすごく可愛かった」

　今度は簡単に左足へボディミルクを塗ったあと、朔也がベッドの端に腰を下ろす。

　葉月はその脚の間に座らされ、背後から抱きしめられた。うなじに軽く口づけられて、肩が小さく跳ねる。

　朔也は葉月の耳の後ろでまだくつくつと笑っていた。

「意地悪してごめんなさい。葉月さんの反応が好きすぎて、つい……これからは我慢しなくていいですからね」

「もう……朔也くんってば」

　心底愛おしそうに言われたら、胸がきゅんとしてしまって怒れない。

　腰に回っていた朔也の手が葉月のバスローブの帯をほどき、合わせを開いた。

　そして葉月の腹の前で、掌に新しいボディミルクを出す。

「また塗るの？」

「ええ。いっぱい気持ちいいことしてあげます」

「……っ、気持ちいいこと……」

「好きでしょう？　葉月さん」

　耳元で甘く囁かれると、媚薬を耳から流し込まれたかのように体から力が抜けてしまった。

　先ほどのマッサージのせいか、それとも期待のせいか、全身がぽかぽかと温かい。

　朔也の掌が胸の真ん中に置かれ、ふわりとベビーパウダーに似た香りが立ち上った。

「ドキドキしてますね」

「あ……っ」

　みぞおちから胸の膨らみをたどり、脇の下までミルクを塗り広げられる。

　むにゅ、と両手が乳房を包み、ゆっくりと撫で回し始めた。

「ん、んっ……」

　敏感な胸の先端が、ぬるぬると滑る掌に転がされる。

　普段とは違う感触がいやらしくて、吐息が震えてしまうのがわかった。

　見下ろすと、骨張ったたくましい手が白く柔らかな乳房をやわやわと揉みしだいている。

　──朔也くんの手に合わせて形が変わってる……。

　──私、今、朔也くんの好きにされちゃってるんだ……なんか、すごくやらしい……。

「ここ、もう硬くなってる」

「あぁ……っ！」

　囁くのと同時に突起をつままれ、思わず高い声を上げてしまう。

　大袈裟なまでの反応に朔也が笑い、からかうように耳や首筋を甘噛みした。

　それにも感じてしまって身をよじろうとするが、背後からしっかり抱き留められていて叶わない。

「だめ、朔也くん……っ」

「どうして？　葉月さん、すごく気持ちよさそうですよ」

「ん……っ、だめ、だめぇ……」

　どんどん感度が高まる先端を弄ばれ続け、胸から全身に甘く切ない痺れが広がっていく。

　優しく表面を撫で回されたり、軽くつまんで左右にこねられたり。

　触れるか触れないかの距離で爪先でこしょこしょとくすぐられたときは、耐えられずに仰け反ってしまった。

「っ、気持ちよすぎるから、だめ……っ！」

「ははっ、可愛い。じゃあもっとしましょうね」

「あっ、あ……っ！」

　首筋に唇と舌を這わされながら、執拗な責めに悶える。

　背中が弓なりに反ったまま戻らない。胸を差し出すような体勢になったせいか、ますます朔也にいじめられてしまった。

「んぁ……っ！」

　無意識に脚を閉じた瞬間、締まった秘所から強い快感が走る。

　期待してはじらされてくすぶっていた下腹部の奥が、火をつけられたように熱くなった。

「どうしました？　またもじもじしてる」

「や、やだ……っ、見ないで……！」

「駄目です。もっと見せて。葉月さんのやらしいところ」

　恥ずかしくてたまらないのに、内腿を擦り付け合って腰をくねらせるのが止められない。

　その間も朔也の指は止まらず、充血しきった胸の先端にひたすら甘い刺激を送り込み続ける。

　うなじに当たる朔也の息がいつの間にか荒くなっているのに気づき、興奮でゾクゾクと背筋が震えた。

　いくつもの場所から次々と快楽の波が広がって渦巻き、高ぶっていく。

「あ、あ、あ……──!!」

　突然熱い痺れが恥骨から背骨を突き抜け、意思とは無関係に背中が大きく仰け反った。

　何が起きたのかわからないうちに、二度、三度とそれが続き、体の奥深くにまで響く。

「……あ、んぅ……」

　頭の中が真っ白になるほどの快感にしばらく支配されたあと、またいきなり解放される。

　背後の朔也に抱き寄せられ、葉月はくたりと身を預けた。

　息が弾み、下腹部の奥や花芯にドクドクと血が巡っているのがわかる。

「葉月さん、大丈夫ですか」

「うん。ありがとう……」

　そっとベッドに寝かされ、頭を撫でられた。

　手を伸ばすと、朔也が応えるように覆い被さってキスしてくれる。

　先ほどの絶頂でスイッチが入ってしまったのか、唇をついばまれる他愛のない動きにすら喘ぎ声が漏れた。

「下触ってないのにイッたの、初めてですね。可愛かったですよ」

「……わ、忘れて」

「無理です。ふふ、恥ずかしがってるところもすごく可愛い」

　朔也は楽しそうに微笑み、葉月の下腹部を撫でた。

　その手がゆっくりと下り、親指がじらすように鼠径部から脚の付け根へ滑り込む。

　力の抜けた脚を開かされ、葉月は熱気のこもった秘所を晒してしまった。

「こんなにぐちょぐちょになったのも初めてじゃないですか？」

「っ、や……言わないで……」

　そこを見つめる朔也の興奮した表情に頬がさらに熱くなる一方で、下腹部の奥が甘く疼く。

「どうして？　恥ずかしいのも好きでしょう？　ほら、もっと濡れて……溢れちゃいました」

　両手の親指を秘裂に添えられ、外側へそっと押し開かれる。

　あらわになった小さな入り口から蜜がこぽりとこぼれたのを感じて、収まりかけた息がまた荒くなった。

　恥ずかしくてたまらない。なのに、もっとしてほしい。

「あ……っ」

　朔也の指先が、愛液の滑りを借りて葉月の脚の付け根を揉みほぐし始めた。

　間接的に膣の入り口を愛撫され、きゅんと中が締まる。

　もどかしすぎる刺激に、葉月は足の爪先を丸めて耐えた。

「腰、揺れてますね」

「ん、ん、だめぇ……っ」

「駄目じゃないですよ、すごく可愛いって言ったでしょ？」

　朔也は優しいキスをくれたが、手は意地悪なままだった。

　指先が脚の付け根から内側へ向かい、性器により近い場所を前後にさする。

　ふにふにと感触を楽しむように恥丘もなぞられて、甘い疼きがもっと強くなった。

　──だめ、そこじゃなくてもっと……中に来てほしい……！　朔也くんが欲しい……！

　──で、でも、恥ずかしくてそんなこと言えないよ……！

　どうにか落ち着こうと深く息をしたら、たくさん泣いたときのように肺が震えた。

　こぼれた蜜が尻の谷間を伝い、その下のシーツまでもが濡れていく。

　慎ましかった秘所はすっかりとろけて濃い桃色に色づき、透明な愛液にまみれひくついていた。

「ねえ、葉月さん。俺、あなたのためなら何だってします。だから何でも言って」

　揃えた中指と薬指がようやく蜜口にあてがわれる。

　欲しくてたまらなかったその感触に、理性が吹っ飛んだ。

「……お願い、入れて……！」

「はい。よく言えました」

　朔也がにっこりと笑い、指が熱くぬかるんだ隘路へ一気に侵入する。

「ひううっ……！」

　激しい快感が勢いよく背筋を貫き、声にならない声が喉からほとばしった。

　もう片手の指先で花芯まで撫で回されて、そのたびに瞼の裏で強い光が弾ける。

「あ、あ、あ、あ……っ！」

「大丈夫ですよ、ここで叫んでも誰にも聞こえませんから。もっともっと気持ちよくなってください」

　朔也によって見つけられ、開発されてきた恥骨の裏の性感帯をくちくちとこねられる。

　葉月がいくら仰け反って身悶えても、朔也は止まらなかった。

　腰に手をかけて葉月を制し、絶頂に引き絞られる膣を徹底的に責め続ける。

「ひあっ、あ、あぁあ……ッ!!」

　一瞬も休む隙のない快感にあられもない声が上がったが、もう葉月には恥ずかしがる余裕すらなかった。

　朔也の指が奥深くまで入り込み、優しく子宮を持ち上げて揺さぶってくる。

　ずっと疼いていた場所を直接刺激され、ぞわぞわと深く重い官能に堕とされていく。

「だめ、だめ、こんなのぉ……！」

「駄目になってください。葉月さんの駄目なところ、俺にだけ見せて」

　感じすぎるのが怖くて、いやいやするように枕に頭を擦り付ける。

　寝返りを打って逃げてみても、朔也は許してくれなかった。

　一度指が引き抜かれてからまた挿入され、入り口から奥までの抽送が始まる。

「あぁ……っ！」

　うつ伏せになったせいで普段とは違う角度から突き上げられ、知らない快感に体が丸まった。

「奥、好きですよね」

「や……っ！　あっ、あ、ぁんっ」

「好きじゃなかったですか？　なら止めますけど」

「やだぁ……っ、あっ、とめないでぇ……っ！」

「ふふっ、可愛い」

　緩急をつけた動きに翻弄され、頭の中で光が弾け続ける。

　下腹部の奥がじんじんと痺れて、熱く煮えているようだった。

　次々と溢れる愛液が秘所と朔也の指の間に透明な糸を引き、手が動くたびにぐちゅぐちゅと卑猥な水音を立てる。

　あまりの快感に泣き叫び、目の前の枕に涙が染み込んだ。

　──またいく、いっちゃう……！

　再び雷が落ちたような閃光が走り、体がびくんと丸まる。

　息ができない、動けない。

　何もわからなくてただ、気持ちいいだけ。

「……は、ぁ……っ！」

　永遠にも感じるほどの絶頂のあと、ふっと浮遊感に包まれた。

　全身が熱くて重くて、やっぱり動けない。

　なのに腰は小刻みに跳ねて、秘所は朔也の指を食むように何度も締まっていた。

「気持ちよかったですか？」

　優しく尋ねられるが、枕に顔を埋めたままこくこく頷くことしかできない。

　朔也は指を引き抜き、後頭部に口づけてくれた。

「すごくやらしい格好してますよ。今日は後ろから入れますね」

　うなじに当たる息が荒い。

　いつもは葉月を怖がらせないためか向き合った体位でしか愛し合わないが、朔也も興奮しきっているようだ。

　振り返ると猛った性器が見えて、期待に葉月の体の芯がまた熱くなった。

　コンドームを取ろうと朔也が離れようとしたので、思わずその手を掴んで止める。

「今日は、大丈夫な日だから……お願い、すぐ朔也くんが欲しい……！」

　朔也が目を丸くする。

「いいんですか」とかすれた声で尋ねられ、はしたなかったかもと我に返って不安になりつつ葉月は頷いた。

　朔也の顔が嬉しそうに緩んだのを見てほっとし、自分まで嬉しくなる。

　大胆なポーズが恥ずかしかったが、どうにか四つん這いになった。

「……すみません、俺、今ものすごく興奮してます。途中で止まれないかも」

「それでもいいよ……」

「駄目、煽らないでください。葉月さんのことめちゃくちゃにしそうだから」

　眉間に皺を寄せて気遣ってくる朔也が可愛らしい。

　朔也は葉月の肩に口づけ、背中を撫でてから腰にそっと手を添えた。

　すっかりとろけた蜜口に性器があてがわれる。

　初めて何の隔たりもなく朔也と愛し合うのだと思うと、余計に鼓動が速まった。

「あ、ぁ……っ……！」

　つぷ、と熱い杭が入り込んできて、じわじわ貫かれていく。

　ずっと欲しかったものを少しずつ与えられるのがもどかしく、一方で寒気がするほど気持ちよかった。

「ん、っ！」

　ぐっと朔也の先端に子宮を持ち上げられ、深く鈍い官能が湧き上がる。

「痛くないですか」と尋ねられ、葉月はこくこくと頷いた。

　──今日、普段より大きい……かも。

　──入れられただけなのに、気持ちいいところにぎゅって当たってる……。

　体勢のせいか互いの興奮のせいか、圧倒的な質量が葉月の内側をみっちりと占領していた。

　我慢できない媚肉が「もっと」とねだるように雄へ絡みつく。

「……すごいです。葉月さんの中……すごく、気持ちいい。想像してたより、ずっと……」

「わ、私も……すごく、気持ちいい……」

　朔也の欲望を押し殺した低い声と熱い溜め息が背中に降ってきて、葉月もさらに興奮してしまう。

　無意識に中を締め付けるたびに淡い快感が降り積もり、もっともっと朔也が欲しくなった。

「幸せです。あなたが俺を受け入れてくれて……」

　朔也は葉月を抱きしめ、後頭部や首筋にキスしてきた。

　背中一面に伝わる温かさに頭がぽーっとして、葉月も幸せな気分でいっぱいになる。

「動いてもいいですか？」

「うん、来て……ん、んっ……」

　朔也がゆっくりと腰をうねらせ始める。

　性器の先端で優しく子宮口をこねられ、それだけでなく片手で乳房にも触れられて、再び腰の奥に火が灯る。

「や……っ」

　気持ちよすぎて怖くなり止めようとするが、胸の頂点を軽くつままれた途端に力が抜けてしまう。

　それでも、朔也は葉月を逃がさなかった。

　覆い被さって葉月のうなじに舌を這わせ、硬くなった胸の先端をくにくにと弄ぶ。

　同時に、とん、とん、とスローペースで最奥を叩かれて、葉月は快感に体をびくつかせた。

　胸も秘所もそれだけで絶頂してしまうぐらい敏感なのに、一緒に刺激されたら耐えられるはずがない。

「ひぁ、あ、ぁんっ……！」

「葉月さん、可愛い……声、もっと聞かせて」

　上体だけでなく腰まで崩れ落ちそうになるが、たくましい腕が支えてくれて逃げられない。

　朔也の太い性器にめいっぱい広げられた入り口から、ぬちぬちと卑猥な水音が漏れていた。

　胸の先から走る鋭い快感と、下腹部の奥に響く鈍い快感が結びつき、どんどん強くなる。

「体勢、きつくないですか。無理しないで寝ちゃってください」

　朔也の声やキスはひたすら優しいのに、手と腰は容赦なく葉月を追い詰めてくる。

　葉月は答えることもできず、その場に潰れるようにうつ伏せになった。

　伸ばした脚の上に朔也がまたがってくる。

　下腹部の下へもう一つの枕を差し込まれ、深くまで挿入できるよう調整されたのだと悟った。

　──どうしよう、もっと激しくされちゃう……！

　期待にドキドキしていると、上から押さえ込むように腰を下ろされ、再び奥までずっぷりと満たされる。

「あぁあ……っ！」

　甘い悲鳴とともにびくんと尻が持ち上がり、朔也が笑って背中を撫でてくれた。

「気持ちよかったですか？　ゴムないから、葉月さんの中がうねうねしてるのすごくよくわかります」

「や、やだ……恥ずかしい……」

「ふふ……そんな可愛い反応しないでください。がっつかないようにするの大変です」

　興奮に少しかすれた声で囁かれるだけで、背筋がぞくりと痺れた。

　朔也がベッドに両手をつき、動き始める。

「ひうっ、あッ、ああっ……！」

　脚を閉じているため狭くなった膣を、朔也の雄が何度も何度もこじ開ける。

　体勢のせいで弱い腹側の性感帯が責め立てられ、そのたびに葉月は嬌声を上げて悶えた。

　性器が入り込むときは先端でぐりっと押され、引き抜くときには張り出た傘で引っかかれる感覚がたまらない。

　最奥も突き上げられ、シーツに触れた乳房の先は律動のたびにこすれて甘く疼いた。

　──普段と違ってちょっと怖い……けど、すごく気持ちいい……！

「……ん、駄目」

　顔を預けた枕にすがりつく葉月の手を、朔也の大きな掌が上からすっぽりと覆った。

「やきもち焼くから俺の手握ってください」とうなじのそばで呟かれ、胸が苦しくなるほどの興奮が湧き上がる。

「あ……っ！　あ、あ、っ」

　首筋を甘噛みされて、きゅうっと中が締まったのがわかった。

　快感の波が一気に大きくなり、体が強張っていく。

「葉月さん、イキたいですか？」

　吐息混じりの低い声にさらに高ぶってしまい、恥じらいも忘れてこくこくと頷く。

　朔也は微笑み、葉月の手を握ったまま力強く腰を打ち付け始めた。

「やああ……！」

　ぐちゅっ、ぐちゅっ、と接合部からぬかるんだ音が聞こえる。

　押し込まれるたびにそこから蜜が滲み、二人の肌を熱く濡らした。

　気持ちよくて無意識に朔也へ腰を押しつけてしまい、より深くえぐられる。

　徐々に抽送が速くなり、短い間隔で何度も強烈な快感が与えられた。

「──っあ、ああ……!!」

　不意に電流のような衝撃が全身を駆け抜け、背中がびくんと丸まる。

　絶頂に痙攣する体を、朔也は抱きしめて支えてくれた。

　葉月の中もびくびくと締まっては緩み、朔也の性器をしゃぶるように愛撫する。

「っく……」

　朔也は低くうめいて性器を引き抜くと、うつ伏せになっていた葉月の体をひっくり返し、脚を開かせて再び一気に貫いた。

「あぁ……っ！」

「すみません、顔が見たくて……っ」

　切羽詰まった表情で強引に抱え込まれ、口づけられる。

　絶頂が終わりきっていないのにもう一度抽送が始まり、葉月はもう何も考えられなくなった。

　限界まで大きく膨らんだ朔也の性器が、先ほどよりも強く子宮口を叩く。

　すっかり覚えてしまった快感に、葉月の体はまた絶頂までどんどん追い詰められていった。

「はぁ、あっ、ぁん、やあぁっ……！」

　自分のものとは思えない嬌声が上がり続ける。

　気持ちよすぎて怖いのに、朔也に抱きしめられているとどうしようもなく安心した。

　葉月も朔也の首に腕を回し、必死で抱きつく。

　朔也の荒い息や汗ばんで紅潮した肌、気持ちよさそうに歪む顔が、色っぽくて愛おしくてたまらなかった。

　ひたすら愛され続け、身も心もとろけていく。

「葉月さん、気持ちいいですか」

「いい……っ、きもちいい……！」

　自身の快感を追いたいはずなのに葉月をまず気遣ってくれる朔也の気持ちが嬉しくて、しがみつく。

　朔也が幸せそうに笑ったのが見えて、葉月も幸せになった。

「ひあぁっ！　ぁんっ、あ……!!」

　朔也の腰遣いがより激しくなり、最奥を重く突き上げられる衝撃に足が跳ね上がる。

　落ちた踵が朔也を叩いたが、朔也は構わずに葉月を貪り続けた。

　密着した肌が熱い汗で滑る。

　朔也から立ち上る温かくてどこか扇情的な香りに包まれ、肺も頭の中も彼だけでいっぱいになった。

「葉月さん……っ」

　愛おしげに頭を撫でられ、絶頂が一気に近づく。

　全身を巡る快感が加速し、朔也を受け入れている場所が切ない疼きにびくびくと波打ち始めた。

　──あ……すごいの、くる……！

　とてつもなく大きな絶頂の予感に、恐怖が湧き上がる。

　だが、朔也に口づけられたらそれも飛んでいってしまった。

　彼がそこにいてくれれば、何が起きたって大丈夫だ。

「朔也くんっ、あぁ、あっ、あ……ッ！」

　絶頂寸前の強張っていく体を抱きしめられ、どうしようもないほどの幸福と興奮に包まれる。

　目と目が合った瞬間、それが頂点に達した。

「ッ、……～～～～～～!!」

　これまで経験したことのない重く鋭い官能が、爪先から頭のてっぺんまでを突き抜ける。

　葉月は朔也にきつくしがみつき、声すら出せずに絶頂した。

　真っ白で大きな衝撃に、打ちのめされる。

「──っ、俺も……」

　ラストスパートをかけてより激しくなった律動に、葉月は声にならない声で叫び続けた。

　今、絶頂している。はずなのに、朔也に突き上げられるたびに、下腹部の奥が脈打つたびに、深く強い快楽の波が訪れた。

　何度も何度もそれを繰り返して、快感が終わらない。

　体中の血が沸騰したかのように全身が熱かった。

　脳味噌まで茹だってしまったのか、何も考えられない。気持ちよくて、嬉しくて、愛おしくて、もうそれしかわからなかった。

　いつの間にか瞼が開かなくなっていて、次第に視界だけでなく意識も沈んでいく。

　すべてが遠のいていく中、下腹部の奥で朔也の雄が力強く震え、そこがじんわりと温かくなっていくのを感じた。

　彼を受け止めきった喜びが湧き上がり、さらに幸せが溢れ出す。

「大好きです」と優しく囁かれ、葉月は恍惚感の中へ意識を手放した。





　　◇






　素肌に触れるシーツが、冷たくさらさらとして気持ちいい。

　──あれ……？　隣に、いない……。

　葉月が違和感に目を覚ますと、やはりベッドに朔也はいなかった。

　──どうしたんだろう、いつも私が起きるまで待っててくれてるのに……。

　ぼんやりしたまま、ホテルの寝室を見回してみる。

　ベッドサイドのテーブルに眼鏡が置かれているから、朔也は近くにいるはずだ。

　葉月たちが泊まった客室はスイートルームで、寝室の他にリビングがある。朔也はリビングのミニバーに飲み物を取りに行ったか、トイレにでも行ったのだろう。

　すぐに戻ってくると思ったら安心して、葉月は思い切り伸びをした。

　ベッドから降りたあとガウンを着て、出窓にかけられた分厚いカーテンを開ける。

　澄み渡る朝の青空が綺麗だった。見下ろす東京の街や、日比谷公園や皇居の新緑が美しい。

　──ん？　なんかリビングから話し声が聞こえたような……？

　気になってドアを開け、リビングに足を踏み入れる。

　すると、テーブルとソファが三つずつもあるほど広い部屋の奥に、こちらへ背を向けて立っている朔也が見えた。

　どうやらスマートフォンで通話しているようだ。格好は、葉月と同じくホテルのガウン姿だった。

「……ええ、はい。勅使河原さんもお疲れ様でした。ではまた」

　朔也は葉月に気づいたのか振り返って微笑み、すぐに会話を終わらせた。

「あ……ごめん、邪魔しちゃったかな」

「いいえ、大丈夫ですよ。おはようございます、葉月さん。すみません、起こさないようにこっちで話してたんですが」

　朔也がスマートフォンを近くの執務机に置き、ミニバーへ歩いていく。

「水飲むでしょう？　そちらにどうぞ」と促され、葉月もミニバーに近いほうのソファに座った。

　そのまま埋もれてしまいそうなほどクッションがふかふかだ。

「はい、どうぞ」

　朔也はワイングラスに注いだミネラルウォーターを葉月に渡すと、隣に座ってきた。

「ありがとう、朔也くん」

「……さっきの電話なんですけどね。一ノ瀬が逮捕された、って報告だったんです」

「えっ」

　思いがけない知らせに、葉月は目を丸くした。

　旅行先での改心をきっかけに、朔也は自分が掴んでいた一ノ瀬の悪事を馴染みの刑事に告発していた。何度か電話で捜査に協力していた姿を葉月も見ている。

「そっか、やっと実を結んだんだね。おめでとう……でいいのかな」

「ええ。ありがとうございます」

　朔也は微笑んでみせたが、すぐに思うところがあるように表情を曇らせた。

「法廷で顔を合わせる前に、レイラに一対一で謝っておけてよかったです。俺のエゴですが」

　うつむいた朔也の眉間の皺が深くなる。

　刑事に告発したのと同じ頃、朔也はレイラに正直に事情を話して謝罪し、激怒されながらも関係をきちんと清算した。

　とは言え、以前の朔也がレイラを利用していたことには変わりない。

　それに、朔也の告発によって父が逮捕され、これからのレイラの人生は一変してしまうはずだ。

　性根が優しい朔也は、自分のせいで彼女が不幸になる、と自責しているのだろう。

「大丈夫だよ。朔也くんは誠実に対応したし、正しいことをしたと思う」

「……ありがとう、葉月さん。あなたには救われっぱなしですね」

　朔也は笑顔を取り戻すと、そっと葉月の手に触れた。

「本当に……どれだけお礼を言っても足りません。あなたがいてくれたから俺は救われたし、変われたんだと思います。前なら告発なんてできなかった」

「朔也くん……」

「俺、これからも頑張ります。あなたみたいに人を助けられるように」

　再会した直後の不安定な朔也と同一人物とは思えない堂々とした表情に、葉月は胸が熱くなった。

　迷いを捨てた朔也は、最近仕事でもうまくいっているようだ。

　旅先で上司と電話していた離婚協議の件についても、子どもの納得いく形で収めることができたらしい。

　また、新人時代に手がけた案件の評判が今になって広まり始め、家柄に関係なく依頼が回ってくるようになったそうだ。

　──弁護士ってすごく大変な仕事だけど、朔也くんならきっと大丈夫だよね。

　──私もサポートして、一緒に頑張っていこう。

「ともかく、やっと一段落です。そこのワインセラーにシャンパンありましたし、乾杯でもしましょうか」

　そう言いながらも、朔也は立ち上がろうとしなかった。

　葉月から空のグラスを取って近くのローテーブルに置いたあと、両手で葉月の手を包む。

　その表情は、なぜかとても強張っていた。

「でも、その前に聞いておきたいことがあるんです。問題にケリがついた今なら言える……」

　──まだ何かあるの……？

　朔也の緊張が伝染し、葉月の喉がごくりと鳴る。

「葉月さん。あなたがよければですが」

「う、うん」

「……名前を、呼び捨てで呼んでもいいでしょうか」

「えっ？」

　深刻な声の申し出に、葉月は目を瞬かせた。

　──よ、呼び捨て!?　それだけでこんな、真剣に……？

　思わず固まったあと、一気に笑いがこみ上げる。

　朔也は恥ずかしそうに顔を背け、ずれてもいない眼鏡を直した。

「そんな笑わなくてもいいでしょ」

「っ、ふふ、ごめん……！　ものすごく真面目に言うから可愛くって……！」

「可愛くありません。その……『俺は葉月さんにふさわしくない』とかぐちぐち悩むのはやめました。けど、名前の呼び捨てだけは全部ケジメついてからにしようって考えてたんです。なんか、偉そうだから」

「そうだったんだ……！　確かにずっと敬語なのかな、って思ってたけど。もちろん大歓迎だよ！　敬語もやめちゃおっか」

「ありがとうござ……いや、違う。葉月さん、笑わないでくださいよ。あっ」

「ふふっ……」

「あーもう、こら、恥ずかしいから」

　じゃれるように朔也が抱きついてきて、そのままソファに押し倒される。

　それが無性に楽しくて、葉月は声を上げて笑った。

　朔也もいつの間にか笑っている。

「大丈夫。これからずっと一緒にいるんだし、少しずつ慣れてけばいいよ」

　葉月が朔也の頬を撫でると、彼は愛おしそうに目を細めて頷き、そっと葉月の左手を取った。

　薬指にはまった婚約指輪を眺めてから、葉月をまっすぐ見つめる。

「……ありがとう。俺と一緒にいるって決めてくれて。絶対幸せにする」

　敬語をやめた途端に突然朔也が大人の男に感じられて、心臓の鼓動が大きく跳ねた。

「愛してる、葉月」

　シンプルだが強烈な愛の言葉と、初めて呼び捨てられた名前。

「──っ」

　そのあまりの威力に、葉月は何も言えなくなってしまった。

　朔也がにんまりと笑みを浮かべ、駄目押しのように唇を奪ってくる。

「どうした？　ほっぺた赤くなってきてる」

「ずるいよ、朔也くん。急に可愛くなったり、かっこよくなったり……」

「はは、その言葉そっくりそのまま返す」

「昨日はかっこよかったけど、今の葉月はすごく可愛い」と指の背で頬を撫でられ、葉月はますますそこが熱くなった。

「わ、私も慣れる時間が必要、かな」

「ああ。これからずっと一緒にいるんだし、少しずつ慣れてけばいい」

「それ私が言ったこと……」

「これもそのまま返す」

　からかわれて恥ずかしいが、幸せそうな朔也を見ていると葉月も幸せな気分になる。

「じゃあ、私も返しちゃおうかな。愛してるよ、朔也くん」

「……本当だ。それ、ずるいな」

「ふふっ、でしょ？」

　葉月が笑うと、朔也も照れくさそうに笑って頷く。

　自然と言葉が消え、葉月たちは互いだけを見つめ合った。

　これから一緒にいる時間がもっと増えて、いつか朔也の口調も愛の言葉も日常になるのだろう。

　葉月は明るい未来を思い浮かべ、優しく降ってきた朔也の唇を受け止めた。





〈了〉












お久しぶりです、俺と偽装婚約してもらいます。


敏腕年下弁護士の甘い企み
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